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志 爭を因 巧 


叙 言 

I 韓國の政治は、巧來お權の爭を也。政家一たが局に當り V 
I 事を巧はむとずる、群議百端、流言喧傳、隱謀じ繼ぐに暗殺を 
なてし、代りて權を執るを、動もずれば其政敵に與ふるじ 、 J 
網れ盡の慘禍を过てずるを辭畦ス大臣のを迭走靡澄の如 
く、國政の改革得 V 期ず巧からざりしも偶然じあらざる化。 
余曇じ韓轉政府の招聘に應じ、其學政に參與ずるじ際し、過 
去の調査は、現巧の着手に自信を與へ、將來の計畫をををを 
J らしむる所をるを感じ、公事の餘、國情の沿苹に 就きて探 
I 究する所もり本書政爭の事ボ實に其 I じ居る。素ょり我思 
i . の十の】をも述ぶる能はず。尝敢て大方の考查に資すと謂 
はむ。然ゎと雖、李朝五巧年、現が馴致の主因の】たる政爭に 

巧な - 
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ホ爭 故國轉 


化 巧 二 

關しては、聊其淵源を關巧せるものをきじあらざるを覺ふ。 
半島の政治と歷おとに趣味を有為る人の一顧を得ば、巧望 
足る。 

明治四十年二一巧 

著者識す 
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凡 例 

™ 一本書は、韓國の政爭のいかをるものるるかを論述诚わと 
_ ずるものをりと雖、其眼目は、更にいかにして起りしかの 
强 j 原因を究明ずるに患り。盖し其煩因の究明は、敕爭の問題 
國 j を解決ずるに最便にして.、义國情の審査に最有益をれば 

I 也。 

政~ 

I 1引用善目は、巧文中に之を註がり。其酱若し刊本をらば、了 
巧 I 數を記入过るも、然らざるものは然进ず。 

お一が料の選擇は、聊意を用むたる所也。卽ち索出みる諸種の 
書中山わを得ざるもの\外は、務め V 事實の腥於る當時 
一 に成りし信ずべき記錄を採り、其記錄の中に就き V は、務 
■め當事者の手記に據り V 、眞巧の判定を試みたり。 
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一を の 如くるれば本書に挿註.せざる圖書 にして、 參考に供 
- せしものホ渺からず例へ ば、 朝郵愈載？'髓漏^^互 U 大東 
i 禅林雜南漢絶略 T 畔祖鑑 TW 典故撮要^^新舊罐源系 

辟 I 譜祀略1^刪ホお陵志抑贈娜'^腳刊農岩集雌刖槪祝刪肺濯觀年譜 

闽！ 誤吉景賢續錄侧林品藥泉集 S 完媚|於モ踩談誤請 

ぉ^ お窠錄 f 財退溪集郷觀 T 侧 t 綱肿織 T 前、 r 肺西崖集^抑繊憎咖肪鶴 
峯集检識^陳測燃藝刖集«肺十巧を集雌臨雜柳肿袖源遺稿舱輪 

戸 sf IIS 證を箸5桃脈 I 閑居漫錄 sf 職公私閣見錄猶 

志 j 加；2 ff 神见聞因繼錄雜飾 T 肚梅翁閑說 f 齡愚伏集世瓣刊解論 
一滅が批大義源流？！縣定齋集飾雜？？«欄質一今古雜錄 fl 淋同春集 
^ 雜循錦？？柳麻月な刖集柳順錦？！ OT 尊周窠編. I が計脈小華外ぁ献總 
侧2一一 一一音記 S 難な文を年譜普韓蒜^寒岡集2急齡羹 
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志爭 政國辖 


墙錄が^職醜雜刊廣史ょ集總 It 悄針 A 絡谷集柳健微悄冰^海東名 
I. 臣錄な華睹語錄職*俟百錄？！解化畢齋門人錄別 
I i 正祖紀事 S II 震史記暑諸東史會錄黃千等に於け 
I るが如し* 
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速；爭 攻國裤 


韓國政爭お 

目次 

第一編概論 . 一 

第二編東西分爭論 . 一ーニニ 

免東人巧人のか爭は，李削篤爭の渡膳な6や•若し其な前 
じ黨爭の漸あらとすれば、巧西み黨に對せる關係の存 

無か何 . 一二一二 

が二章李肇敏の書室に於けるを孝元の寢具の發見は’いかを 

る價おををを上にをせるか。 ... 四九 

巧|{|輩東西み黨の眼目は、いかなるおにおせるか。及其を H の 

出處か仍。 . _五よ 

巧巧ま雷院がみ溝お原に閱係あらと云ふは，果して巧當なろ 

日み 一 
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見厮をみ-ち . 六と 

巧五車化義講を金孝 元は， いかるる人物をらし 如。 . セ九 

巧巧章化金二人はいかるる制裁を•树化に受けしか . 九一 

免モ章制玻のがを奏せざらしは、いかなる事實にょりて證巧 

し得る か。 . loo 

第一一一編老少舞爭論 . 一一六 

第_まザ蒲異說の唱道は、いかなる結巧をなぜし か。 . 一三ハ 

ま II 巧尹極は、お時烈じ對していかをる關係をちし文いかを 

る威觸を枢きしか •. 一巧〇 

巧 1= 章尹おが墓义をホ時颈に請りし事につ さ， 世にいかを る 

誤巧 あるか。 . 一四化 

巧四章何故に尹極は、其、父の黨文の事ょら索時恐に背くに至 

なしか •. 一 五八 

巧五ま何が巧めにを盈巧は_部幾怨恨の中 &とならしか。… ..‘一とお 
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を 巧 政図裤 


巧ホ章お時烈は金益動に對して、いかなる措置に出でしか•其 

理を、及もれょ A 生ぜし結果如柯。 . 一八六 

巧モ窜尹極をして、いょ-^ホ時烈じあたしめし隱密の動機 

は、 いかなる 處に潜伏せ しか。 . •一九 六 

巧八ま 阿な に 巧時烈 は， 上京の 巧ホをく 巧 おに 退還せ しか。…二一巧 
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お 爭攻國 辞 


韓國政爭.志 

お 原曲 一 著 

I 黄 〔漏槪論 

I 韓人今日の狀態を了解せわと欲せば、其原因を過まの歷 
おに尋ねざる 巧 か b ず。 而し y 其お實の根蒂たり漓疾たる 
所のものは、黨爭に外 をらず と斷言して巧 也。 然るに此國 Q 
黨爭 は、隆險にしで秘密を尊び、外觀は 春風 面を吹くが如く 
™ じし V 、 乍に し V 骨を斬り屍に鞭つの慘麻を 演出ず。書に見 
-說じ聞く所の 事、 動もすれば其眞髓を穿つ能は ず。 觸之に 關 
ずる 記錄 ある も、大禍を蔥さわことを恐れて多くは人に を 

ホー巧お A 一 
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さ义名巧舊家に就きて.誰問を試むるも、を當の答辯を得る 

能はざるお式打：諸 Is 茲 SSS 諸講 ns 

る 哉、 泰西入の網眼をなてしス媪ホだ之を研究せる者ある 
を見ざる や。 

抑李朝の黨爭は、宣祖の觀年じ分おせる東人西人の爭を 
のて其起原とをず こと、 從おの定說 也。 然 りと 雖、余は寅に潮 
り V 、燕山君の時じ其濫焦を認彼、宣祖の初年じ成がては、黨 
爭の狀態旣に業に歩を進めたるものと樵をずる者也。而し 
ス宣祖八年細！？^|^分黨の張本人たる沈義謙翊金孝元^は、共 
に京を出されて外 官に補社られた化ども主たる制戴は孝 
元に加へられ，西人の勢東人を壓がり。喊關邮气、一^是に於て 
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東人は、銳意權力の曠張を圖り、宣祖十一年に至りて、雜盛る 
I るを轉たりしかば、西人の大家たる尹巧の.一族を陷化、同十 
脚年にほ、鄭仁化儒がょり起り y 巧憲府攀‘令とをり、淸論を 
瑶 I なて自ら持し、外戚の出たる沈義謙を論劾がり。然るに此時、 
國 I 義謙の同施たる故の明宗のがた順王お己に難じ、義謙巧援 
政-の賴るすき者るき際をれば、東人.は恣に西人を攻擊し、義謙 
I と事を‘共にずる者を目ずるに奸黨を巧てがしかば、年少の 
爭徒亦多く歎を東人に通じ、東人の勢遂に西人を壓ずるに至 
志れり。獨り李班は、當觀ょり兩黨和解の志を抱き、此際西人の 
爲に辯解ずる所ありし が、 同十六 年、 東人.朴謹 元、 ぶ應槪等の 
I 爲に反ズ論を过られ たり。 

宣祖一一 十二 年に 及び、 東人節あお 韻を 叛を諫り V 誅妊ら 

« 1 S K « 互 
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お 爭を巧 苗 t 


る。獅^旅此時西人の大家鄭澈、裁判官とるりて獄を治めた 
り。而し y を議政鄭浸信をおとし、東人のを家多く連坐し^ 
ぶに死し、東人の勢稍挫がしたりしも、後二年じして、直に之 
を欣復がゎ。其故如何とるらば、鄭澈の措置中、反對黨に乘ぜ 
らるべき巧憤を生がしを拭て也。而し y 此事は、延て南人化 
人の分爭に影響を有过るものるるを3て、暫く搂じ留 りて、 
稍詳に其內倩を蘭陳し、おて簡化み黨の原因に論ながわ。 

汝立の逆謀が發覺したるは宣祖二十二年十月二日にし 

て。？蝴綿嗎お邮がけ S だ^^^齡い强其罪狀素ょり明る化ば、一 
箇月を出でずして礫に處过られたり。じ然るに此叛逆 
0謀まと稱せられし吉 S 峯は、何れの人をりや詳をらず。翌 
年に化ぶも、遂に其所巧をだに知る能はざりき。是に於て、朝 
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ぉ爭 を國薛 


廷令を發し V 之を搜索处し成たり。一二峰と稱して四方ょり 
補送し來る者前後限を し、 II 一峯の人物愈怪むべきに至化り。 

巧ん巧に閒 して 巧々の班わリしことはな巧のえ 曲 まにして巧巧醫卜 t 一更 U 1 
じ巧れる李を，賄 S 記已巧 巧き に巧な d (白ホ菜を 十ムハ巧 ミ T 在〕 裤ホカ‘長と 

いへる者菱り。一一一峯は吉烛じ轰らずして崔姓るりとの說を 

艺9。み岩巧な(卷六)にはがか巧 s といムおま一二をおお一二をなリと芯巧一で 
3/ ヘリと々る巧ホそちと巧人ならむ巧に口ずせ巧の記ずに t ろ 巧 LN 

梁千 頃、 姜海 等、 吉一一一峯は崔永慶をり と 言む しかば、 年の 八月、 
永慶？^は遂に拿捕け-£^れたり。然りと雖、之を礼問ずるじあ 
'びて、 證攘不十分をりしを なて、 一旦放免がら 化しが、 巧憲府 
の臀にょりて巧獄に 下り、 肺を病みて牢中に死が り。 是を九 
月 八日の 事とるず。 

崔永慶が叛逆の謀またり しことは、 事實無根の說と判定 
せざるを 樽ず。諸完品記 £ 糾^ SIK 〕 是に 於て、 東 人 


Digitized by Google 


original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



を 巧 改國韓 


g 1 fi おを ホ 

は永塵を殺ずの咎を鄭澈に歸し、醜錦ャ甚しきは、永慶 
I を吉 S 峯とるずの說は、澈の指赎に係るとをし、諸識諸 g 
鄉^滅瓣の遂に敬が其黨をして吉 S 峯の飛語を搜造がしめ、之 
を國中に流傅し ス、 巧て疑獄を起がるを りと 推斷ずるに至 
I れり。 iE 黑州忘躬然れども、澈は其實がらに、永歷を罪寸 
るの意をきのみる.^^ず、反て之を救ふに意あクしこと、見蘭 
者を恒瞩の巧言せる所にしで、2^補^巧が釘齡叉お時烈の 
撰せし鄭澈の碑銘默就切 Ti ? が松江巧錄織ご 一！： 解 & 等に徵して 
も朗也。然るに東人が、毫も澈じ同情を寄せず、揣摩百端、な y 
I 之を攻擊处るは、其動機皆黨爭ょり出でざるはるき巧而し 
I て鄭澈が信を宣祖に失して、遂に相位を退かざる巧からざ 
るに まりし所の もの 更に一-をり。 
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ち 爭 政國韓 


宣祖二十四年よ巧、澈は繼禍を定むるの議を王に獻じ、端 
一をくも王の怒を招けり。今其事情を推究ずるに、當時澈は、斬 
i じ左議政に任ぜられたりしが、領議政はを山海•右議政は柳 
™ 成龍にして共に東人たり。是をなス表面は何等の風波をき 
I もが 實山海は澈じ快からざりき。 時に宣祖の. 妃は子るく、而 
一 も 側室に王子多かりしかば 卓く 儲を立クるの耍起 机り 而 
j して朝臣の議は、常じ恭磯金 巧の 出をる光海君に 歸过 しが、 
I 王の意は寧ろ仁媛金 巧の 巧るる信城君にありき。一日領議 
政な左を議政は、 膊に 宮中に相會 して 建儲の議を上らわと 
I ず。上るの前二曰山海、仁婿の兄金を 認に 謂て日く、鄭澈將に 
j 光海を立て、化すとをし、仁媛を除かむと欲ず。仁蹟害を被 
らば、禍必がになげむと。公謡娛れ V ぶを仁磯に常ぐ。仁媛な 

巧 I S 化 tt ホ 
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爭が國 鋒 


巧】なお M ん 

て 王に訴ふ。王をゼ之を信ぜず。旣 にして、 經筵にがて澈が建 
I 儲の讓を上る にあび、 祖^^雜龍^た王大 にお V 澈の職を解き 
I しこと、 鄭澈の年譜、李基齢の日月 錄、 5^1-销 f 織 ャ權尙夏のな 
I 上問答、？ 鱗職媚^ 細 並に 李 長 獲の朝野 解要前ム心 誠に明記 过 
I るのみをらず松江巧錄 た ャにが て、金 長 生も亦核江 補雜1 
么敗專由於建儲矣」と公言せり运に亩て之を觀れば、西人澈 
は、 遂に東人山海の計に曙り しこと 疑ふ巧からざる也" 
鄭澈己じ巧を罷 む。 j . 是狀西人の勢を失むたる化。是 
に 於て東 人は、 汝立の 獄に 一頓強を 見しに係らず、勢は舊に 
j 復 して ホ織を りし 所なを知る 巧し。 然りと雖 、盛るる 勢力は 
-反て支離滅裂の端を 開けり。 實に商人化人の 分派は、化 間に 
顯著 るるに至りし也。 
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燃黎記述^細に荷潭錄を引て南お分派の原因を 
I 叙して云ふ、當時|^醜た臺諫は鄭澈の罪を論じ、李山海ホ其 
論をまとず。化文館も將に剖を上らむとず。副學金睐、乃ち巧 
雜 I 成賴巧轟牲傳の家になきて之を議 ず。 牲傳不可とをして悴 
國 I を還さず。大諫洪汝謗、性傅を劾しで其職を削れ，：，，。是に於で 
改 I 南化の論始めて岐れ1澈を罪ずるに急をる者は之を化人と 
云む、緩をる者は之を南人と云ふと。此記錄の著者を時譲は、 
爭宣祖十四年をな V 生れたる人をれば、此事蹟は、其十】歳の 
志時の見聞に係り、大をる誤傳をきが如しと雖、之を四十四歲 
j のが年に目撃しス儒名】がに髙かりし金長生の記事じ比 
-せば、前者の價値後をになばざるものをる巧し。而し y 霞生 
はミふ、柳卽前織を洪が謹、宣祖の旨を受けて鄭澈を罪がもと 

を一巧 お巧 化 
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お ホが 國薛 


巧 】 a 巧が 】0 

し、往て萬性傳に議妊むとがしも。使傳講で會見せず为もま 
I y 金畔に談がしに、辟は大臣®京外に出さ机たるをなズ芭 
に過重の處置とし、更に之を罪ずるの議に同意诚ざりしか 
げ 、汝謗其 旨を王に奏して、辟を外官に補し、やがて性傳もホ 
罪を 被れり と。余は長生の記事をなス時讓の記事を補正ず 
るを巧と思惟ず。然れ ども、 大體に於て、澈を攻擊ずるに急を 
るをと緩をる者とありス山滞、汝證等の一派と、脾、性傳等の 
一派と背離がしことは、ま實たりしに相違をき也。 

余は己に鄭澈な擊の緩常が南化分派の爭點たりしこと 
を信じて疑はず。然れば則ち、をく金時讓の說に從むて、是を 
- sjy 商化分派の原因たることを承一誠ずる乎。否々。此說を拭 
V ずれば、巧故じ南化の名目が起りしかの疑問を解決ずる 
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能は ず。 而して余は、此な前に己に南北の名稱起り v ‘ 東人中 
™ に爭を釀しつ、 ありしことを 斷言ずるに禪ら ザ。 其證 は、 鄭 
汝立の疑獄中に發見がられたる白惟譲が汝立に通ずるの 
I 書に^ wsrsM 胆解」 f 明に南北の語菱りしをなても知 
I る可けれげ 也。 ss 震いバ誌選 ISSIS 2 酬 

こ證苗岂告依 V 

I 余は「自己巧逆變喊來兩邊分朋 J とまへる李德馨の說^猶瞧解 
飾胆孫邸を も、 反駿おざるを稱ざる 也。 

余は是に 於て、 更に南北分派の綱源につきて精究 ずる 所 
るかる巧から ず。 而 して 之に關 して、 二箇の批判を要ずる事 
實あるを 見る。 

《一)、燃 藝述講 肿诚觸帥 哪じ混定錄を則てミ ふ、 初め柳成 龍、 を 

巧一おな晚 一】 
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巧】 巧 槪晚. 一二 

潑と隙を り。 成龍に輿せる 者は、 金誠 一、 を 誠 中、李 德馨等 じし 
-ス李潑に與がる者は鄭汝お•崔永 慶、 鄭仁献等を、 りしが、 其爭 
-端をだ 見 はれざるもの五六年に して、あ 立の獄起れり。而し 
て成龍は、經筵の席に於 V 宣祖に答へて 曰く。 李敞中は汝な 
に對して己に先見の巧を りしが、 其時の臺諫鄭仁 化は、 反て 
I 敬やを駿がりと宣祖乃ちじ弘の爵を 削れり。 是ょり仁 化は、 
I 永く成龍と馨を結が、始め南おの分派あるに至れ ゎと。 

\ 0 0、燃藝述辦に又を山雜記を引て云ふ、おめ轟性傳 
I 登第し V 盛名あり舆父彦認、咸從縣の令とるる在傳其許に 
巧來しス情を平壤の妓じ留わ。父病みて歸るに及び、監司其 
I 妓を性傳の家に送れり。己じして搜傳喪に遭む、一時のお古 
皆會せし が、 妓の其家にるるを見で、李潑は性傅を攻擊ずる 
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こと 甚 力む。 然れ ども、 事情を知る者-は巧て性傅に同情を寄 

I せたり。此時おの家は化语の下にありしをな て、 潑の黨を化 
人と云む柱傳の家は南山の下にありしをな て、 之を救ふ者 
を南人とをへ りと。 

今此11記事につき y 巧査ずるに、混定錄の著者はま邦俊 
にし V 喊還受己丑の獄事を其十よ歲の時に目擊し2誌私 
恥检山雜記の著をは T 煥 にして 補】 flAI 此記事は其老年^ 
爭一种喊の見聞にか、れるもの也。觀察の銳鈍はとに角もあれ、 
ホ心 I 等しく么れ自家の見聞に して、 時代を隔て、揣摩臆測がし 
I ものと撰を異にせるが故に、憑撰とずる所は素ょりこれあ 
I りしをら む。 實に汝立の疑獄に鄭澈の後を承けて裁判官と 
るりし柳成龍が、を潑の老巧稚子の拷問に遇む死ずるを 

«】属 化 M ニニ 
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を】巧 お玲 一四 

も顧みぞりしより考ふ恥 ば、 柳李兩人©隙をりしは信ずべ 
く文を基齡の記錄臟叩 i 拙^をなで ずれば、 萬牲傅と李潑と 
の巧立地ることを權むべし。然 りと離、 混定錄の記事によれ 
ば、 何故に南北の名目を生嫂しかを靜.にずる こと 能は ず。 而 
して. 槍山雜 記の記事は、事實餘りに燕弱じして、み爭の眞個 
の原因たゎとは信じ難し。必黃其何れにしても、窮したる說 
明と云 怯 旁るを 得ず。 而して 余は、 當時の眞相を 判斷 ずるの 
證據物件としで替事巻たる柳成龍の言 中より、 最有力をる 
材料を檢出ずるを稱たり。 

成龍 後日、 相 化を 退きて を 東にをるの 時、 韓赔城に請れる 
實歷談によれば邮陳如猶南化分派の原因は最明亮に して、 混 
を錄又はを山雜 記の說明の 如く、 窮屈るるもめじあらず。卽 
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ち、 東人の勢稍西人を续げるに乘じで聲滚、金應两離た茲等 
™ 一派は、極力西人を攻擊して之を罪がむことを謀りしが、成 
j 龍は多く人を傷くるを欲みずしで之に反對し、萬牲傳亦成 
辖龍じ興し、潑等と說を異に过り。齡城^則狐蚊の而して性傳の家 
國は南にをり、潑の家は化じあるが故に、自ら東人中に南化の 
分派.を生がしるりとまへり，是れ最を當の言たるのみをら 
ザ、 を基齢の記錄とも符節を合ずるが如し。おで余は化言を 
爭が用し、混を錄、檢山雜記、並に荷潭錄等の記事は、皆其其當時 
志に於ける南化分爭の一局面を觀たる說に過ぎずと斷定ず 
™ 余は目に從來世に明るら苦る南北分派の原因を考おし 
■- て、 を立の獄事挪ごな前.じ其端緒を開けるものにしで、全 
く東西 排擠の餘波をりとの結論を得たり。是にし V 巧をる 

巧】 S 化 K 一五 
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巧】巧 おお 一丄ハ 

3 上は、 李重焕の說就^!?卽叉は李敏輔の說鮮縣3 帖測卽 I 心」 

I Q 如く、宣祖 S 十一 年、 李山海の子度をが吏曹證郎たらむと 
せる を、 鄭經世が遮りた る 結果山海は經世の師成龍を疑む、 
其黨を指赎して之をな擊し、なに始め V 南化の分派を生ぜ 
I りとずる說も方い g パ亦 ロハ 南化分爭 
I の】局面を見たるのみと論をして可也。 

I な上余は南北み派の起原にク きて、 餘りぞくの紙面を塡 
充ぶるを謝ず。然りと雖南人化人の分派は、今曰猜存がるの 
みるらず、後に余が更に編を改めて縷述ずる所には入らざ 
™ るがなに、进に併せて世に明るらざるものを闇明ずるのみ。 
-さて汝立の獄事ょり後一】年を瞩 て、 宣祖の 二十 五 年には、 豐 
太 閣征韓 の役 起り、 五月一二 曰、 京城は己に曰軍に 占領せられ、 
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王は難を避け V . 開城ょり義州に遁れ たり。 前し V 其開城に 
もるの日、？|完卜2話1.篇誠城のだ？1;^5品(|諸、|金を韶 
は劾せられ、李山海もホ國を誤る者と論ぜられス領議政の 
官を罷められ、柳成龍巧り V 化ハ倚子を 襲む、 鄭澈復 召還甘ら 
れ たるを見れば、萊人の溫和派謂勢を得たると同時に、西人 
とのお接を來し 、ものと をはざるを得ず宜 をる 哉、化戰亂 
の間は、諸黨人其に朝に 立ち、 爾人の曾て斥けられし者も能 
節じ 死し、 所謂外患起 V 內憂止むの實を現した る や。 

然れども、此現象は素より一時の事のみ。宣祖一一一十】年を 


く 


ま 


械日軍半島を退くになが V は、 再舊態に復ししのみならず 
九月、 化人李爾瞻は柳成龍を劾し、翌十ろ成龍遂に領議 政を 
遞し、 西人も亦志を得ること能はず。化人の勢は龍く他黨を 


巧】！！ がか 


ーホ 
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を一紹お齡 •-ス 

壁し、宣祖兰十四年の頃に至り V 益甚しく、殊に西人じし V 
j 事を言ふ者は、盡く肢飄ぶら化たり。然るに、勢のをる所は爭 
の存する巧也。宣祖 S 十二年 、 M ^ ^洪が譯大巧憲たらむとず 
るの時、正郞南な恭等は、等しく化人たるの身のなス汝譯の 
人物を貪縱をりとし其な官を遮り蛙に小爭の端緖新に 
開けスか靜派を大化と云於、，以恭派をホ化とまふに至りし 
が、 化大小兩化の反目は、歲月を經るに絶なて益甚しくるり 
き。是を3て宣祖の凹 十 年、王の繼妃た穆大巧永昌大君を生 
j み、宣祖位を之に譲らわとホるの內意ある や、 趙1辖輔^小化 ■ 
I 派たる柳永慶は、窃に王の意を窺む、百官を率ゐ V 躺子誕生 
一の賀を陳したりしが 夫 化派たる鄭仁 化は、 疏を上り V 、 永廢 
の听爲を、3 来宮を危くずるものるりと論劾冶り宣祖を 



り， 反て仁化を嶺がしの 4 ならず、之を指離したるの廉を' 3 

^ で、李 爾贈等 を も寶诚 り。然 る じ 宣祖 は、其 認年 1. 1 巧を な て蘿 

™ じ， 光海君位に昇りし かば、 仁化，配嶺の途ょり京じ歸 り、 永慶 

絳™は贬諭せられて 自殺し、 死後更に爾瞻等の爲じ罪を論ぜら 

固 I れ、墓を 發き V 屍を 斬られ、 仁弘等は獻功を錄处られ で、 大化 

專權の世とをれり。 

政 

I 大小兩化の爭は是じ止まら ザ、 光海君五 年、 闡舅^恥^龍州 
爭 I 銳の金僧 男、 永島大君 W 龍秋がを狹み盛を謀れ ゎと V 殺され、 
お j 仁穆大がホ禁細 过らる\ じ當り夫ホ派は、大妃を駭 して 光 
f 海君の母位たるを潑社 むとし、 小 化 派は之に反對せし が、 時 
^これ大化派の勢を得たる際をれば、小化派遂じ志を得ずし 
V 夫姐は光海君十年をなて廢がられたり。諸幫洁器篇"ハ 

巧一 n .お晚 】化 
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巧 ^ 巧 おが 二 〇 

斯の如く大小雨化の等甚きを加ふるに當り始覚緩の論を 
取りス兩者の何化にも從はざる者は、 if 、 娜が則じ中化、又は 
緩化と稱がられ、其他又骨化、肉化、淸化、濁化等の名あり。何於 
も此頃、ホ人中に於ける蜗牛頭上の爭を表白がるものじ外 

でク r - ,。 己。ながミ十ミ毕 S 暦ニハ日日一李山あなを i な叫巧说靖峡^ 
をらざる化む互に 巧み 争ム〔おじ大化耗人李化も巧化 i 吉ひ賊巧みが化と去 J 

同ミ十五串ょ4宣祖巧おもで韦お間は柳み巧放もなリしだ巧巧に化れじけ！： T けに- 
が に扣邮 T ホ 0 が)南 A 巧を とと かなす S じ 小 里時人南很 V 巧化と】。 ひ 《 化かぶホ 

いまが；^、钟ホ•肉、巧-巧)これみ柳化とモ^ 

光海君化じをること十五年にし V 藤が b れ 、た 祖化に卽 
くにあ'び柳*^!1仁穫大祀の位を復し、火化派たるを爾瞻、鄭た 
班お下を誅し大勢挫に一變してが來化淪せし巧人は、化て 
國命を執るじ至れり。雇にがて、大化派をく滅しズ其迹を留 
めず。唯商人ず元翼は、巧召さ.れ V 樞機に與りしかば南乂ホ 
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西 人に 次で勢を 稱 たり。 かの 小 化、 特に 中 化の黨與の 如きに 
至り V は、自ら 立つ こと 能は ずして、 多くは西荫爾黨に倘隨 
j し、 漸く其身を 保クに過ぎざ ゎき。 

I 余は是 まで、東 人の分派につきで多くを云へ り。 然れ ども 
西 人のが派 じつきては、一 も語る所菱らぞ りき， 是れ東人の 
分派は、 後化に影響をを处るものをる じ反し、 西人の分派は 
大に 注意ずべき も® をければ也。决 して 分派の事る しとし 
I て然 りしに 菱らぞる 也。 現に朴お采©記錄 にょれば、 宣祖二 
™ 十一 一年には、湖西、 漢西の 0ぁり 。I 認哉證 5 針；； II 譜ぉ崔 
鳴吉の記錄にょ於 ば、 同三十四 年には、 尹 西、 申 西、 た祖卽位の 
一和 じは、 淸巧巧 西、 及同 A 年には、 を 西、 少西等の目を りしを 知 
るべき 也。抓^^? 卽如 £ を然りと雖 、何れも 忽 じし V 消滅し、 が 

g 1 n おな 一一一 
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巧】巧 化 W ごこ 

縷々祿辯ずるの價値を有社ず而も幾もをくしス遂に老論 
少論の分鑑を來したる は、 最重大事件に屬ずるが故 じ、 刖に 
編を立て\之を詳述ずる所な 也。 

西人は、た祖の卽化と共に政權を巧り \し よりな來、延ズ孝 
宗顯宗のけになべり。殊に来畔烈の如き大家其間に 起り、 蔚 
然として群小を凌駕したりき、時烈が来凌吉と共に、山林よ 
り拔擢がられたるは、た祖薰まの年獅^^锦じをり V 、孝宗の 
信巧頗惇く、王の宿おたりし警を淸國に復ずるの密計も、時 
烈實じ其帷幕じ參したり。而しで南人は、學者策±をきにを 
らざるも、孝宗一代は志を傅る能は ず、 傲を見て西人を斥け 
むとがること一日にあらざりき岩を3て孝宗藉 じ、 繼巧莊 
烈王扇齡喪服一年の制じょると定まる や、赃が" 邮配 ^が«1| 
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南人は立で其誤禮を論じ卓く時烈を罪せ 
- わと社り。 然 りと雖 、時機未だ熟せず して 南 人其 志を達する 
I 能は ず。 顯宗一代 も、 亦西人の世たるを失は ざり し 也。 

\ がるじ肅宗の巧に入るにな巧^^!?^形勢一-變し V 、 南人の 
運動效を奏し、時烈も遂に賠誦诚られ、許穂、領相の倚子に就 
I き南人代ゎ V 權を執れり。是にがで、南人の急激るる者飾觀喊 
- 飾は、勢に乘じ V 、 西人の領袖たる時烈を搔罪に處せむとし、 
j 領議政許積等が、稍溫巧說を取れるをて巧立し、所謂淸南、濁 
I 南の分派を生ぜり t が齡前：2:^締南然りと雖、許穫等も 
未だが烈を殺ずの目的を達せず、許積等も久しく其倚子に 
I をんずる能はずしス南人再大敗を招くこと泣に起れり。化 
をらザ、肅宗六年、細！^ ci > 許堅加抑の凶謀は、西人金錫青、金萬基 

巧一巧 おを 三二 
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等に ょりて 吿發 がられ、 濁南の徒は多く 其獄に死し南人の 
勢は 衰 へ、 西入を して之にがらしわる〇新局卸を間き たる 
上に、 越て 一年、 f 輪 金錫 育， 及金益獻 等は、更に許雲、許琪の隱 
謀を當發し、赋關^^^^ 西人の戚權復敵ずべからざるに至れ 
ゎ。然るに 西人は•此臟 己に】大分 派のおを 成し、肅某十年、晒 
^ ^になだては、 遂に永く相和ずベか^ ざるの 二大黨 派と 
をれり若論少論卽ら是 也。 

み論はお人に近接せ る ものた るの みを.！ゾず、寧ろ南人の 
復 超を 豫想せる もの 也。 而して南人は、前年の獄事に至大の 
巧撃を受けしに係 はらずべしからずし V 、柴して其勢を慨 
復 し、 嘗 y 左議 政たり し權大運、並に閔髓等、媛た事を 巧ふる 
の時势とをれ り。 而 して王の熊幸を蒙れる張巧^は王ずを 
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生めり。 f 柄肿四 之を後の景宗 とを ず。 是に於V、直じ册 しで 元 
-子と爲 したりしが、 畔烈は上疏しV其早きじ失ずるを陳し 
王®おに觸れて遂に死を 賜む、 I が肛西 人は或は殺され、或は 
巧 斥けられ、 仁顯大妃 一^^ 化も此 年を' W V廢畦られ、禱姨張巧 
图は 陸が b て中宮とるれりが泰輔齡等の諫死したるは實に 
~之 S ぉ 

が I 然 りと 雖•之ょり お 年の攘咖 f だが 1(〕 西肅宗織然巧過を 悔ゐ、 
爭た顯大祀の位を槪 して、 巧張巧を 斥け、 閔黯等を殺し V 簡人 
おを 逐 む、 少論の領袖南九萬は領誰政とをり若論派亦靑雲じ 
登る者鮮 きじあらざる も、 •玉たる政權は少論派の掌握する 
I 所とをり南人を 拂擊ずるじ緩をりし かは、 を論派之じ嫌焉 
たらぞりき。偶 穗媛張巧の弟に、張希載とをへる者をり，曇に 
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巧】 « おお 1 三ハ 

仁顯大祀の廢せら化て第じありし時、己に護文の密書を 
I 禱磯に通し、不穩の語を交へたるのみをらず、肅宗こ十七年 
^大おの叢ずるや’希載等断化の事發はれて誅せら把、§卽 I 
I 解的^ I 川^も南九萬もホ、希載を寬恕がし罪にょり y 駭 
離せられ若諭をして勢を得しめたり。斯の如くにして若少 
二派の爭は止む時る く、 特に少論の領础尹極の巧爲^恥^睐の 
~是非につき、當時最議論の存过し巧とず。肅宗四十二年侧记ハ 
I に至り、王は專ま論を用む、尹極父子の官爵を追奪し、臟み配が 
? 2^が金昌集.鮮領議政とをゎたりしが、少諭派ホ之に對立して、 
巧譲らざること數年になべり。 

^ 肅宗在な四十六年じしス藉じ、景宗^船^^^帥邮し其後を 
'承け V なじ卽 くや、 非常をる老少の爭は起れり。もと景宗は 



虽爭 が 国韓 


疾 ありV 關を得るの望をかりしかば大臣金昌 集、 李願 命、ず 
I 健命赔泰采等、王の 旨を 奉じて國本を定めむと謀り、故肅宗 
の第四子縁 I "確器 S を立V \世弟と をしたりしが、 少論派の 
I 柳鳳輝等、上蔬して大に之を非とし、世弟が國務を代理ずる 
I じな が、金一饒等、 ホ 昌集拉ての 罪を 論じ、宦者か尙餘 をしV 、 
-蔭に世弟を除かしめむことを謀りで巧 はれず。 乃も陸虎龍 
j をし 變を上らしめ 去 論派叛を諫ると皆げ、遂じ昌 集お下 
の四大臣を殺したるのみなず、|^^^^船齡齡.|5^|师^«刊；^ 
11群 Si 網が盡の大が擊を老論じ加へたり。是れ所謂壬黄 
女禍、又は辛モ禍亂とて、黨爭中の最悲慘をるものと稱畦ら 
一る、 巧にし K 其委 ぉは、 李聞政の隨簡錬 、お 柿な純祖の巧に 
なりし辛モ紀年提專^«等の、正確じして而も興味秦る記 

巧】巧おな ニホ 
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志 争を 因 巧 


餐一巧 おお 二八 

錄じ譲らざる巧からざる 也。 

是 ょり 少論派勢を恢復し、虎龍は動を錄进ら 机、 一鏡の黨 
は朝に充 も、 南人ホ稍之と氣脈を通进り。热にして、景宗位に 
巧ること四年にし V 堯じたりしが、少論派の反目も、遂に世 
弟の卽値を否わ能はず。茲に英祖の巧じ入るじなび删^^!^ 
鏡、虎龍等、遂に罪に坐して諫せられ、老論復巧 >5られ V 政權 
を執れり。 

是じがて、老論派の領袖、鄭滿、閔鎭違等は、鳳輝なての巧聲 
派を誅社わと請む、一鏡の餘黨 、な 南人の志を得ざる者は、種 
々の流言を傳へ V 老論を中傷がり。|二年よ月、朝議日じ激し 
てが平を失ずるを、35て、英祖は又飄陳を巧む、を論を斥けて 
少論を用むたり。其進退の定まらざる、宛として走馬燈の如 
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く、 當時趙顯命の上りし疏 中、 「臣竊な爲 、殿下が 此 t 初、 ホ曾有鑑 
I 衡之 平、 而巧妈一時之 喜 怒、 従事焉 さと曰へ るは、 實じ穿てる 
j 言と謂ふ巧き 也。 細賴？ 如 計 A 

巧 然るに翌四年 S 月 じ 至りズ 、一 鏡虎龍の巧黨叫^ |、| 
固1茜 f は、 李麟 佐、 鄭希良？？即 sss いをなズ元帥 
孜 j とろし、 檢を傳へておを擧げ 、李 思愚卿齡は平を 道ょり、 金重 
器鎌 巧 南泰教雌邮は 中央ょり、巧 外相應 じで 京を化さわと 
爭謀れり。崔奎瑞穀時に龍たじるり。之を聞きて大じ篮 き、 蹄ぶ 
志歸りて變を吿ぐ。旣じし V 麟佐淸州城に 入り、 兵使李風祥等 
I を 殺し、 部下を召聚し y 、 勢稚硝巧る りしが、 幸に も お命恒 が、 
;郁巡撫使としズ之を訝つ になが、 麟佐等おへら，れ て、 事平ぐ 

を得たり しも、 sgilJtsIKS バ《此變 は、 少論にとり 

tt 1 » wtt 1克 
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巧】巧槪な 10 

ては、 實に獅子む中の虫たり し 也。 加 之、 年の 十一 巧、 孝 章惟子 
™ 劍許パみ藉じたるを機として、少論派のを械 等は、 商人鄭道隆 
等と共に、宗窒坟 、巧 觸^を推戴过わことを 謀り V 事覺 はれ、 
同六年 S 月を 3 V 誅 が.-〇れ たれは、 か論派は化 際、 常に禍を 
蕭牆の間に 生じたりき。 

\ 然りと 離、 老論派は大じ 起り-て、 をく少論派を壓倒ず るの 
I 時勢にも秦ら ず。 少論趙泰考等の爵は削奪赴ら 化、 壬寅古禍 
I のを論四な臣は雪寃せられた るの 順境に 滿を し、 巧を り V 
朝に立つこと十餘 年、 英祖の S 十一年に 至りて、 復少論の 數 
を謀る者起れり年の一一巧羅州の客舍に 於て、 書を掛 くる 者 
I 轰り。而し V 其書中7奸臣滿朝、民幅塗炭、將擧兵專の語是りし 
かげ、監司趙雲 達、 之を偵察して 、ず志、^ な他其疑ふべきをを 
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得て離せ啓ずるにあむ、盡く補へら机て謙じ伏し、關聯ずる 
j 所亦頗多かりき祐0如くなれば、少論の朝に立つ 者、 全く自 
黨を辯護ず る こと能は ず。 其巧 動) 時若論と近接せり，而も 
欺して一致ずるに至らず。是時に當り V 、 老少二黨の外に、南 
人、及 小おは消滅过しじあらず。何れも主たる權勢者たる能 
I はずし V 、老少二黨の撥尾に斷したるも、而も其命脈は、猜依 
I 然として現な进りし也、是をがて化に四色と言ふは、卽もを 
I 少南北を目し V 、 之を稱ずるに外るらざる化。ゴ齡即^^蝴^肋 

™ に开れむる、、 とを りと舌ムも括に巧ブる程のまじみらず巧湖が巧巧一地四十か 
年 十 巧(みまおがを五巧十 A 了左畳受巧がけモれムリかし 巧 じかれわるもの也 

此四 色は、 英祖の後亦稍消長 煮り。 正祖の 如きは、 銳意調和 
I を務めたる も、 決し V 禁弊を掃薇ずる能は ず。 元來主義を 3 
相立つの公黨にあらずし V •利蕾を V 相排禪ずるの私 

巧】铅お蘭 1二一 


Digitized by Google 


Oriamal from 

UNIVER 幻 TTOF MICHIGAN 



を爭 政：國靜 


爭るるが故に、陰輸慘憎婚姻を通辟ず、化化を異にし、鱗5舰則 

制邮 巧 ^ IS 邮 师獅麵匿賊刪が利祿權勢の爭 奪、 遂じ絕 
ゆるを き 化。 先年大院君木 化 立の豪邁を なて、 を國の書院を 
毀 も、 滿廷の黨爭を I 掃せむと 試み、 稍效驗ありしも、斯人世 
を まり V をを 繼く人を く、 今日髓官界の萬‘剛に 於て、 其爭馨 
を耳にずること鮮きじあらざる也。洲嗎 Ul 附^け^則娜 

冷 I 瑞 gifgss 苗為 3 苗 S ぶ ^ 

：^5誦^^唯夫れお 年、 外國との關 係、 年々其繁を加へ來化 
るが 故に、 力を巧爭じ專じず る こと能はず趨で黨派のな目’ 
復 昔日の 如くるらざるも、而も 大官はまとしでを論派の 占 
ちに歸 し、 他は亦之と比肩ずること難きの觀をき 
能はざる也。 
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志爭 か國轉 


毒 I {編康西み穿論 

! 

j 第二 早。 東人西人のみ爭 は、 を朝黨爭の濫騰 
I るり や。 若し其な前に黨爭の漸 ありと ずれ 
I ば、 東西分黨に對がる關係のを無 如何。 

I 李朝の黨爭 は、 宋入西人の耽礫ょり起れりと をずこと、 誓 
通の說るりと雖 、其：5 前に溯り V 推究 ずれば、 早くょり黨爭 
の漸をりしを知るべき こと第一 編に一言诚る所の如し 单 
I 島一流の鴻儒李親織は宣祖の二年 S 月、 王の問に答へ V 、 朝 
I 鮮±林の禍 は、 燕 姐 君の巧午甲子に起る ことを 言へ り。 余は 
一此±禍起原の調査を なて、 黨爭有無の事實を磯む るの 好機 
と 思惟ず。 朴泰輔 は、 其日記！！柳 叫 體の卷未に於 V 、 癸酉古禍、巧 

垢二巧東西か爭 g き二 


Digitized by Google 


original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



巧二巧 ホ四かず輪. ゴー四 

子±禍の 目を 載が たり。 癸 酉 巧 子は •戊午甲子を まること凡 
I 四十年35前たり。されども、癸酉.巧子の 事件は、 誠に單簡にし 
V 、綾世の±禍 とは 趣を 異にせり。 故に 同書、巧 子 i 嘛六臣諸 
韓賢の條下に註し V 、これ歷化古禍の類 じあらざるも、 假りじ 
闽巧子 古禍と稱し V 、こ、に錄 せる ことを辯した るは、 を富の 
言也。 

然るに、 燕山君戊午事變の點檢 は、 馨怨相報ずる黨爭の滿’ 
ず胳を吾人じ認知进 しわ。 余は搂じ事實を明白るらしめむが 
志 I 爲 に、 之を目して儒派非儒派の分爭と么ヴ く。 

I .第一。 儒派と非儒派との分爭。 

^ 今事實の眼目を 二一巧し V之を證巧ず べし。 戊午事變醜邮獅 
關 fl 韻は、 一一箇の排擠が權馨のが錯をして 起り たるもの 也。 
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二)柳子光對金宗直 {I 二重克峨對金願孫、卽もこれ化 d 
I 二爾子光はもと柳親の妾のモ此國じがける習憤的制裁 
I 上、 顯要の官職に登る能はざる當也 d 然るに巧じ化祖の眷顧 
- を裤、化祖の信赴る名儒、金宗直 M ぉの門に曲入し、替宗の和、 
I 前怡隱謀るりと密苗して、武靈君におがらる。宗直-む之を卑 
I しめり。偶宗直の咸陽離守たるとき、壁上モ光の詩を巧げた 
I るを見て之を撤去せしわるにぶ巧モ化憤怨措く能は ず、 而 
も隱忍して燕山君の.時に至れり。君の四 年、 宗盧己に死して 
I 六年を經たるにも係らず嘗 V 彼の筆じ成りし吊義一带ざは、 
I これ項羽のが事をなて世祖を識るもの々りとし女疑似® 

‘1點六條を列擧 して、 都承旨愼守 勤に耳語し、 お 月二十二日、遂 
じお儒の屍を骄るの慘絕をる復嘗をる妊り。(二)李巧敷は、も 
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志ず が國薛 


巧二巧 おほか爭か ミ六 

とを羅の藍 司、 成宗の藥咕しとき醉西霄を京師に進め 
ざるのみ をらず、 賊と戯るの醜行る り。 時の儒家金兜孫關史 
官と るり、 克增の事を記して懼らザ文世祖篡立に關 ずる 記 
事を史に 載ず。 克壞大に 怒り、 後史局堂上 郎と るるに及奶 V 
離を復 がり。 

を二種の事實を通觀 ずるに、 j 方にがける金祀孫は、金宗 
直高巧の弟子にし V 、他方にがける柳子光は、固く李克增と 
相結 おし、 依て賄孫の所爲をのス宗直の敎へしものるりと 
謎なたるをれば、黨化の證迹顯然 たり。 而して燕山君は、學を 
好まずして柳李の說に聽きしかば、此衝突の結果は、をく儒 
派の敗に歸 し、 宗直の門人は、擧げて慘禍を薰 机り。 

お上は巧午事變のの情の眼目 化。 儒派と非儒派との衝突 
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は、其源を是に發しス流れて燕山君甲子の±禍とるり、更に 
I 中宗已卯の±禍を致がり申子事變説酣這轉獻脈は女ま旨、 
I 云 ふ 迄もるく、燕山 君が、 其毋尹巧城«の廢がられ死を 賜 
I むしを 憤り、 當時議に與 りし 著を虐殺ずるに るりし る於 ど 
I も、又一方に於ては、領議政愼守勤 等が、 金宗直門下の名聲、騷 
一時に震へるを惡み、怨を含んで逆を謀ると誕氏、过 V 之を 
誅殺がしめしをることは、九 巧 二十九呂附の燕 山 君の敎書 
j に徵ずるも明か 也。卽^「|齡眼輯郎村賊 1」^今かの李朝一流の頑 
學 にして、而も十よ歲にして戊午のそ禍を目擊 し、 二十 一二 歳 
I にして甲子のじ遭遇したる趙光祖織の言に聽かば、更 
- に確實るる憑據を得べし。而して彼は、中宗十二年二月に 上 
りし啓文に於て、燕山朝の±禍につきて公言し y 云 ふ、 成宗 

巧二巧東西な爭巧 1 ニホ 
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巧二巧 束西な争玲 一一 1A 

の 新年、 女がを培蕃 し、 賢をがみ諫を納 る。 是にがス諸臣言を 
I 盡 して 請 まざりしが、 從來權咸 をる者、 之に對して憤需措か 
ず乃ち燕山君の朝に 至り、 其私怨を違くし V 、 一網げ盡の謀 
I に旧で たりと。 部 絲 余が燕 出 朝の女禍にが V 黨爭の端 
^ 緖を見苗のを をは、 化目擊者の言にょゎて一層の確實を來 
™ たせり。 

\ 彼は又、當時の±人が、其身を保をずるに急にし V 、直言國 
I の爲にずるの風をきを慨 し、 これ燕山朝古禍の影響るりと 
論斷甘り。而して彼自らは、やが V 其が信の據牲とろり V 、奸 
i 人の纔諷に誤られたり。これ中宗己卯の±禍式！卸剛 . If 就斗 
^九の依て起る所也。盖し彼は、を宗直の高弟金孝弼 I - なめ巧 
人をなて、中宗に信任せられ、慨然時弊を一掃がわと欲し、賢 
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良の科を設け、鄕約の法を行む、改良•の績頗觀るべきものあ 
™ り岩し此が况にして永續がむには、蜡に儒派の勝利として、 
-積年の驚を散ずるにおりしるらむ。故に新進の儒派 も、， 勢に 
是乘じて事を爲ずに急るりしは疑ふ巧からず。燃黎述の編者 
國も、同妻卷と下、己卯禍源の條に、黨籍補を引で之を明言皆り。 
政™祁以「脯離顏那獅^赋」相そのだ動として、南琴沈貞等は、隙を伺むて 
j 種々の流言を放ち洪景舟の如きは、諸撥をし V 禁中に施言 
爭 j がしめ、或は趙光祖王たらむとずとちむ、或は人-む盡く之に 
棄歸ずとまはしめたり。而して彼等が最成功がし奇計は、卽ち 
^禁苑の樹葉じ虫をして剝貪せしめ T 走背爲王」の字を現し\ 

^ことをりとは、總Vの史書に記诚る所にして、國情亦化奇を 
演じ難しとせざる也。而しス此計が、いか程重でじ效を奏ぶ 

« 1 | 巧 来 巧巧爭巧 一二 化 
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巧 二 巧 東西か爭苗 四〇 

しかは曾時王の下がる蒙文の密旨を一讀がば、思半に媪ぐ 
j るものあらわ。 篇 I 某け I 渡其 「IsgIS 完 然れげ則ち、 
I 光祖等の儒派は、 盡く遠 黨お娜妊られ、化祖は其蕭巧に於て 
™ 死を腺ふに至れるも怪わに足らざる 也。 

I 儒派は斯の如く睦失敗に終れり。然りと雖、當時の古類は、 
光祖を敎はわとして闕門に.號哭し、化文舘校理梁彭孫齡は 
疫靜帶先生疏」を上り、共に飄けらる、も毫も之を意とがず 
細畔 糾前錢 前計；^遂に歲の十二巧 二十日、 光祖の死を賜ふ 
に至るまで、終始其傍をまらざりしが如き眞、むの锭多かり 
I しは、儒派が猶其勢を維持せしを知る巧し。 

™ 巧上の事實にょりて、黨爭の端緒は、己に燕山君巧午の十- 
禍じ發 し、 延て中宗の時になべることを證巧咕りと信ず然 
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りと雖 、此儒 派と非儒證とのみ爭 は、 東西分黨をまること甚 
一だ 遠く、 ホだ之に影響を輿へたる痕迹るし。依て更に其後に 
j 於ける黨爭の穿整に移る巧し。 

鋒 i 第二。 外戚め分爭。 

歐 j 余は中宗己卯の ±禍 な 後、 爭 郎一轉 しで、 外戚 0 分爭 とる 
な I りしことを誠む。中宗第一の妃 、端 敬王盾は關 をく、 繼が章敬 
I 王 后はた宗を生み、其みの妃文定ち后は明宗を生めり。而し 
爭 I て章敬王后の弟じ尹なと云へる者表り 支定王 后の弟に ザ 
ぉ I 元衡とをへる者をりき。此二人は、、む事共に善か^ず、互に政 
I 權を專にせわと欲せり。中宗の末年、金ま老の事を巧ふるや、 
-尹巧東宮を保護ずるを拭て名とし妾老とお巧して其 勢 
を張らわと欲し、奏して尹元衡な其兄元老を外に出进り。而 

を 11 巧 束西か爭 6 四一 
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班二巧 東西かず韵 巧 二 

して元衡亦之に屈がず、加之、一啼躁進め輩の之じ附隨ずる 
- ありしが故に、漸く尹巧と角立し で、 遂に大尹小尹の目をる 
.™ に至れり。斌船い礼が金ま老敗化て中宗一二十一一年じ死を 
裤~齡ふや、黄元槪前曰の儀離として、尹巧危謀を跑くと揚言处 
國-しかば支を王后疑惧まんぜず、仁宗百方之を慰釋し、自ら憂 
- 慮病を成ずに至れること、李長馈己に其說菱り。5純随 
政-ゃ宗繫じ喊 T だけた宗位を願ぐや、觸尹元衡を擢 V -- エ 
巧 I 曹參判とるせり。是れた京は、長子たるの故をなて、先ヴ位に 
志 葬りしかば、其弟の巧たる义定王盾の、むを慰奴む爲と知ら 
れたり。李廷馨が其著東閣雜記にがて、呈な慰慈殿之み 
。と道破せるは、 能く 穿てるの 言 也。 然りと雖 、元 衝はホだ志を 
得る能はざりしのみをらず夫巧憲来麟壽等に彈劾がら机 
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て、 慕善大夫の資を奪はれたりしか ば、 早くも明宗の化にを 
れ かしと 心窃に祈れり。否、 己に脚化进りとの風說 は、 漸く世 
に 行は机た る 程を りき。 是をなて仁泉巧な僅に八ヶ 巧にし 
.V 驚 じ、^^ に t 幽明宗卽位の順とるる や、 彼の得意の時代は 
おれり。 燃黎述の編者は、その.卷 九に、 李壤敏の掛一錄を 引で、 
此時の事を 叙し、 小尹の黨揚.々自得のを をる を述べ、 成 服の 
日^魏け則け S 謂か元衡はにはしげに百官列立の間を 
を來 がるに、 校理了 機、 之を望見して憤罵诚ることを記进る 
は破が得意の狀况と•人むの彼に服姑ざりし內情を描出し 
V 餘ありと謂 ふ 可し。 

元衞の勢を得たる所3のものがに猶一 もり。 卽ち仁宗の 
巧拉は極めで短目 月るりしに も係らず、柳灌一派が、王の知 

巧 二 巧 巧 巧巧爭な 四一二 
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巧二巧を巧巧爭吩 巧四 

遇に感激して、心を國事に盡し、謀にを曹判書柳た淑の如き 
-は、剛直にし V 名流を援引したりし結果として女際志を得 
j ざりし者は、靡然として元觀の幕てじ集り來れる こと 是也。 
捶 I 是を35 V 、王巧の弟.をな て、 而も衆を擁姑る ことを 化ば、事の 
國 I 爲し易き知る巧き© み。 果して新王巧宗卽化の 翌月狀 彼は、 
政 j 大尹の領袖た る 尹 任、 幷に柳灌袖た淑等を罪ずるの密旨を 
賜は り、其一一 十一曰のを、化化門外の會をにて、 成算いょいょ 
爭 熟し、二十二日挪 曝、 變を上りて 國に 大事 ありと告げ、搂に忠 
志 順堂に於ける上泰とをれ る也。 化上奏は、卽ら邢曹判書尹な 
久しく異志を蓄へ左巧柳灌 、吏 曹判書柳仁淑の如き、 皆亦形 
^迹 ありと ミふに轰りしは、特に辯ずるまでも 無し。而し V其 
結果、尹元衡の謀計な を 奏し、茨を王 おは、 遂に命じ y 二一人に 
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死を腺 >6、其餘或は誅、或は黨、或は禁鋼がらる、者甚多く >更 
I じ京畿監司金巧亂九月】日の密啓にょり磋棘君墙^輪獅鄕 
巧' I 純が^^も 之に關なあるの廉をなで禍に籍れ 、翌 々下未の 
年九月じは、副提學鄭慶穀 等が、 良才驛に於て發見地し壁上 

™ のを書を上るにな巧邮如 m 「な恥端醜觀扯識辦啤1」^?^鳳城君 
-航邮§1齢域品等も、遂に禍に繫る、の止むを得ざるに至れり。 
\ 斯の如くにしス明宗卽値の年ょり 、 T 末に至る或で、滿二 
i 年の間は、排擠撰階麓を接し、小尹黨は全く勝を制し V 、苟も 
I 之じがからざる者は、皆配黨殺戮の不幸に菱な女數無慮百 
I 人に垂んと皆り。而し V 元衞皮其黨與の者は、李芭、鄭順朋3 
I で皆巧臣として動を錄甘られたるに、猶其巧を專に诗わ爲 
にや、越て】年、直な元衡等は、乙己正難記と名ヴくるものを 

巧 二 巧 東西か爭が 四五 
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第二 巧 東四巧を 巧 四六 

上りて己が巧を吹聽ずるに 至れり。 而して如上の構蹈 は、 蒂 
-じ了未壁書の變をおて終を吿げたるに 非ず。 翌年二み弘文 
j 館巧 +1 を名化が替 V 史官とをりて棚灌、柳た淑 、尹 巧等を褒 
撰した るは、 逆賊を擁護して朝廷を非議せるを りとの 李芭 
等の磬 にょりて、 名世は删皆られ 、其 同條は杖流吐られたる 
が 如き、 尙化餘 響は、 數年に直りて小波滿を雜 けり。 

I 余は茲に 、一の 注意ずべき事實を發表せざる巧から ず。 卽 
I も如上の經歷を有が る ザ元衡の 門ょり、 東西分黨の張本人 
の】 たる 金孝元が出で しこと 是也。而し V 張本人の他の 一 
I たる沈義 謙が、 孝元をな擊ずるの口實 は、 卽ち之に籍れる こ 
j とをし杞る 巧から ざる 也" 

.尹元觀の勢かくの如く觸をるじ當り V 、 突如たる一變化 
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志ず な國锭 


は起れり。もと巧宗の妃仁順王盾の父は、靑陵府院君化鍋に 
-し V 、其婦弟にを燥と云へる者あり。入と爲ゎ愚にしで、憐輩 
j の顿笑ずる所とをれるにも係-^ザ、遽に明宗の寵を得、小官 
ょり 急に陸 進し ス吏曹 判 審に至於り岩れ盖し、元衡炒黯肆 
日に甚しきをなて、明宗は之を巧へむが爲じ執りし策と知 
られたり。是に於 V 、政權は漸く李操に移り、故の尹元老のモ 
百源の 如き、 元衞に怨を抱ける者 も、 ホ其 門に 趨きしをなて、 
i 操-の勢頓に盛にるりしと同時に、彼は專橫を始めたり。而し 
I て其モ廷賓は蛙亦愚にして無學るるに、科擧にな第し V 、吏 
-曹正郞の華職に登り、淸論を持し V 之に從はざりし朴素立 
I 咖尹斗壽織は、お V彈劾 妊られて外に 飄 けら 於たり。 此 時に 
當りス果して何人か能く操の跋層を制がわとずる ダ。 泣に 

巧二巧東西を争巧 巧セ 
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巧 二 巧 お西巧を 巧 四み 

一人ぁり。 沈義謙 是祖， 

I 義謙は銅の 子、 李操に於て甥たり。科擧にな第して威權漸 
-j く如は る。 燦之を惡 み、 陰に黨を聚め V 、 盡く己れに好からざ 
韓る 者を除か わと 謀れり。朝野危惧甚 し。 義謙 乃ち、 明 宗に密 啓 
國して巧旨を 得、 時の副提學奇大恒と往來して事を議 ず。 大恒 
‘.は鋼の族戚じしスもと操の黨たりし が、 義謙の內旨を奉ず 
I るを見る にな' び、 臟然之に徙み遂に館僚を率み V 上 削し、 操 
爭 I Q 罪惡を指摘し V 之を禪劾 がり。 是にが V 礫は江界に蘭咕 
ぉられ V 、 死し、 其議與 は、 或は證诚られ或は罷めら 化、 或は削飄 
皆ら れ V 事を まるを 得たり。是れ實に明宗の十八年と るず。 
^義謙113じ此巧をりしが故 じ、當 時古流の重んずる所とるり 
しもホ宜を.^ザや。東西分黨の時にあ巧前輩多く義謙に附 
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きし所なは卽ち是にをる也" 

李棵 t が V 間もなく支定王后冀じ、 I 歌た十其叢まと共に 
時の領祗尹元觀の勢力は地に墜 もたり。 元衞權を執ること 
二十 年、頗る 古統 のなを買 >6しのみを ず、 g f ^ 非則^じいい 
「 V か昨！^端？北@巧宗もホ么を怠み、文を王后の蘿まょり僖じ四 
ヶ月じして、元衡は靡劾处られて田里に敞還社られ、失職後 
ー ニヶ 巧に し V 死过 り。靴芒一壯 

な上の訊明にょり V 、余は中宗巧綾の外戚分爭中に於ス 
己に東西分 C 黑の潜勢力を發見し得べきを吿白が りと信ず。 

第二章。李肇敏の書室に於ける金孝元の寢 
具の發見は、いかるる價値を分黨上に有过 


巧二巧 東西かホが 


曲九. 
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巧‘二姑-東西を.爭‘論." 吾’： 

る-乎。：..^ - r 

j 尹元衞の避領議政.たりし 時、 斷舅沈鋼の子た.る沈義謙げ、 

! 已に科擧にな第して舍人とるりし かば、 元衞のお第に赴く 
の機會も鮮 からを りき。 然りと雖 、義謙 也中元銜に服がるに 
あらず。 而 しで 年少才子金孝元を此家に見出さむ とは、 彼の 
豫期せざりしがるりしが如し。 

義 謙が、 孝元の元衡の家に巧りしを知れることに就きて 
は、 種々の憑據 をり。 ( 一 ) 金時譲^削機の言に ょれば、 孝元は元衡 
の女婿を某と學友たり。嘗て安を元衡の家に訪 ふ、 觸義謙と 
I遇へりと。(二)元衡の妾の女婿李肇敏^^^織は日はく、義謙嘗ィ、 

-公事禀咨の爲、元衡の家に 来り、 讀善の聲玻然たるを 聞く。 仍 
て其誰をるかを問 私、 孝元たるを知るじなが V 、， む悅はずし 
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志爭 を國韓 


て還れり と。 {111 華現の言篇利記じょれげ、義謙をして更に驚 
I かしめしこと姪に越れり。或日義謙は例の如く、公事を3 V 
I 元衡の家に至りし じ、 李肇敏もと義謙と舊知をるが故に、誘 
クて其書室に入らしめたり。然るに其書室中多く寢具をり 
^しかば、義謙何人，の寢具をるかを歷問せり。而し V 肇敏之に 
^答ふるに至りて、其】は卽ち孝元の寢具たることを見出が 
^り。孝元時に齡弱冠に滿たず、未だ种擧を經ザと雖、夙に文名， 
请々たりしに、義謙其元衡の家に宿せるを知るじ及巧松之 
を卑みて日く、まんダ文學の古にして、權巧無識の子弟と同 
棲ずるを爲さわ、彼は決し V か i に秦らざるをりと。是を兩 
人嫌隙の端緖とず。化李現の見聞日記は、一般に信を置かる 
、巧をるが故に、燃黎述め編者な靑野護輯の著者料を常窩 

度二 S ホ西巧李 お】 
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g 二 s 巧巧巧をか 五二 

雜記の著を解は等の、盡くをを踩巧がるも•敬て不可るきを 
W 信ずる 化。 

余は姪に姑らく筆をと^めス何なに孝元が元衡の家に 
巧りしかを探究ず巧し。上述の金時譲の說にょれば、孝元は 
元衡のか婿を某と學友たりと云ふ も、 唯是のみにては、孝元 
が元衡の家に箭宿せる理曲を解明ずる能は ザ。 而し V 燃穀 
述^一成は、掛一錄を引き、元衞は孝元の妻の父と至親を化ば、 
孝元をおせられV子と同棲せしわ。孝元年二十じ滿たず、ホ 
志™だ思慮あらずして么に從むしをりと說けり。是をおて稍要 
I領を得たるが如くをれ ども、 更に】歩を進め づ 、孝元の舅は 
i 誰じしV何故に元衙の至親をりしかを究めざる可からず 
而しV余は、國朝記要東西黨論の條の註じがスみの事實を 
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檢出ずるを.得たり。卽ち尹元衡の考夫人に鹽皆られし者は、 
j 淸溪君鄭允謙の庶女にしス金孝元の妻の父は光謙の径 、卽 
ち縣蓝承季1|蛛題？？：：部‘$が則な^^^也。此闕明‘じょりで、孝元が 
韓元衡の家に寄寓がし理宙をを然解決し得たり。元銜の妾夫 
國人に醒若る者とは女名を蘭貞と一去む、元衡が飄けられて、田 
-里に放還がらる^際、彼に隨む y 都城を出で、違じしで藥を 
I 飮みV自殺したる婦人是也。かく摧究しホれば、孝元は元衡 
爭の親戚る化ば、貧者が其親戚の大家に齋食ずる此國の風習 
お；上、 毫も怪わをき事實と了解过られたり。 

此 理由に して 明亮とをれば、孝元は 權 門に巧入して、其身 
^のを達を 謀らむとずる 考 ょり、 元衡の 家に寄寓せしに あら 
ザ又か、る考を起ずの年齡にも達咕 ザし スをく其 家の貧 

巧一一巧文四サ爭巧 五ーニ 
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巧 11 巧 末四分爭 A 五四 

をりし故をるを斷言ずるに輝からざる化。 

尋夕孝元は科擧に應じ、最優等の成績をなズな第し、才名 
遠盛をるが上に身を持ずること嚴格じ、職に當りてあ實也。 
鋒 j 是に於 V 、 朝±爭つて之を推し、就中吳健は、最之を薦わるに 
國-務め、遂に其才の大じ用ふ巧きを見 V 、錢那たらしめわとず 
~るにまれり。鈴郞は卽ち吏曹正郞にしス時人の榮職とをせ 
、る巧也。然るに義謙は、國舅のモをな V 、 而も李棵の跋層を防 
爭ぎし巧に ょり、 前輩±類の推重ずる所とをり V 、 頗勢力を り 
志しが、新進の孝元の錢郞たることを欲せず金繼輝が、孝元を 
锭郞た t しめむことを義謙に謀るじな •ひ、 義謙は默然とし 
-て之に答へず巧問じを.6 て、 其元衞の家に客たりしことを 
陳しで之を‘拒みし は、 當時の見聞者李肇敏が、其著掛一錄 じ 
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がて巧言がる所也制縣而して孝元は、義謙© 有力をる反 
j 對 の結果として、直ちじ餘郎に登るの榮を得ず。屬辕に 甘ん 
j ずるの忍耐を、六よ年間繼績社ざる可からぞりき。 
j 此妨害は孝元をして、義謙に快からざる所あ.らしめたり。 
而して孝元は、數年の後、吳健が屠義謙の家に到りて說破皆 
しまに、漸く姪郡とをるを得しが、富班て人がを引き、事に臨 
みて棚踞ずる巧をかりしかば、後進の古は、皆其有爲の人物 
たるを見文なて賴るにをる巧きを認知し、靡然として之に 
™ 趙 けり。此時に當りて、孝元嘗て人に語て、義謙の柄用ずるに 
I 足らざる人救たることを巧らし\かば、此事口ょり口に 專 
~はるに從な.、货小を捧大をらしめ、義謙を推重ず る I 派は、皆 
孝元をなて、煎日の怨を御みて之に報ゐむとずる小人るり 

巧二巧 ま四巧を巧 反己 
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巧二巧ち四か爭巧 五ち 

とし、 孝元言推重ずる】 派は、 義謙をので正道を害ずるの人 
I とをし、 强に分{凛の漸を生ぜし こと、 是亦當がの目擊者た る 
を現の日記 肺^ 齡 E にょり V 明が 也。 

•な上査定の要旨は、李肇敏の書達にがける金孝元の寢具 
の發見は、義謙をして孝元の巧身を城ぐるの動機を作成せ 
I しめ、 雨し V 其反動として華元が義謙を緋斥ずるの端を 開 
j ける結果、猜めて分 { 黑の形勢を馴致せしことを明かにずる 
じあり。 而 して 孝元が元衡の家に ありしは、 柳化翼の楓を輯 
話？な李長演の朝郵輯襲悄に曰ふ所の 如き、 交をず肇敏に 
結' なて、 權巧に出入するの考に基きしじ煮らざることの發 
見を、併がて當白がむとずるにをる也。 
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第 s 章。 東西分黨の 眼目は、 いかるる點にを がる 
乎。 幷に其名呂の出處如何。 

此問題を解くに當り、先ヴ李證慶の遣刹と云へるものに 
就きて、 一言ずるの要をるを 信ず。 澡慶 は、 元衡の敗な來 、宰相 
とを りて 重望を貴へ る 者、宣祖五年^斬ぁ月よ 日、 病革まり 
て 死ずるに 臨み、 剖を上り V 、 四箇條の忠言を王に致 吐り。 而 
し V 巧第陋項は、卽も「破朋黨么棘」 の 一條を りき。 是に 於て、 王 
驚き V 大臣を召し1之を示してなて朋黨をを ず もの\誰を 
るかを問へり。議論は沸騰して一一派に分れたり。一はを慶を 
な v ± がに禍ずる者るりと し、 遂に 其官 做を追奪 皆 わと 畦 
る 者、 一は其私事を誌とし V 追奪に反對せる 者、 是 也。 余はか 

巧二巧 巧西サ爭黃 五セ 
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巧 二 巧 な 巧巧爭扮 八五 

、る 政治熱 じ 浮かさ机た る 追奪非追奪の愚論を 批評せむ 

I とずる蓄じをらず。而も筵慶をし V 、臨終の遺言.じ、朋黨 Q 私 
を說かしめし巧情を、冷靜に研究过わ とずる 也。 

先づ凌慶 は、 東西分黨の煎芽を觀破しス此言を發が しや 
否やを狄ぶざる 巧から ず何と々 らば 若し之を 觀破ぜ しも 
のをら ば、 東西分黨の兆候は、此時已に明亮るりし ことを知 
り得可ければ也。余は是につき V 、楷.に兩說あるを 見る。二)燃 
黎記述柳二に引ける東韋年譜 ^ f 誠 じょれば、 渡慶の巧 己に 
I 其萌芽を觀破咕 しが如し、 {11} 李喜壽の論^精^に ょれば、 竣慶 
はをく 東西 分 黨を觀破せるに菱らずとる赴り。余は 東韋年 
I 譜を棄て 李喜壽 Q 論を取る。何とをら巧凌慶の見でおて 
朋：黨とをし^所の ものは、 新舊雨輩の意見の带突に.をりし 
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こと亩甄護輯を待たずして‘ 知るべく、 東西分驚はをく之と 
性質を異に社るものをれば化。 ‘ 
.盖し渡慶は四朝の元老をて枝ず派の領袖とも去ふべ 
锦き化置に をり。 某淸嚴自ら 待し、 權がを屛瓢せるの功勞 は、 彼 
國じ 反對の態度を執りし李巧ず らも、 之を許がる程をれば、卑 
野の人物にあ^ざりしは明亮也"然りと雖‘壞固じし^自信 

な 

一强 く、新進の儒 + じ聽かざりし ょり、 後者と相をは ざり しこ 
爭とも亦疑を容れ ず。 當時の目擊者白た 傑が、 現に新舊の不和 
志を論じ、新狼の弊は危敵に流れ、舊派の難は偷をに流る^こ 
とを 辯じたる は、 卽も其證也。猜化間の常息を最ょく曝度诗 
:しは、 年少 オ モ奇大かがの巧爲 なりとず。 何とをらば、彼は銳 
敏 勇邁に し V " 沒慶とがから ず、 遂に官を棄て\鄕里に歸る 

巧 二《义巧サ爭玲 直 か 
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巧二巧 東西を争稱 六〇 

じまりたれば 也。 

此新舊のす和は、沒慶をしス其死に臨みて朋黨の私に 說 
きな傑さしめ し 所'3じ外ならざり睾故に其私を說く巧に 
がて、斯の如き言を發皆り。日く「一言すムロ、則排を不容木事巧 
檢ボ務讀 書、 而髙談大 言、 結爲朋比 者、 な爲鳥 致、 遂ぶ虛偏之 風」 
と。是れ明に新進の儒±を罵ゎたるもの 也。 新進輩は之を聞 
き V 敵厨せり。な平の人と許さる\李巧さへも、朝講©瓶に 
於て、滚慶を嘲りて小人と をし、 更に其上書 中、 彼を駡り V 婚 
嫉の嘴ち陰賊の赤幡」と 曰 ふに 至れり。 是に於てず余は、渡慶 
が東西分黨じ對ずる先見を否認过ざる能はずと雖 、おが 新 
進儒家に加へたる言の、觸々他方面に於て、東西分黨の識を 
をずに至れるを悲まずんばるらず 
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沈義謙は、亦化新進派の部類に屬ずる一人をりき。而して 
; 沒慶の死猿は、勢に乘じて、己么にが. むとずる 踩 、心菱 りき。 
I 是時じ當 りて、 年少に し V 文名ある 金 孝元は、其才を吏務に 
一試み，忽もが評を巧して、朝 ± ©推獎 を 蒙りたり しをなて、 義 
謙はなに 恐るべき 敵手を得た る ものと 謂ふ 巧し。 故に 孝元 
が尹元銜の客たりし巧拭を3ス澄郡た るを 遮れり。李頭は 
宣祖十一 年、 成渾齡じ答ふる 書 じがス、化事は義謙の私意に 
曲でたるに麦らザしス舊怒を過を せしまでをりと 云 ふと 
雖、是化黨爭を顧和吐 わと ずる 辯護の言に して、 余は義謙の 
I 狹量をな V 、一種®競爭-心の 發顯と 推定ず。而して孝元 一た 
一び餘雕たる や、喜' なて 人が を 引き、 事に 臨み V 圓燒ずるが を 
く、 阴々たる鋒銘は签發露せ りが して 彼は、 是に義謙の 爲に 

が rl 巧 ま西巧爭巧 六一 
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萬 一一巧 東西を爭拾 六 11 

進路を妨げられたるが故に、、む中義謙を短とし、驚憤の氣己 
1じ其口物じ現はる、 に 至りし 也。 偶義謙の 弟に、 忠謙と云へ 
I る者あり。一派は之を推薦して餘選に^獅邮叫：^たら 
i しめむ とず。 而して孝元は許さずし V 曰く夫官豈外戚の私 
物にし V 、沈篆の專有する所をらむやと。李斑は亦宣祖十】 
年、 成渾に答ふる書中に於 V 、 孝元必しも私怨じ報ゐ わと ず 
るにあらず只見る所此の如くるりしのみとミふと雖、前後 
の關係ょり之を推斷ずる時はがじ嘻昔.の復馨と解ず 巧し。 
I 而して化義謙は之を聞き t 外戚尝元凶の巧客に勝ら ザ や 
I と冷笑し、雙おの感情は签害吐られたり。. . 
i 此時じ當り義謙は已に先巧にょりて、前輩 i 類の推ず 
巧とをり、位ホ大巧憲の榮.を占め、唯«ム4 ^李凌慶の死後、其勢 
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力の增 進は、 化あ原を叛くが如し。而 して 孝元の 才離と 敏職 
とは、 優に後進 ± 類の同愤を集めたるが故に、勢力二分の形 
を馴致せるも怪わにをらず。宣祖八年よ 月、 孝元司諫 とるり、 
許哮大諫とをる。許障は先輩の ± 、而も孝元の人と爲 りに服 
し V 之を許社る 者、 是を' 3 て 年少古 類に 推さ 化て、勢 其首領 
とる る。 而しで時の右議政か淳 は、 淸名重望 ありて、 先叢±類 
の推ず所たるが故に、勢亦一方の領蘭たる 有樣と をれり。 

化金二人の嫌隙は、お流の嵩々 にょりて、 益之を大をらし 
めし ことは 蔽ふ巧から ざる 事實 也。 是をズ李珥は、當時盧 
守愼に謀りし言の中に、兩人は皆古類に して、 
深く嫌隙を成がるにあらざる に、 唯其小隙に乘じ V 流言を 
放ち、 蓬.に朝建のす靖を致ず者は、末流輩をる ことを 陳 辯^ 

巧1181 東西が爭汾 ホゴー 



お爭 む國絳 


第二巧ち巧な爭 A ホ巧 

し所な 也。 盧ホ愼巧であ趣を宣祖じ上言甘し に、 宣祖驚きて、 
j 兩入言ふ巧何の睾ダと反問が り。 ず愼菩へ y 日く、 置に平を 
^の a 失を言ふ獻 みと。 是机燃黎記述邹十靑野設輯職朝踩會 
通^等の共に記載せ东所 にして、 最肯繫に當れる言 也。 

一 总上の苑查じょり て、 余はおにみの結論を 得。 曰く、 東西分 
I 黨の 眼目は、 新派の舊派に代らむ とずる 際に起れ る 競爭じ 
W 基きたる感情の澈突じし V 、區々の人身攻おに おりて、 未流 
I の波を豁げし；；^爭たるの みと。 雨し V 其張本人の】方は、門 
阔じし V 拂勞を.りしが爲 じ、 先進の古類多く之を助け、化の 
I 1方は才學群を巧き读手人を引きしにぶりス後進®古類 
i 多く之に 削き、 先後兩輩の旗臟鮮明たるが如しと 離、 其爭の 
當事者け、おじ.これ新進の女 じしで、 狹して新嘗兩思想の衝 
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突と涩 同ず 巧きじあらざる化。 

^ .余は己に莱西分黨の眼目を陳述した化 ば、 是 より 辿みス 
東西の二字は、何の處より起りしかの問題に夥る巧し。 
j 東人西人の名は、沈金二人の居宅の位置によ^て坦りた 
I る綿名也。燃穀述部十は、東西二字の起原じつき說明して曰 
く、孝元の家は、乾川澗に巧り、義謙の家は貞陵術に巧りしが 
故をりと。卽ち乾川桐は1京城の東部にあるががに、孝元派を 
東入とおむ、貞陵洞は西部にあるが故に、義謙派を西人と云 
.6 し也結るに朝骄辑要 ft 十には、化の家は彰義洞にをりス 
卽ち洛陽の西村をり、金の家は郎駱峰に巧りて、卽ち洛陽の 
I 東がをりと見えゎの产|上黨色錄林齡には、東人は金孝元領袖と 
爲る、家は縣山にをり、故に云ふ、^献西人はが義謙領袖と爲 

巧11巧束巧巧爭稱 巧お 
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# 二 at 東西サを巧 至， 

る、家は白門に菱り、がに云關趴と記咕り。路姐は靡駱峯と同 
處をること論をしと離、乾川澗とは如何ぶる羞違をるか支 
白巧彰義巧な貞陵 桐は。 共に祠一.をりや否やは、一言诚ざる 
を得ず巧を京城東村中に靡駱峯 をり。 郎路峯中乾川術轰り。 
雨し V を川綱は、今の景慕宮の東南に當れり。而し V 西が审 
じ大小貫陵洞患り犬貞愼洞ゃ、彰義澗あり。彰義洞は、今の貴 
澗霜國領事館の邊也 X 均は班おの色と見做さぶ\が故に、 
白巧は卽ち洒巧をちむ、貞炯は今も®巧內に位处む'。さ於ば、 
燃薬述、朝郵轉要、な裳を綠妓萊西に蘭ずるをは、只精粗の刖 
彭るのみにして、典に同處を指过るを了知し得べし輪貫八的 

配趴款5詰於 SK 證貫が 

東西名留の起原は是にで明か 也。 而して此名は、自稱じ尚 



でしじをらずしス世入の轉名にょ & しものと ず。其證は、を 
^珥如搔大司諫疏」中に、東西の.名は、 もと 闆巷す蹤の談に巧で 
- しことを公.音せるを巧て调亮とず。韻^桃 さ 机ば、 素ぶ 
韓 I り深意の含ま化たるに非りしこと音ふまでもをし。 

國 I 第四 章。 書院が分黨起觀じ關係 あ' CV と 云ふ 
政- は、 果してぶ當をる見解をり や。 

审如， 

\ 書院は、名儒賢臣の遐靈を祀るが爲じ起.^、而 して 靑年子 
を I 弟此處に會をして、經書を講究ずる處たりし ことは、 特に贊 
I せず。而 して 孝 朝は、 儒敎を國敎と定め、專ら朱學を磬 奉 皆る 
^が故に、儒家は朝辟の最重んずる所たりしのみをらず 死後 
もホをおの祟敬を受けをりき。彼す弟等は、其 遺靈の下に 專 

巧二おを西か爭お たじ 
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葛一!巧果巧サ爭脚 ホ八 

也： 一. 意、 道義の講論を、 HVV 、 書院ネ來の面目を發揮せ しなら 
をには、 書綺はを鞠の敎育 史上、 梟興棘をる紙面を塡充畦し 
をる 可し。 然るに事强じ 出で ず、 種々の難害 起り V 、 は V は匡 
敕の避をきに至れり。 

第. 一。， 書院の弊害は、時代と化ハに增長せり。 

余は己に書院，の弊害を否を诚ス否が V 時巧の下るに隨 
むて其增加けることを信ず•今信用ずべきが料二 S を舉げ 
て之を證明 がわ。 

余の究査にイれば、始め V 書院の難害を論じたるは、宣祖 
の千一年に提出ぶし、を谭の應旨論-事疏」を推さ义るを得ず 
其 SSI に鼠か鎖 ： SIS 而し V 珥は、其疎の 
お節に於 V 、 儒生相聚 り、 放意自肆 、矜 式ずる所る く、 藏修の效 
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を見ずと曰如、而して其原因を. 3 て、 師長を設けざるじをり 
I となし、 爾儀徊，王山畏を置.き V 、 俸藤を給ずべきを論ぜり。其 
^後洪鳳漢等が荣國义献備考に獨.鎌したる、仁宗ーニ十二 
銘 I 年、 慶尙道觀察使の琴孝宗八年、忠淸道觀察使®啓、肅宗八年 
國 W 金萬重の疏は、おに馨院'鑑設の弊を吿白地ざるるく、芙祗十 
j A 年には、遂に廟堂奪院己百有‘餘を撤敷せしむるに至れり 
政 I 楚れ實に書院に加へたる大が撃にして、其弊害の甚しかり 
皆し證明たるを失はず 

志-夫れにも係はらず更に替宗の中年に成りし龜萊叙言輸 
I I は絕當時の弊賽を摘發社るを見る。是にょりて、 { I 香時の 
_ へ書隨な益無規律と をり、0 1) 科擧の巧过る\時は、案を割き名 
を换ふるの弊盛にし V 、(一二}儒をは郷中のを議‘の何物たるを 

巧二巧 束巧な爭曲 ホカ 
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巧 1.1 おを.酉牙爭が 屯0 

がらず、{四)殿內の谗享の 何人た •るを も辨がず、(虽儒敎の本育 
I をる先玉の刷を解ず る 者を きに 至れる ことを 識 知し 媽巧 
し。然れげ則も、書院兰巧年、流葬の增長素ょり疑ふ可か J ^ざ 
る化。.. 

降 V 我明治十九年よ月、日本に於て關刊がし朝鮮政鑑は. 
流おに韓人 I »の著は片る所とス記事變々要領を轉、玉卷 
-部な：^蕾院.の事を說ける所文更に其弊蕾を贈摘して巧颇..る 
I るを覺ふ。著者は、滤設がられたる書院の內情を穿ち道義の 
I .講論は漸く.朝政の批評と をり、 微を國內に傅へて衆口聲を 
I 同じく し、 官の任免衆望に添はざらば，論議沸騰、之を格塞せ 
I る事を記し、觀は大を宗戚と雖、其議を憩机 V 節操を磨く所 
ホり しも、 後には遂に私怨をなで親.曠を樹ス辩擠な擊しブ 
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瓢駿ををずに至れりと說けも蕃歸が當視の目的を逸騰し 
^で、弊 叢の益々太を. るは、 爭ふ巧からずる 所。 大院君が斷ずと 

- し V 、を國の書院を毁たしめ しも、 亦宜をらずや。 

へ 

\ 第二。 書饒の葬 害は、 京西分黨の當初に菱り<は、 

\ 未だ是.に願係ある迄に，堪長せず。 

/ - 

\ 余は巴に書隙の弊奪の大るりしを知る。而しで後世に於 
I て、黨争に穀響を及ほし\ことをも承認ずる者化。おりと雖 
I 其事•實につきス余は一二の著者と見解を異にがることを 
-簡鞋ざる可からず上記朝鮮駿鑑の著者は、書饒弊蕾の結論 
j に、 r 化本邦黨派之始也 J と逮斷し、別巧^朝鮮近世巧の著者は一 
に之に從なて、黨派の爭は書院に起原ホと說けり。^作捕巧余 

が二 巧 巧西ザ尊が ホー 
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跑二巧東巧巧爭巧 b こ 

は 分黨の當 1 初じ於て は、 審院は是に關なずる 或で に發 達せ 
W さりし ことを ま張ず る 者也。 r 
™ 黨爭のを目の鞭めて定りし東西兩 派は、 宣祖の初年に 分 
裂が しこと、 前章言ふ所の如し。如^訓， II 補 I 而 して書 
院の起りは、中宗 S 十六年に成りて巧宗五年に槪額を賜於 
1し紹修書院を なて、 其始とをず こと 己に化に說あり。獅臟 1( 説 

I I )捷 S 1 I 祈 Ski 募琵 SI 普5 ゃ 寡一二十六 年は、 宣祖八 

™ 年、證锦を溯ること S 十 S 年 也。 一二十 S 年の歲 月は、 素ょり弊 
™ 害を生わに足らずとがず。然りと雖、其弊害たる や、 未だ單簡 
I をる性会のも.のに屬し、黨爭の起原に關係をな悚ず程に、範 
i 圍は擴張せられざりし 也。 其證 は、 李巧の「應旨論事麻」に i る 
も明亮 化。 此疏は前にもをむし如く、宣祖の十 4 .年をなて提 



曲せ，^1\れたるものにし で.其中 に、儒 生の矜或ずる所をきを 
I 述べて、 師長を置く巧をことは之を明言せ り。 然るに黨爭に 
關係あるの葬善に至りV は、 ホだ毫末も論な地ざるにあら 
韓 j ず や。 提出者たる李葫 は、 身憩し く 東西分黨め間に處 し、 最其 
國 j 內情に精通せる人たるのみるらず中立をずり V 兩派に偏 
がず、. 韓儒の亞統を繼承し V 經筵に借し、思 >6 V 言はざるを 

を I 

-く知りて述べざることをかりし人 也。 而しで其一去爲姑し所 
爭 j の記錄 、を 詩文等は、後に集め大成し V 、 凹十四卷純織 S け趴の 
お I 栗辞を書と、なれり。鱗るに其 や、 書院の記事は、此一疏に過ぎ 
I ざるのみるらブ 、統中 亦が言の黨爭に關せる難害を說かざ 
^るは、余の主張を確かわる强固るる論據也。 

を濟臣の雖歸瑣語に至りては祐之に勝れる藥蕾を說け 

巧二 巧 巧西巧爭^! モーニ 
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り。卽ち時人が痛校を.賤みて書瞧を霉ぶに 至れる より、 無智 
の者ボ歸儘の咸を假りて守令訓，けを毁譽し、守令も亦之を 
畏机をりし事是 化。 綱 £「JI 胸さて此時化は、俯年の噴かと考ふ 
るに、著者は其前節「£關 」 g I - にが V 、 「废今萬曆四年、距鮑立白雲 
書院綾一二十餘 年、」 S 諸げ IS Is SIS Q 言を掃人せ るよ 
り推せば、實祖九年と判定ず 可し。 宣祖乂年は、沈義謙及金孝 
元が滿外の制鑛を受けし翌年に當れり。然れば則ち、東西棘‘ 
驚の己に成立がし頃に至り V 、 或は院儒を循としス地方官 
の毁審を試わる者ありたりと見 ゆ。 然りと雖 、是 れ必黃地方 
に 於て、 呂に T 字菱る者少きより、經善の講讀を爲し得べき 
ザ儒の得意を來进るまでに しで、 京 城に於け る分驚を爆颤 
がし證迹 は、 一もぶを徵ず巧から ず。 而 してお 酉分黨の原園 



は、余の究鸯によれぱ、中.央政界に於ける新進派の惑淸衝绣 
™ に基ける こと、 己に論定过るが如くにしス區々たる書院ば、 
韋も么に關せるものにあらざるを斷言し V 巧 也。 

が™ 暴と反 勤に、 中央政を Q 分爭が、其後影蠻を書院にな馈し 
國 I 、ことは、余の否定ずる所じ轰らザ。是化書院を封て、黨派の 
I 起帰とをずとは、大に異れるも0也。而して余の知る所を攻 
攻 ~ V ずれば白時巧の棠出先生實記 醜に^ 針 前诚齡喊 に、 宣祖 二十 
爭 I 四年、を羅の儒生 T 巖壽が、上蔬しで、李出海、柳成龍等を措斥 
ち-せることを錄地るは、ス其始見とをず巧し。蓋し了巖審は 
™ 西人の犬家たる鄭澈の指赎によりで、此上疏をるしたりし 
- こと、采時烈の草进し鄭澈©碑銘によりて知るを得可く、而 
し李山海、柳成龍は、共に東人を机ば羞れ中央政界分爭の 

お 二» 東 巧を爭化 A 五 
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を二巧ち’西な爭韵 莫 

影響と認めて不可を かるべし。 然し是とス分黨を 隅ること 
旣に十有六年の後を りとず。 

第 S 。 東西み裳な 前に、 審院は其數まだ微 々たる 
もの 也。 

紹修書院は、李朝書院の元祖とをむ傳 へたり。 然 りと 雖 、仔 
細の調查 は、 猶其な前に も、 一二箇の書院 ありし を裳見せし わ。 
卽ち二)丹城の道が蕾院は卓く太宗の元年に 成り、 (二)适州の 
川谷蕾院 は， や宗の二十ご一年に 成り、 (一二)扶{かの道澗書餘•ホ其 
二十九年にがれるに をらずち 唯夫れ是 等は、 未だ完全を る 
書院と 去 ふを得ず して、 赖額を賜ふに も 至ら冷り しが 故に、 
馬議慶は之を棄で\来の白鹿澗©故事に ょりて 始め V 腸 
額.の舉轰りし紹修 書院を、 ま飘書院の 祖と るした. る骑 g 巧 



を 爭政國 を 


さ义此紹 修蕾院 ょり、 宣祖の時迄に新設がられた る 書晚數 
-を調杳ずる じ、 余は义獻 備考、 な麵ぶ錄にょりで、十六を将た 
™ りが V 左に其地をな創立の年を附して之を年代順に記ず。 
_ 1条賢書偽講城訓 2、 え憲書院關側齡 
- 3、鑑溪書糕邮補龄同 4、臨韋蕾歸^顿龄同 
_ 5、 ぉ峯書院が f 柳刖 6、 氷溪書院赋柳齡 
_ 7、西を書院粉綱 8、义會書晚措觸的 i 
9、ーニ 江書院離稍龄 W 、 研經書院^«飾關 
U 、 雪峯書院卿 I .齡 巧淸溪書院船報 TO 
I 巧玉川書院闘抑齡 y た賢書院則補船 
^ 巧禮林善院諸.詰綱 55、 玉澗，書院譜船 
先ヴ此十六 書院の化置を 見、 更に其內部にたち入りて穿繫 

巧二 巧 東西牙巧お 玉 
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巧二おお西サ爭沿 も巧 

を試み、余は？3下の S 要點を認岐 たり。 

\ !、 馨院 は、 明宗のがに、頓じ其數を增加. 畦り。 然れ ども、 慶衙 
\ 道に巧るもの 八と、 咸鏡道に巧るもの一一とを除か ば、 政 
\ 治の中-むた る 京城に近き、京畿、忠淸、全羅、黃 海、 江原の 五 
\ 道を平安逆には、避各一をるの み。 

二、 文 症、 篮溪の一一書院を除き V は、 皆扁額を賜ふ迄 じ 雲 
j せず。’ 

\ S 宾爐に祀られたる名賢頑擧 は、 毫も東西分黨の綱源じ 
\ 願聯をる者を し。 

-此 一二觀 は、 晝院が猶創殿時がじを りて、 夕黨の超原に彭馨を 
-あ惊ず數みに至もざるを證ずるに足ち む。 而して宣祖の初 
年には、其敏又更に增加がるに相違をムと雖、是れ寧る時數 
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の進歩に俾はむとおるものにして妊黨起原に影響をな傑 
ずが如き、劇しき弊を生ぜし證 去は，一も 之を檢出ず巧から 
ず况や么を後世に於ける書院の增加と比較ずれば、猜其數 
の非常に少き、晨星齊をらざるに於 V をや。式品計 It ^冊船 I 

をを C も巧其が d るものち院巧八十化おを化干 A み計二な八卜六むるこ i あな链 
I リを化して 巧 むればを巧の八年頃の二十-?货口えド比换ブべ C もみらず受か賴 

巧化に巧してた货め巧化ぜる 
畔じまらざるか见る巧き化 

挡上の事實 にょりて、 余は書院をむ V 、 黨爭の起原るりと 
ずる諭が、深き根釀あるにをらざるを認む。 

第五章。沈金二人はいかをる乂颗なりし乎。 

沈金二人の人物につき\し は、 當時最是非の議論の轟々た 
A ^ 所也。然 りと 雖 、多くは 黨派眼をなて觀察したる見解を 


度11巧 巧西サホ& 


み化 



巧二巧 東巧サ爭巧 ス〇 

るが故に、が靜をる研究には、何等の價値を しと 謂ふべし插 
- り李珥 は、 東西の聞に立ちて中立を標榜し、3 V 此兩黨 を 測. 
I 解せわが爲 に、 全力を竭し\學者を るを て、其言議亦最を 
强 I 查を るを 知る。 唯 ミれ 和解をなて 目のとをしたる結果、多少 
國化金 二人を して、 平衡を保たしめむ とずる の痕迹 るるは、 是 
亦豫め ふに 記ず べき 點 たるを 失はざる也。 

，沈義謙の人物に願しては、宣祖十八年八月訂憲膊皮司諫 
爭 I 院‘ぶり委曲の上.疏ををし、こと、正史觀朝實鑑は講みて之 
志-を錄せザと雖、朝野貪通郎にはえを載せ、更に燃藐述 一^ナに 
引用せる時政錄皮目巧錄にょれば、益明晰也"而して此疏に 
^ょれば、義謙は實に品性劣等にしで、るらゅる罪惡を有がる 
一逆人とをり了らざる巧からず而も其發巧遂に職を免せ 
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られたるより之を推がば、當時は幾分、兩巧の言を是認した 
I るもの、如し。然りと雖、兩‘司の疏ミれ自らは、果し幾許の 
I 價値をりや。時化の考道は、此隱を拭て、東人執權の世なるこ 
j とを知り得べきが故に、沈彈劾の奏案は、其反對黨の手に草 
j せられ、宣祖巧勢に駆られ V 免職をホ許.かしこと、疑を容る 
巧からすか\る黛派熱に浮動过られたる議論は、素より取 
I るに足らざる也。 

金孝元の人物に 關しては、 李巧が當時が親金宇願に答ふ 
るの 善、11111 側作鄭城^實によく多方面の觀察を網羅がり。是 
I によりて、 余は當時の孝元の月旦を數 へて四 種を 得たり。 
i 1、孝 元は無がの小人 化。 (鄭澈等の 論)。 

1 r 彼は好名の女也。季珥の論)。 

活二お文西サ爭拍 八一 
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巧二 巧 お西ザ爭扮 八 M 

S 裙.は好をの意志を帶ぶと離善人 也。 (を宇願等の 論)。 

I 四始は無瑕の君子巧覆が I 派の論) 

今試じ其內倩を究わるに、鄭澈は西人を るが 故に、孝元を3 
て 無狀の小人とを进るや論るき也。焉ダ知らむ幸元が職に 
忠にして人材を喜踩しは裙段て其批評眼の黨派熱に眩感 
せら机たるを證巧过ることを。而も叉一方じ於て孝元が沈 
忠謙の立身を赃遇せる跡を觀れぱ 、彼が 濟輩 Q 思惟ずるが 
I 如き、無瑕の君子と云ふべか b ざるもの影つて存皆り。總 V 
I 此等の偏見はボ余輩の採用ずる能はざる所 也。 

I 然らば則ら、臀く眼を李珥に注ぎ V 、其言ふ所を傾聽过し 
-めょ。彼は其李潑に答ふる書巡城針にがて、沈義謙に對ずる彼 
のが見を化露せり。日く、化は則ち我もと之と相知る、ロハ是れ 
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外.戚の稍優れる者、此人るくも時勢に損をし、旣に ± 類と相 
j 合はざ政 ば、 用ゐずと雖巧也值之を小人と謂ふべからざる 
のみと破は義謙と相知れる人たるのみるらず實は其な家 
の外屬たるがなに、其牲質を知るに於て遺憾をかるべき也。 
彼は吏じ同書簡の末に於 V 辯明し V 曰はく、化や柄用ずベ 
からずと雖、別に顯著の罪過をし。若し當今擢用がられつ、 
をる卿大夫に比せば、媪ぐるをりともなばざるるし。他入の 
要地にをり化じなばざる者、肩相磨ずる程をりと。後者は 
前者ょりも、義謙©辭護じ步を進めたりとちふ巧し。是れ必 
竟外戚の稍優れる者をることを說明がるにムまるが故に、 
I 重きは反て前者じるりと过ざる巧からず。雨して余は、其言 
の 中ょり、 二)義謙は外戚中の稍優れる者るること1(二)時運に 

巧二なぶ西サを K 八ち 



巧二巧敢四か爭な 乂四 

願係をな懐ず如き 大人物じ秦ら ざり しことの 二點を 採ら 
I むと 欲ず。 其理 苗は、 彼が李操の跋層を防遏がし事蹟に 敬し， 
又之を前輩 ± 類の同情を繫ぎし點ょり觀れ ば、 外戚中の優 
韓れる 者な りしことは 爭ム巧からざる 所。 而も其过後、何等 權 
國 I 大をる理想の實現皆られたるを見ざる は、 卽も是れ時運に 
™ 關なをな傑ずが如き器じ るら ざりしを 說明过 る 巧な るれ 

扱 U 也。 

f 

爭 j 余は已に義謙を大器に あらずとずる 點 じが ス李 巧の論 
志 I を然 りとず。 然れ ども、 李操の勢冲天の時に當 りて、 臟然起て 
之を放遂 したる 巧爲 は、これ 彼の意志の弱から ぞりし诺白 
I 想。 而 して 彼が暫時の間に多くの敵を 作りしことを 觀れ ば、 
瓦げ S ? だ SS 飾？ 人を厭忌ず るの 傾向に 富 そ感愤 
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に强き人をりしを證明し得べく、而も一年少才古金孝元を 
™ をれ て、 之を替用ずる ことを 知らぞりしけ、夕智の人にるら 
ずと判を がざるを得す】 言に しV之を云は 义 、彼は 感情の 

が I 人な。 

固-金孝元に對ずるを巧の批評は、前陳李潑に答ふる書に於 
I て、 實にが名の±たることを化露せ り。 然れども言簡に失し 
巧 V 委曲を悉さ夕るが故に1更に何故に此結論を得しかの說 
ホ巧をホめざる巧から ず。 恰も彼が宣祖八年を九年の兩度に 
志 於 で、 鄭澈じ答へたる 蕾は、 最其奥意を歷陳がるを 見る。 其八 
I 年脚の審中にがて挺は鄭澈 が、 孝元を無狀の小人と し、 國家 
- を敗亂 し、+1 がを斬化ずと爲ぶるに反封しで 曰く、 我孝元を 
目し V 好名の人とをず所がは他を し、 を論もし彼に與咕 ば、 

巧二 W 東西かを W 八五 
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勢を得て忠を巧ふ も、 公論若し輿せ ざれば、 曲逕を求め V ま 
™ で^學路じ當ること：を爲さざる巧く他人若しょく之を用 
~ むを ば、 其才取るに足る巧ければ るりと。 巧 棘 鈍が 一 一而して 
禅翌九年の 書中には、 更に I 步を進め孝元の擧動が、菩名を保 
@持して勢化を固めむとずるのみにあるを論じ、無狀のル入 
がロハ.利祿を貧るとは尖に類を異にせることを言明せり。細 
I 刊能綿が】李巧が 目しでな てが名の 人と なしし巧拭のもの 
爭 I は、 化二蕾に ょりて 明亮を來 せり。 

を j 李珥が金孝元を知る に 於ス敢 V 人後に落ちざる は、 嘗て 
I 彼が經大司諫疏」に 於て、 金孝元は是れ居が同年の傑輩にし 
i て、 盡く熟知社り と 公言せるをなス疑ふべくもあらず。而し 
て彼は、 孝元を評し V が名の± と 云 ふ。 余は其根據をるの哥 



<f 政 國 链 


たる. を倩ザる-者也。然りと雖、孝元をしス單に所謂菩名を保 
- 持せ むこと を務むる人をらしめば、嫌に臨みて直行し、敢ス 
I 前 輩ぶ意を失ふを顧みざるの擧 動は、 果しで生に 轉 巧き 乎。 
-李巧自ら も、 嘗 V 其退意を决せし 時、 訪問の客李潑 、ぶ‘ 大 立、 魚 
j 雲海を顧み華元事を爲さわと欲皆 ば、 先輩の，むを失ふをか 
~るべき に、 反 V 之を拂抑し V 憤を懷かしめし失策を說 けり。 
™ 挑 これ偶々 孝元が、菩名巧持のみに汲々たらざるの 
-反證なるるか b むや。/ 

I 依 V 余は、 孝充をな て名を がみ V 八方美を 粧ふの 人たり 
-とは斷 ずる能は ず。 彼が儀那 たりし 前後に於ける擧 動は、 才 
-能の發展に急に し V 、 銳鋒當 る 巧から ざるの 例證をなて充 
たさるのみ。 而し V 其才能發馬に急に しで、 所離ち室の、むを 

巧二巧巧西巧爭が 
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失ふを意とがざる は、 感情に腑き人たらざるを證し 、事に 當 
™ りて回燒ずる所るく人がを喜ぴて之を則薦诚し巧爲は、理 
™ に 明にして意忠の强きを表明し、而も餘郎たるや 否や、 直に 
™ 義謙排斥の端を關きしは碁ホタ智の人とをずを得ず】言 
I にして之を云は夕、彼は理性の人也。 

李珥嘗で、 成浑じ答ふるの 書 fj 輔 恥に於ス孝元の義謙帮を 
に 論をし、孝元がもし遽に義謙を謡り y 風波を 生ぜず 而も 
有爲の+一を引進して朝廷にホ滿せしめぱ 、國 家は寧靖 にし 
V 、 義謙等亦弊を巧ずを得ざるを說 けり。 齡 f 船巧齡が；， 余は 果 
-して孝元が義謙を誰らざれば、後者が難を作さ3^るや否や 
^を知らず。然りと雖、孝元が是に出でずして、「輕淺寡謀、先ヴ下 
手の計ををず」と曰へる李珥 Q 言に至りて は、 余も實 にこ 扎 
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を否定ず る 能は ず。 余の彼をなて多智の人とをずを禪 ざる 
I 、 所 E 5 も、 ホ是に過ぎざる 也。 . 

I 3上言ふ所の 如く、 義謙は感情の人にし V 、孝元は理性の 
^ 人也が し V 門関と閱歷 とに 於 y は、 孝元素ょり義謙にあば 
j ザ。 而も頭腦の明亮を ると 思想の健ををる とは、 義謙蓮に孝 
ご 冗じなばずと謂ム 巧し。 是化盖 し 中立者たる李巧を して、 成 
^渾に答ムる書、酷^ゴ|醉補？1解李潑に签ふる蕾、_;?«計幷にお翼 
j 彌に答ふる善則に於てがに签摄化劣 J の論を巧疆 せし故 
I し 化。 

人がとして、孝 元の義謙に優化るはをの 如し。 而し V 李珥 
一は 東西 分謀の罪をなス義謙ょりも寧ろ孝元じ歸ずべ しと 
思惟せり。其證は彼が成渾に答ふる曹、11靴肿来冀彌に答ふる 

巧二巧 文西巧爭 A A 化 
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.書^則をび李潑に答ふる書！？一城計-にがて、共に 提景の 曲は金 
I に轰 る」ことを 反覆せるをなで明るり とず。 而して孝元を曲 
とせる 埋 をは、 卽ち所謂巨室のふを失ふを顧みず して、 前輩 
裤一を拂 抑せ るに るりしことは、 右李潑に答ふる香 中、 孝元が嫌 
國 I を避けざるを咎めしをな て 知る 巧き也。 然りと雖、孝元じし 
I y もし違般の回燒をる さげ、 卽 ちその 特徑を滅却ずる 所3 
政 I を化 ば、 之を孝元に 望む巧くもあらず 父彼が義謙に快から 
爭ざる 原因は、 義謙が其官途の昇進を阻遇诚しに起れ りとず 
ちれば、 ホだ必 しも、曲 孝元にを りと 斷ザ巧から ず。 依て 余は、 李 
珥の此論をなて化金兩人の平衡を保つに失しス深く操る 
™ に足らずとをず所な化。 



第六 章。 化金二人は、いかるる制殻を何故に 
受けし 乎。 

緯 I .化金二人に制裁を加ふるにつきて は、 李巧ホ其發言者た 
國 I り宣祖の八年十月被は二人角立の說紛々たるにな巧一日 
右議政盧守慣に見ぇ V 、制裁の意見を吐露したり。而しで其 

な™ 

I 原案は、 二人を京城ょり曲ず じをりき。 理宙は卽ち二人共に 
爭 I 是れ± 類にし ス黑白邪正辨ず巧から ず。 且實に嫌隙を作し 
お^て 相害がわと欲ず るにをらず。 只ホ俗の 輩、 此ホ隙じ乘じて 
I 流言を 重ね、 3で朝藻の不靖を來ずが被に、姑ら く 物議ぶ張 
-本人を遠ざけ、がで紛擾を鎭定がわとちふじ轰りし 也。 

余は李巧の言の幾分辯護じ强 ぎ、 而し V 其制裁の方法の 

餐二な ま因サ争曲 九一 
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無效 をるべき は、 豫め知り難きにあらず と 思惟ず る 者 也。 然 
j るに 盧守愼 は、 他に冥案を かり. しもの え 見えて李珥の案を 
I 採用しス經筵に於 V 之を宣祖に上言がり。實祖之を聞で怒 
™ 化る 所菱る もの\ 如く、 同じく朝に巧ら は、 當じ谅同和合ず 
- べきに、 互に巧誕毀ず るとは 何事 ダ。 二人皆外に出ず べしと 
曰はる\にあが V 、 李巧の制裁 方法は、いょ {事實 とろら 
わと したりしかば、 李巧も亦言を重ね V 、 二人を京かの 官と 
I し、なて报本を絕つべきを上言处り。而して時の秘文館正字 
-たりし 金巧は、 溫和說を取りで 曰く、 二人の才皆用ふ巧し、必 
I しも外に補ずるを要诚 ず。 時機到らば自ら誠和ず可しと去 
旨李献國ホ此論じ贊 し、上 親-^二人を招き V 、 諭ずに和解を 
35 V し 給は巧二人 巧 容れて朝に立つ可しとま 張したり。余 
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は此和解說の最愚をるを笑ばざるを得ず。宣祖ホ素より、金 
I :阵、李献國等よりも、時局を察ずるの明をりしかば、むゃ李珥 
I :の論を取るに决し、遂に年の十月測輔^をなて之を發表过り。 
巧發表过られたる辭令はいかるりし乎。曰く、特旨を3 V 金 
國孝元を慶輿府使に餘ず、此人朝に在らば、朝廷をしてす靖を 
らしむ、當に邊吏に蒲ず巧しと云ふにあり虔興は豆滿江て 
攻潇の沿岸に ありて、 京城より實じ二千二巧韓里 也。^ 誠仙則一一- 
巧 諸品設設^ S 話 SS 度£が而 して 沈義謙は、京城の 
志化僅に巧六十韓里るる前朝の舊都、開城©留守を命せられ 
;た.る 也。こ趴巧 かじ孝元を誰責 ずるの 實を表示赴る ものと 
謂ふべ く、 而し V 義 謙は、先 后の里親るるが 故に、 之を重んず 
るの意じ出でたる こと、 國朝寶鑑の說當れりと云はざる巧 

巧二》ま四か爭巧 を二 
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からず。關刊邹だ气ハ是に於て、鄭大連 柳！； 金貴榮赋筒等は、再 
一二啓文を上り V 、歷興は胡人の地に 接し、 書生®巧に赏る巧 
き所に患らざるを陳がしかば、論言おに改まりて、孝元の巧 
所を富寧に换ふること、をれり。然りと雖、富寧もが咸鏡化 
道じありス慶輿と大葦るき也。原案者たる李巧乃も復啓ず 
る所菱り。弼人補かの説は、もと鎭定の策に曲で孝元を鄙ず 
るにあらざるが故に、更に內地の僻邑を授け-^れむことを 
.上言したりしか ば、 論旨再び改まりス間もなく S 陳府使に 
除がられたり。一二跋は江原道の東南隅にありて、京城をまる 
こと大巧五十韓里。而し y 沈義謙も、尋でを挪府尹に改補过 
.ら る。 を州は京城ょり蘭五百韓里 也。 

沈金二人じ對ずる制裁が、外官に補するじありしは.、上に 
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陳述ずる所の如し。而して余は、此制栽を施ずじ至れる原因 
I に 溯りで、 更に】言ずる所轰らむとず。もと此制裁は、己に原 
案者の理をとぶし所に明かをるが如く、朝廷の不靖を恐れ 
j たるに巧でしや言を待たざる也。而 レて 余は、化不靖と云へ 
™ る言につきての 內 情を 探りて、 容易をらざる事貴をりしを 
I 索巧咕り。而し y 此事實は、補かの原因を說巧ずるに最價値 
をる所なのもの也。 

宣祖八年よ 巧、 載寧織巧に於 V 奴其まを殺がる 裁判 事件 
，るり。 警官臨檢し V 其屍を調症ず るに、 別に致命の原固を故 
j 殺に歸ずるの證據を發見ずる能はず這に 於で、 知義禁洪曇 
-は證據す充みの廉をな V 、 無罪放免をま 張したり。 载 判長朴 
淳曰 <，が 其まを殺ずは人倫の大事挺々 しく 釋ず巧がらず 

巧二な ま西か爭轉 九五 
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巧二巧東西な爭巧 垄ハ 

と。然りと雖、洪曇の辯論抑制ずること能はざりしを段て、再 
び其屍に就きて臨檢を巧はしめたり。然るに其檢官は、亦故 
殺の證をきを化ス或は病死をらわと復命がりが淳乃ち、鹿 
く之が說をホわるに當り、時のを議政盧ず愼は、其輕く釋ず 
べきものにあらざるを主張せり。然れども、宣祖は洪曇の說 
I を是とぶしもの、如く、いよ""-^放免を命じたり。然るに司 
憲巧は、帶がを上り V 巧鞫をちむ、大巧諫柳希.春は、裁判を取 
I 消ずは後繫.るるが故に、爲ず巧からずとま張し、犯文館は削 
I を上りて、か \ る人倫の大事に關ずる訴該 は、 須らく推窮蕾 
奄を遂げ、無罪の證左明確るるを待も V 、 始め V 之を釋ずべ 
一し。 今證據不充分をりと之を放免がは、後日物議必ずをぜ 
む。 若し無罪をれば 亩 鞠を要けざれども、萬 一有罪た ること 
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あらわには、幾たが獄を起ずも巧をりと奏し、司憲巧の啓に 
I - 贊同して討諫院の說を駿し、遂には其官吏を免職せむとま 
で上言货り。宣祖は先に放免を命じたるにもならず今义化 
文館の說に從むしかば、おに司陳院の交迭ありて、許嗤新に 
大司諫になじ、金孝元は巧諫とをれり。 

余は、化裁判のいかに無秋序にして威信を缺けるかにつ 
きでは、敢て言はざる巧し。何とるらば、化國にがける哉判は、 
槪皆此に類して、毫も怪わに足ることをければ也。ロハ余は、か 
、る上下を優勤皆しめし說訟事件中に於て、東西 拂擠の影 
響を見るを悲しわと同時に、义他方に於て、李珥が化金 二人 
に制裁を加ふるの原案を提出进し理巧を巧にずるを得た 
るを喜ぶ者也。何とをらげ、裁判畏たるか淳は、卽ち是れ西人 

巧二巧を西な爭論 を 
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姐一一組東西を爭論 か八 

の領潮じし V 、新巧の大司諫たる許鶴は、東人の領视たりし 
こと、前じ陳辯进し所の如くにして、而も這般の訴該事件の 
餘波は、黨同が異、私をなてをを没ずるの嫌を見るに至りた 
れば化。依て猶其內情を究査ずるにもと許離は、彼の獄に殺 
j されたるま人と姻戚の關係をり。然るに其がは放免がられ、 
!殼さ趴たる主人は、遂に口をくし V 訴ふる能はざるを恨と 
したりしが、今や大司諫に拜ずるになび、切りに推窮を主張 
过るのみるらず朴落が宰相兼栽判長たる身をなて、判決の 
威信を缺き、度々鞫蜜の失態を來がるは、其職に堪へざるも 
I Q をりとして、之を罷めむことを啓請がり。就嫂'5 おを而し 
^て金孝元は、其下に司諫の職を奉じボ許哮の論を非とがぞ 
りし かげ、 是れ畢葛西人の領袖たる朴淳を攻めス巧ブ洗義 
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謙の勢を削るの謀をりとの疑を ± がに惹起皆し彼たり今 
此朴淳の措置は、素ょりなて裁判長の職責ををくせりとは 
思惟ずる能は ず。 然りと 離、 這般の事がダ獨り朴淳に於ての 
み之を咎めむ。おや彼は、自己の議論とし V は、 がを韓さぶ る 
を主張がしに於て.を や。 許哮が嚴しく之を職責に問 氏、 なて 
朴淳を罷めむとせし は， 余は±林の疑愁を起し、も、亦故を 
きにをらざる を認 む。 

か淳は重望ある宰相、許雖ホ先輩と仰がる\の 人、 而も鑑 
臭を帶がて此排擠を巧ふ岩し之を顧みずし で、 勢の趨くま 
\に疏巧が わ乎、 其弊のなぶ 所、 遂に能く制ず巧からざら わ。 
李珥の憂むての V 不靖 とるしたりし は偶然に をらず。 是に 
於て 乎、 余は其補外案の提出がら化たる原因の摧究 中、 黨弊 

巧 二 お 巧巧サホ.を 
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の根底己じ甚 深く、 東西の分爭 は、 持乂的性質を帶巧たるを 
I 發見ずるを得たるを多と ず。 

第よ 章。 制戴の效を奏せざりしは、いかるる 
1 事實にょりて之を證明し得る 乎。 

I 分爭は己に持久的性質を帶ぶるまでに步を進めス而も 
制 群は 其 難 根を實除ずるの 力轰 りと 謂ふ巧から ず。 其效騰 
j るかり しも懐しわに足る るき鸣淘に 東西の分黨 は、 戊 午、 甲 
I 子、 若くは己卯の±«の如く じ、 儒俗二派の分爭にもをらザ、 
又癸 酉、 巧子の事變の 如くに、 事直接じ王室じ關せるにもあ 
I ら ず、 骨を斬り血を流ずの慘をかりし巧り じは、 浸潤彌 墓、 病 
己に膏盲に 人り て治ず可からざるに至れる也。 
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然れは則 も、 制殼の效なかりし證左は、いかるる事實にょ 
I りて之を明にず巧き か。 余は愁 に、 

^ (一) 補外後東西兩黨の巧情 
链 I (二) 李巧歸鄕の厨因 
目 .I (111)111 尹耕斥の情實 

のに分 もて、 簡明に當時の時勢を批判がむと ず。 

な (一)蕭外後東西兩黨の內 情。 

爭 が 金 二人の 補 かは、之を其形迹ょり 觀察 ずれば、主たる懲 
志 j が處 分は、 金孝元に加へられし こと 爭ム可からず是をなて 
-李珥 は、 其制裁の發案者る がら心やまんぜ ずして、孝元の巧 
一所變更を 王に 上言 地し 巧な鸡孝元己に度々其巧所を變更 
せられたれ ども、 東人の暮ばざること依然たる ものをり。而 

glls 東 H サ爭 B 1<D1 
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して之と反比例に、意氣軒昂たりしは西人るりき。 

1 函人得意の狀況は、議論漸く激越に直りて、切りに孝元の 
i 人身な擊ををし、をな V 推知ず可し。盖し西人は、其勢に乘 
裤-じて東人を壓せわとしたる也。而して李珥は補外說の發案 
國 I 者たりしにも係らず、斷乎とし V 此西人の追窮に反對诚り。 
j 卽ち彼は、其當時の日記調锦别^就にがて、彼が補外の說を唱 
j へし.は、意ロハ鎭定を欲ずるに患りス深く追窮けむとずるに 
すあらず。然るに、旣に孝元を財してょりは、朝論澈越して、深く 
お I 之を治せむと欲せるが故に、彼は極力之を止めし事を記載 
-せり。而して西人中の傑物鄭澈の如きは李珥が孝元排斥に 
-賛同がざるをなて、靜を作り V 之を諷するに至りしかば、群 
は更に長書を澈に送りス反覆辯明を試みたり。础邮彼は此 
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書に ょりて、 孝元を惜む者必 しも 邪るらず、彼を 巧く る者必 
-しも 正るらず、要は-むの公和如何に ありと 論じ、 I 飾祥^^針 一一 
I 其結宋に 於て、 珥果して金に赖ずる. か、 抑を は± 林の無事を 
j 願ふか、一身の爲に謀る か、 國家の爲に計る かと 反問皆る は、 
I 誠に公正の言とミふ可き也。？？ f 肺詩^ 鄭澈にして挪の 如し。 
-況や其他の黨人に於てをず。彼等が溜々と，し V 補外の制裁 
™ を恐れず、 否、 寧ろ之を 濫用して、 反對黨を壓倒赴 わと 咕 しは、 
I 蔽ふ巧からざる事實 也。 ■ ; 

I 余は茲に其證范としス洪聖民のを誠中彈劾事件を述べ 
わ。 洪聖 民は、 司諫府の大司諫にし V 西人たり。 李 誠中は 司 憲 
^巧の持ずにして孝元の親友たり。大司諫は最成權蠢る華職 
にして、其彈劾は 百官© 懼る、 所 也。而して洪聖民は、 今 其磯 

巧一一巧 巧西巧爭お 一§1 
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じ在るに乘じス敬て李誠やを劾遞せむとず。其爲し易きず 
言を褲たザ。而も發表の前、先ヴ之を李珥に謀れり。珥をを作 
して曰く、是れ何の言ダ や、 誠や別に罪をきじ古に孝元の友 
人たるをなて之を劾遞が ば、 論議益紛々を致さむ と。 聖民聞 
て之を然り とし、 而も遂に西人の强誘に抵抗ずること能は 
ずして、誠中を彈劾がり。此事件は事大をりと云ふに轰らざ 
れどもが金補外 後、 東西分爭の 弊、 決して輕滅诚るにあらざ 
ることを證巧ずるに足る。 

おて 余は、 みの結論を下さ々るすから ず。 卽ち西人に轰り 
ても、己に其發頭人たる沈義謙を失む しこと るれば、制敷の 
な もしこれ ありとせば、 其意氣阻喪ず べきに、 事實は 之に反 
して、 拙て得色をるの異觀を呈がり。然れば 測 も、東西の爭は、 
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夙に沈金二人の争を離れて、其利害の中心點 は、 他に推移し 
I つ、ありしを了知ず巧し。故に補外の制戴は、毫も其效を奏 
-せずして、病根遂に治ず巧からざるを致し も、 素より媽然 
!じるらざるをりと。 
j (二)李珥歸觀の原因。 .‘ 

I 巧を年譜卷下 劈頭、 宣祖九年 二月、李 巧が其郷里栗をに歸 
I 還诚る こと 見 ゆ。 此歸鄕 の 原因を推究 ずれば、 當時止み難き 
I 內 情の潜伏ぶ るを 認知し得 巧し。 

I U 、 塵々 いむし 如く強外はまだ時弊を救ふのな力をるに 
をらず。然りと雖、容獻をなて達權 とずる」 の時勢 じがて、 斷乎 
一として 制裁をま張したる李珥の勇嚴は、亦稱賛の價値るき 
にあらず。而 して 其發表の結果は、西人勢に乘 じて 孝元を階 

巧二巧 巧西サ爭な 】0五 
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れむとし、 李巧の 之 じ同み ざるを 見ス反て不快の感を袍け 
j り。而 して東人は、 まとして 孝元を處分せられ たる お迹 ある 
I によりて、 亦其發案者を怨 めり。 中立.を標榜して和解をなて 
裤1 a が 任とをせる李巧の身邊 には、 端るく攻擊の矢は雙方よ 
國 I り放たれたり。 

I W 、 初め宣祖八年 十月、 孝元の慶輿より富寧に轉補妊らる 
な- \ や、 其邊境の地た るに 於て大養る かりしかば、 李巧は 曇に、 
ず 孝元，等を外に旧さわことを宣祖に言むし人たるにも係ら 
お ザ、 更に孝元の爲 に、 內地を授けられむことを上言せ り。 而し 
V 宣祖 は、 珥を なて、 孝元に黨畦りとをし接氣をに顯はれ V 
M 言辭不穩をり しは、 燃黎述の記事に よりても 了知ず 可し。 邮 
齡£だ「萬^其後巧の謁見し'^、曇目の啓辭が意を達ずる能は 





志爭 巧：國裤 


ざりしは、恐惶己まざる旨を上言ずるにながて宣祖亦珥を 
-なて我意を誤解畦りとるし、疑團一時氷解赴られたる 如く 
!にして、孝元遂に S 涉府使に轉補せられたりと雖、內實宣祖 
I は、漸く巧を喜ばざるの傾向を生ぜしが如し。ミは南彥經ぞ 
I 巧の退意を織さわと試みし時、珥は信を上下に見ずと 
曰なて之を解し、又金字願が留巧を勸めし時も、「上說下ち皆 
j 相信ぜずと曰むて、之を聽かざりしこと、彼自，^ Q 曰記にょ 
I り V 明かをれば破の退意を决咕し一因は、卽ち是に麦るや 
j 疑を容れざる也。 

余は"^上二箇の事情をなス珥をして歸還の止わ能は等 
るに至らしめたるものと信ず。然れば則ち彼の歸還は、1朝 
夕の故じあらざるをな V 、盧ず愼、か淳等のを望と勢力と 

■巧二な 東西好爭巧 一つ b 
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をな てして、 猶巧の歸還を止わる こと 能はざり しも、 亦怪わ 
I に足るをき 也。 

是に 於て、 補外の制载 は、 黨爭を鎭定ずるに足らざるのみ 
絳をらずがて其發議者は、職を罷めて退歸ぶざるを褲ざるに 
國 至れり。是れ巧に黨爭の惰力は輔戴力に巧勝てるものにし 
I て、 李珥の歸鄕は卽も黨爭の盛をる證明じ外るらざる 化。 

\ (一二)一二尹がをの情實。 

巧™ 一二尹とは、尹斗壽、尹根壽 、な 尹晚の一二人也。此一二人は、何れも 
志 I 顯要の他化じぁりたりし が、 宣祖の十二年測 tK に排斥 
赴られス典に職を罷められ たり。 是につきで 、更に 紛糾せる 
I 情實るりしことを驗知し得巧し。 

今其巧情を述ぶるに臨み、一言なて兩黨の消長を語-^ざ 
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るを得ず。かの化金兩乂の始めて外官に誦せられたる 時は、 
j 西人の勢力東人を壓し V 隆々たりしが、勢に乘じで事を成 
;さわとがし過にょりて、輿論は漸く西人に與せず反て東人 
一をして、淸をを專にがしわるの結果を生がり。是に於て、後 准 
一の爲ず轰らわとずる者、槪ね、むを東人に寄せ、東是西非の論 
を主張ずるに至れり是机實に隱釣の間に於け る形勢の變 
遷にして、而も最看過ず-ベからざる所也。 

ft 時に當りス尹瞬、金誠一 Q 二人は、共に證廊の職にあり 
™ て議論相をはず。尹膊は西入にして、金誠一は東人たり。而し 
V尹晚の叔炎尹斗壽、尹根壽兄弟は、皆顯要の位置に煮りて、 

:おに西人を扶けて東人を抑へむと欲せり。是を なて東人は、 
甚彼等に快からざるものをり。就や事を喜ぶ者は、西 人を 攻 

« 一 一巧ち西 かを W -ミ 
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擊して患を防がわと 欲し、 先ヴ措を尹家の 一 こ魁 じ屈したり 
I さ。 

之ょり先き、尹脫が、化金補外の後、幾もるくして謡離に擧 
げら於たるは、をく當時盛をりし西人の勢にょりて任命进 
られしものをり，と思惟がらる。何とをらば、李珥は其當時の 
日記！！ w ;?? 刊。郎に於ス巧に腺の霞郞に適ぶざることを公言 
し、 只】方に於て力量をる李潑が、證郞として其職にをるが 
j 故に、腺は之に制せられス私を磐む能はずと思はれたれば、 
姑く之を看過钟しことを記したれば化。尋で潑は、其職を辭 
せしかば、脫ほ果して事を用むて專横を極めたり。然れば尹 
:賊は、果しで善夏の人物にあらざりしに相違をき也。今や S 
尹が東人の物を中じ入るに當り、尹斗壽賄赂を受くるの評 
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I 皆し かば、 腺は或して带を用 V 5\」 專揽を極めた七然ればが 
^賊 は、果 し V 菩畏の人物にをらざりしじ桐違 る き也。今や S 
^ぉぶ人め物を中に人るに粧ゎが斗壽賄胳を受くるの部 
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化間に傳 はり、 而も尹腺の敵た る 金誠】 は、 最詳 をる 風說を 
耳じがり。其說にょれば•珍島郎守李錄始胳 としてホ 若干を 
S 尹の家に運がりと云ふ 也。 誠 一を を聞で大に憤り、 經 筵の 
席上宣祖 Q 面前に 於て、 化麻說を公言 社り。然 りと 雖、風說 は 
直ちにお V 事實 とを ず巧から ず。たと む其敵たる尹脫の人 
物は善良るらずとずる も、 礎證の據る巧き をくして、 其】家 
受賄の事をを言ず るは、 黨臭を帶ぶるの識を免る能は ざる 
也。 

李錬巧賄の事己に上聞に達せり。宣祖乃ち李錄を獄に下 
ずべく命じたり。而も其一方の當事者は、權势家のことを化 
ば、 さずがに之を禪りてにや、輿へ し 者を 純し、 受けし者は亂 
さぞるも巧をりとの ことる りき。副學許哮は東 人 也。司諫院 

巧二巧 東ほかをお 一二 



志 爭政國 辞 


巧二な ま巧み爭& 11 U 

が受贿者を彈劾吐ざる は、 其職實を盡せるものと云ふ巧か 
I らずと主張せし結果、司諫院の官吏に交迭轰りて、新任者は 
乃ち一二尹を罷めむことを上言皆り夫司諫金繼輝持に暇を 
勝つ V 鄕に巧りしが、一二尹の切りに攻擊せらる\を見て、其 
原因の黨爭にあるを知り、む甚東人の爲ず巧を喜ばず入京 
しス巧賄の說の信ずるに足らずしで、漫に S 尹を犧牲にず 
るの早計たることを上言せり。是にがて東人大に怒り、其上 
言をな V 亡國の語とをし、而して献文館は、遂に金繼輝を彈 
劾し V 之を斥け、李山海之に代りて大司諫に拜皆られたり。 
今此前後の巧情を推究ずれば、金繼輝は西人にし V 、李山海 
™ は東人巧而し V 爭論に次ぐに交迭をな V したるも、明かに 
兩黨爭權の餘響と斷をして可也。 
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李錬巧贿事件に つき、 其筋の探憤日に嚴をりしが、巧憲府 
は之につきて、一新事實を探聞过り。卽ち商人張世冥は、李鍊 
の米を受け V 、之を一二尹に致ずの媒介を々せりと！ぶへるこ 
と是也虐に於て、事に託し y 張化長を補へ、之を禁府に護送 
して的證を得わと欲し、訊問甚急 るりき。 而して之が關儒者 
七、證人として召喚がられ、始めて其言を發がし儒生鄭を忠 
の如を は、 峻酷をる强問に菱む で、 死に垂んと过り。而もホだ 
證據を擧ぐること能はざりき。 

然るに、 茲に又珍島郡吏 じし V 、 豫て李錄を怨 める をる り 
き。 此者人に語りス 曰く、 我若し事情を開陳皆 ば、 疑獄忽 にし 
決过むと讨憲巧之を 聞き、 命じ V 其吏を捕へ しめ、 因て お 
V 狀を白 さしむ。 彼 曰く、 李錄米百おを張世實の家に 送り、 一二 

巧二洪東四かを巧 】ニニ 



巧二巧 巧四か爭挽 二四 

尹じ分贈がしは事實るりと。此覺束をき语白にょりて宣祖 
は遂に S 尹を免骨处しめたり。而も張世艮はをだ實を吐く 
じ至らず實じ彼は、鄭汝忠にも劣らざる苛酷の强問にをな、 
答刑を受くること二十餘、殆ど死じ至らむとし V 、而も罪に 
國 I 搬せス自ら謂ふ、實じ化事をきが故に、己れ生を貪らわが爲 
™ じ、人を死地に陪る巧からずと。其信念の堅固をる、頑とし y 
I 色に表はれたり宣祖乃ち、李錬巧賄の事、或は風說に過ぎざ 
ホ-りしかと疑む、終に張世長を放免がり。 

お I 3上の究蚕 にょりで、 結諭を下ず こと 次の 如し。 卽も S 尹 
I 受賄の說は、必竟證據不充分たるもの也。是をなス兰尹の官 
-を免じをがら、而も义、取次者と目せられたる張化長を無罪 
放発となず巧矛盾の判決と謂ふ巧し。然りと雖、判決のす條 
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理を論ずる は、 無用の事たり。故に一歩を進め V 、 か、る判決 
I を巧て鎭定せし疑獄の實情を究めざる巧からず。而して其 
j 實 情は、 東人が稚頭を嬉ぐる時巧に遭遇したるに乘じて、西 
薛 I 人の主要をる者を排斥が わと ずるの動機に基因したる 外、 
國 I 他に意味を きものと 斷言がざるを得ず。而し V " 其動機は、事 
j じ表はれで好果を收め、正鶴を失がずして目的を達したる 
政 I をな て、 判決の理非には關係るくして事鎭を诚る所な 也。 

ず I 上陳 QJ 二 事情は、 沈を補外の制载 が、 毫も效を奏がざり し 
志-ことを 證 明し、 黨爭の濁流は•反て其 S 後に於 V 1 曆洲濫が 
I るを 認知が しわ。 而し V 此爭 は、 更に時代の下るに從むで增 
^長し、 因襲 S 百有餘 年、 遂に能く挽圃ずべからざるに至れる 
也。 

巧 二. 巧巧 田せ巧 S 二お 


Digitized by Google 


Onamal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


•5 二 巧おみ 巧爭韩 ..二.六 

一 葬ミ 編..， 茂少か穿論 
\ 

I ■第一章。尹鑛異說の喝道はいかをる結果を 
辑- 生がし乎。 

阁 I 肅宗朝の元老来時烈と、其門弟尹極との是非の論は若少 
厕波の爭點たりしこと、閔鎭違の奏議を待たずし V 人の知 
-る所也。設誤祿織郎化余は老少の分黨をなて、巧軍に来尹师 
爭 I 弟の是非の論に基ずるが如き卓純をるものにをらずと思 
を惟ずと雖、来時烈對尹極の爭は、其源を乂しきな前ょり發し、 
而も後まで、是非論の摄々を致し\緊要事件をるが故に若 
^少分黨のが究に於ス順序上、先ヴ其內情を開陳がざるを得 
ザ。而 L 遠く其原因じ溯れば、夙に興があ-る重要問題の起 
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りつ \ ありしことを認知ず巧きに未だ深く世人の穿繫の 
I 之になばざるは恨事也聞題とは卽 も、 尹纖異說の谐道 が、 時 
烈と磁との不和に及您し.、影馨是也。今其解决を試わるじ 
絳當り、 

國 I (一) 尹錐學力の，程度如何。 

I (二)尹鑛はいかをる事をま張した るか。 を来時烈はいかる 
\ る地位に立ちし か。 

巧 I (一一 1} 尹捶の夕尹宣擧 は、 尹鑛 といかをる 關係 あ.りし か。 

ぉ (四)時烈は宣擧.に割して、いかを る 態度に巧で しか。 

此四項に夕もて陳辯ず可し。 

\ 二)尹鑛學力の超度如何。 

.尹錦は大巧憲尹孝を.のモ明敏ろる頭腦をおして學を好 

巧互 a まかサを玲 二ん 
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を 3 巧まをホ爭苗 一一み 

めり"今.其學力の程度を横ず るに、 肅宗.の.お年に上.りし討直 
J 李世穂の上書中 顯牌瓣 解」 l」AI 細 左の言を る見る。 

™ 錐早接儒 名、 很得虛譽 、一時名流、 無不與么 親好、時烈初見類、 
I 抵書於文正公采滚吉 曰、 巧到一二 山、 見尹鑛 、與 么論學 、吾輩學 
I 問、 眞巧笑 也、 

文中錫とあるは、鑛の初あ 化。 さ V 此記事の價値 如何。 上書 
提试者たる李世德は、尹猛の巧人を化ば、或は尹銷を撰げで 
I 采時烈.をがへたる形迦 るき モ 
志！ 銀の儒をありしことは言を待たざる所る化 ば、 特に朝邸 
I 會通の懷おおホ 柳群た を擧ぐるまで. もる し。而しスー時の 
>;名流之と親が じして、 其學 力に 服せしことは、時烈が「論大議 
仍陳尹疆事疏骑 U 謂織に於ス上は大度ょり下は韋がにま 



るまで皆之に風靡し*其學を 'w スホモに勝るとるし、其書を 
-傳錄し V "相誰誘ホと當白がしにょりス疑ふ巧くも菱 b ス 
- 而し V か光】 が、 肅宗十年十ろ時烈を懷德のお橋村に訪於 
絳 i たる時の談話筆記を見る に、 時烈自身も 亦、 當1初は尹鎭の聰 
國 I 敏に服し、ことを自白し 、 f 辟秋？！™^養軒义時烈.の「論尹鑛沪 
宣擧疏」中、彼が錐に追隨して、師ちの間に之を稱がしことを 
改陳述せるが がに、 就解^^關最莉時烈が鑛に感服せしことは 
巧爭ふ 巧からざる也"然れば 則ち、 李世德の記事は垣造の跡る 
ちく、 信を晋くにおるものと判せらる、が故に、をは恶に之を 
j 採巧して、尹離はもと、 错 時】流の儒家たりし{水時烈にずら 
I も、 一歩を讓らる、程の學力をりしものと斷をず。 

(二)尹鑛はいかるる事を主張したるか皮宋時烈はいかる 

な一一 la ま々 サ巧 W ミ 
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巧三 fi まかか爭巧 二10 

る地位に立ちし か。 

尹難は其學力に任が V 、 朝鮮開國 3 來 、ホ だ嘗 y 人の試み 
ざりし英斷を、學說の上じ加へたり。巧半鳥の儒學は、其棚源 
を高麗の末葉に發し、李朝を】貫して系統を傅へ、一に朱子 
の註說によること、定ま化り。而して李朝の儒家中、學难の 
，豐富をなて鳴れる人々 は、 李满李巧挪成渾龄を推さ,.るを 
得ざる也。然るにず雞は、常に富が V 是等先輩の短處を擧げ、 
孝宗の初年「理氣說」を著はしス退栗諸貴ををけたり。此著今 
曰見ること能はざるが故に1委曲の批評はをし難きも、時烈 
が是より、難を喜ばざむしは蔽ふべからず。何とをらば•時烈 
は亦是等儒家の正統を承け、殊に彼の師金長生職は、實じ李 
巧の門人たれば 也。 然りと雖、未だ深く離を斥くるに至らざ 
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りし ことは、 孝宗 年、 離が巧官を辭过し 時、 「巧幷が伯夷」と稱 
!贊がしにょり V 知る巧き 化。 

I 然るに、 其後間 もるく、 瓣は氣煩萬 丈、 ホモを攻斥 ずる， の端 
j を 開けり。 而し V 其な巧の事實を檢 ずるに、 余は時烈仍搔に 
與 ふる 蕾諸眠ぉ及其「論大義の陳尹搔事疏当晋馬 i 崔愼の 
I 語錄 、約 飾 W 織 巧^ 飾 時烈の朴世采じ與 る 書測.職が的神 五 朝.邸 
I 會通の懷尼始ホ脯等にょりスな下の四事實を確わるを得 
たり. 

り、 難は朱子の註說を非と し ス已れの見解を3て之に易 
へしこと。 

i 別中庸の葦おを除 まし、自ら 新註を作りて其徒に授けし 
こと。 

第ーニ巧まホ巧巧な ニニ 
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巧】】一巧巧クを巧巧 一ここ 

.け、其著書中、采の寧宗を 3 て、其父の位を奪へ る 人と をし、 
I ホ子の之に化へ たるは、 仕ふべがらざるになへ たりと 
ずるの 意を寓がること。 

^ 遂には、化子と雖、轟む可から ずと 思惟ず るに 至りしこ 

1 . -. と。 

™ 今之を時烈0主義とずる所と化較ずるに、氷炭相容れざ 
I るの差違を示せり。時烈のま義は巧 人 權尙夏観の撰せ し 時 
烈の墓表を讀ま ば、 思牛に媪ぐるもの あらむ。 而 して 此墓表 
にょれば、暗烈は朱すを 3て、 義理の體奥を說^盡してホ餘 
ず所を しと 爲し、後人はロハ之を尊信して、其昏意を闡溝 ずる 
J を專 とし、 書を著は し V 後に傳へ むと 欲ず るは 賛をりと思 
惟せ し化。 時烈は斯の如さ主義の人を るが 故に、尹錐の新說 
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に對 して 大 にお於り。をつ V 鑛を訪おで嚴貴を加へ たり。 鑛 
?は 冷然と して 之に答へ V 白く、 經 傳の奧 意、 豈朱モ獨り知つ 
I 吾輩の知るを碟ざる.ことあらむ やと。默解 f 跳^^ 韻 閒後更 
-に書を送つ V 之を 貴わと 離、 鑛遂に其說を改めざり しかば、 
i 禄烈は交を鑛と絕 y り。 而 して鑛 は、 自ら信ずる所甚 厚く、 己 
-れの巧をな V 禹め下にあらずとを， し、 朱子をなで孔孟を祖 
述ずるにるらず と斷じ、 眼中義理を りて 朱子を かりしこと、 
頭賢傳ふ錄 T 13 飾十に ょりで巧 窺ふ 巧き が 故に、 容易じ其說 
j を變辟ざりしは 怪 むに足らざる 也。 

觸々孝 i 示は在位十年じしで昇遐し、其夕仁祖の繼おたり 
し慈懿大妃趙巧猶存おしか ば、 此火妃の服ず巧き喪に願し 
て、 が烈と鑛との論爭は開かれたり。而し V 余は是をなス只 

«一一一なまクタ巧は 二) ゴー 
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巧 1 一一巧ちクか爭说 二因 

單に學說の衝突のみと速斷ずる者に菱^ず接文藏役の前、 
I東人中ょり分派がし蘭人と、巧來の西人との乳礫は、大に之 
j じ加味せることを明言せむと ず。 何とをらば1西人の傑物た 
韓^る時烈は、孝宗】巧じ重用せ.^^化、|が^«射5^^^^彼の得意 
國 I は、 即も是れ蘭人巧意の時が をれば、 南人の不平は I 日じあ 
j らぞりし時じ當り、孝宗の繫まにをむ、南人の穂鮮は、端をく 
W 尹錦に代表进られス時烈との論爭とるりしことを推知し 
爭 j 樽巧ければ也。然りと雖其論爭たるち根攘とずる 所は、 卽ち 
志儀禮の註疏に願ずる解釋の巧違ょり起れるものなれば、表 
面上は•學說の.一衝突と謂て不可をき也。其雙方の論誠は左 
一の如し。 

1儀禮喪服の硫に、たと，5大統を繼承がし人たりとも、其 
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死後、 ill 年の喪に服ずるを要せざる場をあ-ることを說 
I けり。 諸謂遠 2¢ 今孝宗大王は、卽ち其場合に適を 
I 进るものじし V 、 偷序に於 V 第一一子るるが 故に、 慈懿大 
妃 は、 喪に服ずること一年にし V 巧也’織禁"" 

^儀禮斬衰章の疏 に、 第一す死 皆は、 適妻生わ所の第二長 
者を取りて之を立てボ長子と名ヴくと曰へ り。？^ 巧 加飾 
賊を孝宗大王は次子をりと 離、 第ーモ M 郁 死して么を立 
V たるをるが 故に、 其義長子と舆る所ある可から ず。 是 
I をな で、 慈懿た妃は喪に服ずること S 年なる巧し。 S 扯 S 

强 

I ^ ' 

^ 此論爭 は、 遂に人身攻擊に 直り、 南人は時烈をお V 、 宗統を 
亂し君父を贬ずる者と しス么を罪せむ ことを 請ふに 至り 

第ーニ巧 ちか讶爭巧 一二五 
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がご一巧ちみか爭苗 】二六 

しか ども、 まだ時烈を階る\ こと 能は ずして、 常時の王顯宗 
- は、 眷年の論じ祕 へり。 然りと 離、 是ょり南人が時烈を倒さお 
とずる の 運動猛烈とをれ り。 

韓 此運動は、顯宗の晚年に至りて益 劇しく、 遂に肅宗の世に 
國 入り V 效を奏 がり。 故に肅宗即宗の 年、 十二月十八日脚の南 
天漢等の合臀 は、 首尾ょく王の裁可を吗ム如牌齡純り J 邮诚娜 I 霉劇 
け違？ 完之に 巧して、 四學儒生李世弼等の 
爭 I 上疏は龍斥に ぁ. 6 て， 說^指諸黨 iis 認 iji 李ぉ弼 
ち I は靈光じ酷せられ たり。 是に於て時烈の位置は最早保持が 
I らる 巧く もをらずやがで官爵を奪は化て京外に放たれ、腸 
一^端的相翌年)月德源巧に遠寶皆られ 、同五月、 長聲縣じ移さ 
れたりし が、 猶反對黨を滿足が しわること 能は ず。 鑛 の 計に 



ょりて、 更に巨濟島に移配せられ たり。 是れ肅宗五年一二 巧に 
5して、時烈の-¥十二一歳の春を りき。 

I 時烈の飄けられた るは、 西人の勢を失 >6 たる化故に其辕 
韓領議政にをが b れし許積皮左を議政たりし權大 運、 許禮等 
國 I は、 皆南人たり き。 而して彼等 一流が、 いかに嗦烈を追窮ずる 
I じ 巧々たりし かは、 淸南濁南の分爭を生ずるに至れるをな 
I V 知る巧し とず。 肅宗 S 年 十月 附のが學具論®疏に 曰く、 所 
爭 I 見 偶々儒臣と同じければ人之を目して淸南 といむ、 所見偶 
志 I 々領 巧と 同じければ人之を目し V 濁南と云 ふと。 其 所見と 
I は何だや。他をらず。が烈を罪する意見の緩嚴是のみ•雛№2 
I |邮：：^^彼等は一時烈を罪ずるの緩嚴をなス同黨の分裝を 
おるまでに 狹量と るりし也。 

巧 S おちなザ爭巧 一ニセ 
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巧立 巧 巧み巧爭说 一一一八 

淸蘭派究極の 目的は、 時烈を殺ずに菱 り。 而も濁南 派は、 貫 
I 過雕るるをな V 之に同意せざるが故に淸南の許穫 等は、 先 
ヴ濁南の許積を陷れ V 、 自己めま張を 果さわとがり。 此際尹 
骑鑛 は、 いかをる進路を取りしかを 視るに、 始めは淸南に與し 
國 V 、 後には濁南 じ移れり。 而 しで、 許穫 等は、 遂に其 目的を 達ず 
る能は ず。 許積等も專横の 結果、 久しく其位置を維持ずるこ 
I と能は ザ。 尹瓣も亦遠寶にを む、 暫く失意の境遇に ありし 西 
巧-人をし y 、 l $ 踩名を成ずの地を 與へたり。 而 して 西人がをく 
お j 嘻昔の勢を恢復 おしは、 肅宗六年の變 革、 卽ち所謂庚申の大 
j 飄跋 じあり。 而し V 難は、 此時不祝を圖るの罪に坐し で 死を 
j 賜む、 之に反し V 来時烈 は、 摇±重來 、巨 濟の蕭所ょり召され 
V 京に 還れを。 
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巧上の事實 にょりて、 尹錦は學問上の平和を 破りしこと、 
な其 理由、 幷に采時烈が 之に 巧對せ しこと、 及其理巧を礎む 
ると 同時に、 尹来の論爭 は、 之に加がず るに 西南兩黨の權力 
爭奪をな てし、 一起】 か、 遂に學術上無意味るる扯礫に陷り 
しこと を 解明したり。 

ミ】尹盛の父尹宣擧 は、 尹鑛 とい かるる關係 ありしか。 

.化問題の解决 は、 卽もす錦の事蹟が、いかにし V 老小ノ分黨 
起原に連絡をるかを說巧 ずる 所、 W 也。然るに化問題は、来時 
烈の見る 所と、 ザ搔の見る 所と、 大るる羞違あるが 故に、 先ヴ 
其雙方の所見を 述べ、 次に之を論評 妊ざる 可から ず。 

い 時烈は兹み宣擧を似 V 雜の說に’む醉咕る者と信じた 
り。 其證 は、 肅京十年 十月、 か光】が板橋村に時烈を訪むし時 

巧一二巧ぶホサ爭な 一一一丸 
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巧一二巧ちホな爭お ニニ C ’ 

の談話筆記に時烈は宣擧が離を救護ずるに餘力を遺さく 
ることを 痛言せ るの み をら ザ、 肅宗 十二 一年正 巧 二十八日附 
の 蠢大義の陳尹搔事疏」に 於て、 時烈は宣擧が鑛に豫 へる 者 
の 梟たる ことをを 言し 文 同十五年四月六日の時烈の私記 
に、 鑛がホモを攻斥ずる亂賊をる に、 宣擧は死力を3 て 之を 
助け、 其勢をして益織ならしむと 曰む、 翌月十六自附の朴世 
采に與へたる書中にち亦之と阔意の言ををへ たり。 肅宗十 
五年 は、卽 ち時烈の禍に罹りで死を賜^6し年なれ巧彼は其 
死に至る まで、 幾く之を信ぜし こと 明 也。 

2 尹捶 は、 其父宣擧 をな て、 鎭 と絕 もしものとを せる こと 
は被が肅宗十ー ニ 年 四月四日、 朴泰輔に與へたる 書、 な 同 二十 
五年 六月 十九日、羅眞がに嘗へたる書にょり\し明亮 化、 其朴 
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泰輔.に與ふる書じ於 V は宣擧と雛との關係を辯解して、み 
' I の如く云へり。宣擧は初般鑛と親蕾をりしが、時烈が異端を 
- なで雜を斥くる や、 宣擧は ±がに 事を生ずるを憂む V 、 時烈 
鉛-を 諫めたり。 顯宗元年の禮爭の 後、 時烈 が、 禍ム ありとし V 鑛 
國 - ををくる や、 宣擧 は、 君子ず恕の道に秦らずと して、 更に之に 
i 忠宵 せゎ。 然れど.も雛に對しても赤戒むるに好奇の弊秦る 

政； 

I をなてし、遂に禮爭の後、之を斥くるに至れるをり と。 而も此 
ず j 辯解は、宣擧が錐に絕つの度の極めて薄弱をるを表明がり。 
志而し V 羅哀がに答ふる書に於て は、 更に辯じて 曰く、 禮爭の 
事起る獻德、再度宣擧に書を與へてさを責めたるも、彼之を 
W 聽かざるがが に、 後彼と書を通ぜ ず。 是れ友道己に絕へたる 
也。豈必しも誠駕し簇相絕つと謂はわやと。彼が其父宣擧 

巧ゴ i 組 老少か帶齒 ニニ ー' 
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巧一二 泻 をか好爭巧 m 二 

の錐と絕巧处りと辯解けることまれる哉彼は瑶に是をな 
-て滿足せず、遂には.、其父を目して鑛に黨过りと云ふの說 は、 
I ：時烈が人を陋る \ 策略をゎと进ゥ。其證は、肅宗十一一一年 二月、 
I 彼が羅冥佐じ答へたる書中に、此事を明言妊るをなて亦蔽 
ふ可からざる化。 

总上宣擧の進退に關しス采尹見點の相違を明かに过り。 
I 而して余は、宣擧をおてす鑛を信ぜしもの々りと査定がざ 
るを得ざる•理をは、之を次の S 項に分ちて論證すべし。 
i 1 黃山 蕃院に於ける爭 論。 

ホ時烈が壳或人」の書中、饰 ns 逆 3 SIS こ余は最興 
が患る事實をお出がり。孝宗四年.•采時烈斋 築、 尹宣擧 等、 約十 
人、事をなて黃山に會 し、 其夜書探の講堂に宿したりしが、此 
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夜時烈と宣擧とが、尹鑛の事に關して、一場の論爭を開きし 
I こと是也。化爭論に於て、宣擧は錦を稲撰ずること聖入の如 
く、 其雖奧を窺ふべからずとをし、時烈は難が朱子を攻を诗 
韓る行爲をお V 、 斯道の亂賊 とを 过り。宣擧 曰く、 義理は天下の 
國公物也。錦其所見をなて朱子の註說を評ずるに、何の不可か 
これ襄らむと。時烈日く、朱ず巧後、一理の明をらざる をく、1 

政™ 

I 字の晦きをし萬一疑•ふべき巧ありとがげ、朱モの.書に就き 
爭 I て、 其點を指摘ずれげ巧也 U 置唯意に朱子の中庸を削りて、己 
志の說をな V 之に 巧 ふぺけむや。智一擧 曰く、 是は卽ち鑛が高巧 
に失する過也。時烈怒 V 曰く、 君は朱子を3 V 高明るる能は 
-ず とし、 反 V 銀を3て之に勝れりとする 乎。 且古の巧謂高巧 
とは、 君の云ふが如きにをらざるをりと宣擧 曰く 高明は吾 

第ゴー巧 巧みみ爭が 一言二 
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.お 一二 骗巧ホ分爭巧 i 量 

の失言化。こ化輕賊の致ず所をりとちはむ。時烈曰く、旣に亂 
I 賊と云ふは、輕脫をこれ云ふのみ。春秋の法によら巧錦より 
も、 先ヴ之に黨皆る君こ ミ、 法に伏ずベけれと。 

右跨烈の書備中に見ぇたる爭論は(え筆審自身®經驗を 
記したるも©をること ( b 淚聽の證人秦りしこと ( C ) 李秀浸 
が、 猿に羅畏佐を論ずるの疏 中に、 公然此衝突を巧言社るこ 
™ と ( d 音一擧父子一派は、他®事につきては百方籍解がるにも 
^係らス獨り此事は沈就赴ること等よゎ推し、事實信ザべき 
I ものと判每ざるを得ず。是をなス余は右の書儲によりて華 
j 宗四年の頃には、ザ宣舉が尹鍋を信奉がるものをりと斷定 
i ホ。 

2東鶴寺にがける黑白論。 



前陳の時烈が妾或人晝 、を その「輿尹雜」 書、^* 心^^吗菩尹搔」 
- 書、族1兰、減丸盛 ハ か和叔」 書、 Si が刪 S . S 岂其丹に尹極 
i が異懷川」 書、 順み i げ卿獅桃船^等に ょりで、 余は又左の事實を檢 
辟1出せり。 

國 顯宗六 年、 来時烈 、李泰 之、 尹宣擧等數 人、 隶鶴の山寺に會合 
1 せしこと患り き黄席上に於 V 、 またす錦邪正の爭論は超れ 
政 I り。而し y 靜氣互に抗厲して日隨に至れり。時烈宣擧に謂ス 
爭 I 曰く、必 しも かく爭ふを須 むず、 一言を段て么を决ずる巧を 
お i り。君試に 言へ、 朱子是か、尹鑛是 か、 朱モ非 か、 尹離非かを。宣擧 
I 冥久して 曰く、 論ずるに黑白をなてずれば、離は黑呜論ずる 
I に宴をな V ずれば、彼は陰をりと。己にしで事故るりと稱し 
先 ヴ歸れり。泰 之、時烈に謂て H く宣擧 もと 虛陸、今曰の拜 

第兰巧ま少な爭巧 一一 f 
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巧一二な老 ホず 爭瞄 一兰六 

末だ信ずべからずと。翌年春、宣擧果し.で時烈に書を送りて 
j 白く、所謂黑白の辨は、ロハ論議の上に就て言ふのみして、人品 
I Q 鑑は是れ叉別をりと。 

溝 I .化議論の儀、意志の衝突は益甚くをれり。卽ち時烈は、宣擧 
國 j をなて、一時を彌縫して、其實鎭を信奉ずるものとるし、而し 
政^て尹©側じ於 V は、ホ之が辯解に力めたゎ。今其辯解のま意 
I を探るに、黒白陰陽の說は宣擧ロハ時烈の問ふ所に因て嘗へ 
ず I たるのみにして、素其本意じをらず。泰之が女信ずべからざ 
志 I ることを時烈に謂へりと云ふは、之れ控造の說るりと云ふ 
!に轰り。 If ! 純^拥錦齡四さ化ど化辯解にては、毫も宣擧が鑛と 
i ' 絕でることを證明ずるを裤ず。而して宣擧の死後、尹派の1 
人朴世采が、顯宗十四年、時烈に答ふるの書じが y は、】重の 



中裁說を提起がるを見る。其要は、畔烈をして默恕がしめ、苑 
I 者をして耻をからしめむことを證愚ずるにをりし 也。 

I をの證巧によりて、余は顯宗六年の頃にも宣擧が鑛崇拜 
絳を棄クる能はざりしものとずる論の成立を認めざるを得 
國 ™ ず。而しズ顯宗六年は宣擧の巧より實に四年な前々りと ず。 
が I U 宣擊臨終の時の事情。 

顯宗十年四月十八 日、 尹宣擧死ず るに 當 り、 尹鑛其モをし 
をて會葬がしめたりしに尹搔は之を受けたり是に於て時烈 
おは、 尹家が果して鑛と絕たざりしを認めて之を責めし こと、 
朴光一の語錄 中、 尹搔が時烈を訪 むし 時？針の 問答、 あ時现 
i が桑朴和叔」書 苗：}; 譯社 一一 等によりて明 也。 而して搔 は、 後之 
が爲 に 辯 じ V 曰く、先人 Q 鑛にが け るや、友 道 は 絕と 雖、舊 

巧ミ巧をかか爭巧‘ 二丢 
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お一二巧ちホか爭巧 ニニ八 

證をなておち诚るに豈受けざるの理をらわ やと。趴 「$測 鮮驟一 
^職 此事は、時 烈が後に極を攻擊ずるの一が料に供ぜられた 
る もの也。 然れども 余は、 是 よりも、 宣擧臨巧の時に孽ムたる、 
時烈に與ふるに擬ずるの書を 取る。 化書は1後尹扱が父の墓 
誌を時烈.じ 請 ふ 時、 時烈の滸じ携へ巧き V ， 之を示ムたるに 
よりて、 隱れ るき ものと を 恥り。而 して 其 書中「尹鑛 、許 積 二人、 
ま得斷 3 譲賊 、而 不之容 乎、」の 語るり。是れ 何よりも、 宣擧が其 
死に至る まで、 尹鑛崇拜を棄 V ざりし憑據にあ- 0 ず や。 

な上の S 事實によりスザ宣擧は尹錐を信じで其說を改 
めざりしことを斷じ得べし。 

\ 《四)時烈は宣擧に對 して、 いかなる態度に出でしか。 

惊烈が其主義じ於 V 、 尹雛と氷炭相容れざり しこと、 及'が 
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尹宣擧が尹鑛を推崇.姑し ことは、 前言 ふ 所の如し逞じ於ス 
一時烈は勢亦宣擧を斥けざる巧からざる也。實じ赏 山 書院の 
I 爭論に於ス時烈は直もに宣擧に 向て、 錦よりも先ヴ君こそ 
絳法に伏ずベけれと曰む しは、 明に時规の意志を吐靈がるも 
國の 化。 猜權尙夏の撰がし宋時烈の墓表、な懷お始末^卿？？ 獅齡 
i : 等による も、 時烈が宣擧排巧の事實を髓むるを得べ しと雖、 
"^1 肅宗十二一年正月二十八日 脚®、 時烈が「論大義の陳尹搔事疏」 
爭 I に至りて は、 最要領を禪巧く巧言が-^れ たり。 日く臣不自 量 
お一度、 お 則を身而巧錐矣 、至是 則义除鑛、而斥宣擧」 と。 是によりス 
I 時烈が宣擧を斥けた るは， 糟るる事實と决定 がり。 

\ 宣擧 は 目 に 時烈に斥けれた り。其 子搔 は「隨 ス時烈 に對 
しで不滿 をりき。 ザ難異說の鳴 道が、 時现と宣擧.との衛突と 

■索一二な あか奸爭骑 ニニか . 
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をり、 延で時烈と搔 との 反目に至机る こと 蔽ふべ からず。 而 
I して 時烈がか光一に語れる言 ゃ、 婦«こ^ TOi ! 巧臥^賴 「旣 有老 
少么說 、何事 不 有、 大抵近曰 事、 其源 則、 な痛斥尹鑛么 故、 因の至 
I 化矣」とを白せ.るは、化結論をして 盆 確固をらしむ。 

第二 章？ . S は、采轉烈に對していかなる關 
係を有し、又いかるる感觸をおきし乎。 

尹癒が来時烈に對して有蛛る關係は、誠に淺かに煮らざ 
I りし也尖、彼が時烈の弟子たりしことは言ふまでもをし。今 
I 其師弟の關係を細說ずるに先ちて、血族關係の有無を尋ぬ 
^るに、余は信ずべきが料中ょり、左の事實を權わるを得たり。 
二)搔の妻は權總脯 f 鈴可^ f Q 長女にして、綿の次男惟は、 
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時烈の長女を娶 化り。 

j (二】癒の伯父^の子搏は、時烈の次女を娶机り。 

I 之を更言ずれげ、 (一) 時烈は搔の義兄弟の臭にしで、义 (一 ご其 
瑶 I 嫂の舅たり。今試に搔が尹鷄に對がる血族離係の有無を觀 
國 I るに、 搔の家は坡平の尹氏に し で、鑛の家は南原の尹巧たり。 
が™其出處の差異は、卽ち其家系の差異を表明がる所なをれど 
j も、後權總の次女器疑が、錦のモ義濟に嫁がるにょり V 、姪 
爭1に血族の願係を生避り。されば血統上、扱は時烈及錐に對し 
志て、共に遠き姻戚に屬 し、 殊に時烈には、二重の關係を有け し 
!也。 

^さて癒が時烈に對ずる師弟の願漆は、いかなる時に起り 
て、いかをる變遷をるしたりし乎。之をををずるの好が料と 

巧 S おまか巧爭が 】巧 I 



をミおぞホか爭な 一巧二 

し.て、余は極の「答驅顯道書稍 S 剛献^^趴龄誠前則 W 糾曜^^棚おだ削 
- pss 班；を 取る。今此 書の據る巧意 所よ，り 推算し V 、 時烈に 
-願係进る事件の略譜を製ずれば左の如し y 
お j 1、 搔の幼時、父宣擧 は、 時烈と相知れる•が故に瞎烈は屢尹 
幽^ 0 家に來りしかは、搔は之を待つに斯文の畏審をなて 

政 j がり。 

j r 彼.の二十六主威の頃、愼獨齋 S 器式競.説に就き 
爭 W ス来子節要、な朱子大查の疑を問ふこと菱りしが、愼獨 
堂 齋は、朱子の書に通曉がること時烈に若かずとをし\し、 
\ 時烈を推薦せしかば、彼のハ乂は破をしていよく時烈 
_ に就かしめたり。. 

1、1) 十九歲の春.啤 輪より、 彼は朱子大垂を時烈に授かり 
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數年にして其二十餘卷を終へたりし が 去 だ 業を 卒ふ 
\ るに至らざりき。 

1、 此頃彼の父は彼に敎へて 曰く、 辟烈の突冗たるがは 却 
V 好し、須く其がき所を師とずべし。而も病繫は知らざ 
I るすからずと。而し V 彼は、其病弊が時烈の氣質に 轰り 
I .と推定每 り。 

\ 1、 五十六歲の時指輪彼は、時烈と巧復したる蕾に ょりて、 
I 遂に師弟©義を絕 てり。 

I . 一、五十化歲 0 時！^赖十な ホ、 時烈は彼の父肥^け^抑を辯難 
I ずること 切りを るが 故に、彼は時烈に對して復其號觀 
I を呼ばずして睦川娜 を 巧て稱 し， 遂に其死 諸 凹じあべ 

り。茂2婿 

巧一一一紀ぶ少かホ黃 5 一二 
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巧一二おおかか學巧 一四四 

此略譜により V 、 極が時烈©巧に入りし歲を明じず ベく、 
I 又彼の父宣擧 は、 時烈に敬服せずし V 、、 其短所をも扱に指摘 
，し、 彼をして其師に對 して、 絕對的尊敬のなを起さマらしめ 
絳 しことを 見る 巧し。 而して宣擧は、 時烈の容 る\所と るらず 
國搔も亦時烈に平をらずして兹血族及師弟の關係を擲 も、 遠 
に五十六歲の時に 至り、 公然之と絕 ちし 變遷 は、 亦この暴譜 
政 I によりて、 其要領をお得ずべき 也。 

巧 I 碰が時烈に對し V 、 當和より絕對的尊敬の念をあ诚ざり 
ぶしことは上 疎の如し。而して其父が時烈の爲に斥けられ y 
より、 彼が師に對ずる奪敞の念は益破壞社られ たり。 此際彼 
^は其師をいかに了解しス‘む中いかをる感觸を抱きしかは、 
兹に推究し置くの要をるを 見る。 
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彼は 其 父の熱、むをる辯護者也。是故に時烈が、宣擧を巧く 
八るじ當りてや•彼は師を抑へて父を操げたり。肅宗十年、彼が 
I 友人か世采に答ふる 書^^ 蜘^ だに 於 V 、先人の學は內也、 
I 實也。死翁の學は外化、名也蜘娜邮と扫むしは 其證 とず。父の辯 
護は卽も師じ對ずる懷疑也。而して彼が師に對ずる懷疑は、 
-肅宗セ年の夏、時効に輿ふるに擬がるの 書 程 細密に しで又 
I 明白じ發表ぜられたるものるらざる也。此書は縷 々一一 一千字 
じ垂んとし、彼が胸中の驚を洩し盡して餘驢をきもの\如 
し。巧て余は此善を選擇しで始が時烈に對ずる感願を說明 
I ずる資料の隨一とるし、而して化資料にょり V 左の八霉點 
{を擧ぐることを得たり。. 

(一) 時烈のお巧上に顯はれた るもの。 

巧三巧ぶホが爭論 一四お 



巧 一二が 老 ホな苹驗 一四お 

抵の觀察じょ 化げ、 時烈の、王 張は、 甚分に過ぎ•自則嵩きに 
I 失ず。ま狼みじ過ぐ.るが故に心を虛にして盛を受くるこ 
と能は ず。 自引高きに失ずるが故に人疑を質し V 難を發 
な 1 ずること龍は ず。 之れ名は化を壓 して、 德足らざる所なを 
りとせり。 

0ご接物の上に顯はれたるもの。 

時烈は人を實むるに猛るるを剛と爲し、力を，なて人を服 
ずるを剛とをず。是故じ、人をなめ人に勝つの語話頭に絕 
えず一言の異同、一事の差違も、之を追窮しス平生の情義 
を顧みず。 

-(111) 符驗じ顯はれたる もの。 、 

.をろ結果として門下に絶遮ずる 者、 談論をまとして修身 


0 - 

が I 

を j 
を i 
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の法を講ぜず。朝じあつ ては、 同異が惡をなて親疎を 分ち、 
- 致にをクスは、勢臧を 3 y 相蠻 動し、 鄕驚の風儀は 類れ、± 
^ がの承奉は情に過ぎ人は其威を畏化で其德じ懷かず. 

\ 画)文章に顯はれた るもの。 

\ 1 にホモをまとみるが 如しと 離、 實はロハ其名目のみを 擬 
\ し得 ス、其 囊は之•に似ず文5己れの出思を立 Vi モ 
\ の 言を假るものる り。 故に人は、か抗ずる能はザと 離、 內は 
™ 多く服がず. 

(ま事巧に顯はれた るもの。 

乎をの 樹立は、 大義を晤巧ずるにあるが 故に、 其新は人，む 
^ を吹醒ずるも久くして其實るし這をな，て、雙を淸國じ復 
.する事の如き も、 遂に見る巧きの實事を し。 

.おた 一おをを.巧巧な 一四 屯 
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を 互 巧 おかか 巧巧 一四 A 

(六寅氣質は移らず 

I 時烈の氣 質、 剛德多きが如しと雖、之れ眞剛にをらず。己れ 
\ に克ク能はずして、忿と慾とに制皆らる。故に其病を矯め 
其氣質を變ずる能は夕 
闊 j 毛辜問は誠 るらず。 

\ 人賞-むるければ天理に惇 る。 今時烈氣質の病弊此の如く 

政；- 

\ にして、濡むること能はず。實、心學を爲ず能はざるや知る 
巧 j 巧し。 

志 j (八)結論 

\ 義は天理也。剌は人慾 也。 天理に純るるものはお道也 人 慾 
- を雜ふるものは覇術 也。 を辟烈が其內にをずる所ぶ其外 
に發ずる所、上陳の如くを化 ば、 一に天理にぉヴと 1 五ム可 



がらず。然ば則も、お子瓣わる所の、•王霸並用叢利雙巧を 
\ 巧る、こと能はざる也。 . ： 

\ 祕の眼に映がる時烈は、實に右の如くをりき。而し此審 
锦 I 簡に吐露社し所は、次して無責任のま談にるらず。を彼の旨 
國-ら思惟せる所は、寧ろ此 SS 上にをりし也。其證は诞が羅冥佐 
j じ答ふる書醜が川のま段に於て、時烈の自ら欺き灭を欺くの 

政一 

こ貫狀 は、只 吾輩、 身其禍に當りて之を知ると放言せるに V 知 
巧 j る巧し。彼のむ中己に此感觸を抱く。遂に時烈と合ふことる 
を I かりしは偶然にるらざる也。 

I 第 S 章。伊搔が墓文を来時烈に請むし事に 

就き、 世にいかるる誤傳をる ず。 

巧一二 巧を ホな爭曲 一男 
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巧互が.巧が好爭な ‘ 1 ;, 五 0 

與宣擧 が、 魯，城那尼山み邱.じ宛；地し. は、 顯宗十年四月十八 
.! 日也。 S 六而し V 其十四 年、 子ず 扱、 炎の墓文を師来時’烈に請 
^むたゎしが、文成る に を が で、自己の意に適はず。遂に時烈に 
诏 i 背.くの端を開けるは華實化。 

觀 I 然るに此事. は、 燃蔡述 だに 語る所を C 式之を明に道破が 
政-し人嘗て無し。目わをくんば種國の朋黨一一篇乎。琴諸刊昔 'U 
I 記者は老少分驚の條じ於 V 、韓人の□碑を採錄して左の如 
巧 I く 曰へ 女。. 

忠 明齋 W 舰厨り碑文を師尤蕾なじち ふ。 巧モの亂 、都民 悉 
j く 江都斬^に亂を 避く。 明齋の母亦た巧中に. るり。 江都ホ 
- たが兵の亂入ずるところと をり、 婦人胡兵の爲に巧さ化 
ざ’るもの始んと稀をり。死 蕾、 明齋の母の巧がを記ずる； に 
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當 り、江 都ぶ事、問諸水濱•のなあり。巧齋大に 怒り、 終に師に 
-^き V 樹立ずるに至れり。化時ゴ萊年老むた化ば尤聲に 
I ,.黨ずるも？ S とい.養齋星ずるも® をみ 論とい 

韓 - むしを り。 " 

画- .余は老少分黨の起原が、墓ぶの一條に基けるが如き單純 
j をる もり， i あらず と思芳ずと雖ゴハ此記事が拇々墓文の事 
ぶ I じ接觸がるを喜ぶ. のみ。 さて此說にぶ机巧®の 母は、 仁祖十 
巧 i 四年の靖丘ハの浸入に 當女、江華島に 遁化て淸兵の辱わる 所 
を I とを りし かば、 時烈其墓文を撰ずる 時、 文中に化ハ意を偶せし 
- ょり、 遂に 搔のをを招けるもの \ 如し。 余は此說の 細 謬を 正 
j さむが爲 に、 左の jii 點にク き、 簡單に證明を試みわと ず。 

( 一 ) 旌 I の.妊は猜'兵の辱む々所とみらず 

巧 ミ 巧ぶ.かザ爭お ，ホー. 
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游吉がまもを争が 


一お|1 


{二革怯の擧動を をし、は覆の炎也。 

_ 、(一二}搔 Q 時巧じ請むしは、馈 Q 墓 文じあらず 

I 是巧 

- 

二)搔の母は淸兵の辱むる 所とる心ず。 

燃穀述 r / た祖記事本末、江都敗沒、詢 節婦 女の條 、劈頭 第 
一に、江華志を引て、搔の邱李巧の最後の 事を叙せり是こょ 
化ば、李巧は、甲窜«守を失 ふと顆き、 靴， I が 五 自ら 溢 死がしも 
のじして、 實に最觀の詢節者たり。其 時、 夫宮 S は衞+一の伍に 
をりて、李巧の許に歸り居らず。雨して子歷 は、 年方に九歲こ 
して巧の死の眉擊者たりし也。化て今 其目擊者のを白ずる 
所を調をずるに、實に左の言あるを見る。 

先人勘妙於辭を議陳情 時、 有復 於愼齋 先生»を一歎.白、其 
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時 某、^ を與諸 ± 友聚 、謀 處身么 所、 た妻知奉 急、 遣婢邀 某、某 
- 至、 則 日、お 死於賊木如早 決、 願 一 見而訣 耳、 某不忍 見、 走歸± 
_ 友所、云々、其時先人、す巧 家中、 曲折實與不背所追記者 合、此 
I 其實蹟 也、§ ホ光驰處義之明白木お么尙今了然がふ 目、 而 
I 中 夜泣血者 也 、 sf S 其 U だ日 

I .余は化目擊 者の吿白を否定ずるに足るべき反證を轉ざ 
I るが 故に、 燃襄述の編者と共に癒の 巧 李 巧は、 自ら溢死しス 
i 淸兵の 辱む る所と るりし に煮らず と斷 をがざるを稱ざる 

I 也。 

(二) 卑怯の擧動ををし、は搔の父 也。 

1 添の父宣擧 が、 此際じがけ る進退は、男らしから ざり しこ 
と疑を容れ ザ。 た祖十五年正月二十 一日、 淸兵江華島に亂入 

巧ーニ巧 まか巧争拍 一あ一二 



志 爭 改國韓 
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苗一二がまみ巧爭巧 一狂巧 

ずる. や、 城の蘭巧をずりし權順 長、 金益兼の 二人、 尹宣擧の守 
I 地に 赴ス 共に身.を爐ずるの道を議ホ宣擧 曰く、 古人之を巧 
j ふ者を り、 劉誰是 るりぶ。 二人ぶを然りとし K 其守地に歸り 

I て，自殺し、 減耐邮訓啦針私？邮則齢則^邮齡轉碱贿加又宣擧の妻も自 

I 殺がしこと上陳の如くるるに宣擧は妻と友とじ貴き、名を 
j 宣卜と改め、珍原君李世完の南漢山城^亂齡城に赴くにちむ、 
Ui 群揉誌賦證式難訂 S 指微服して馬を泰くのがとを 
I り、之に隨つて城 g を巧で、遂に其生を偷みしことほ、何人も 
-蔽ふ.能.は.ざる事實化。否宣擧自らも、是ょり廢八と稱して官 
I 途に嘟かず、春.-む學問じ從事せし事蹟は、卽ち心中深く惭ち 
I たるにょるもの.にしで、.目ら前陳の事實を白がせるもの也。 
是に關しス沪搔はおハ父を辯護しス此時必しも江舉に死 



ホべき殖由るしとがり。肅宗ホ年夏玻が友人羅眞化に答ふ 
るの書，及同十一年被が造局に致ずの書に於 V 、巧に之を公 
h 旨し、權金二公は南門にありしが故に、金尙容と共に焚死过 
鋒 j しまでにしス先人は、老親を常漢出に見て死せむと欲した 
國1 るが、概然命を拾むしのみと反覆がり。而て羅良佐ほ、綾上雕 
I し V 更に之を敷延し、宣擧は此時事.ふる所あるにをらず、巧 
j 兵を避て江華島じ入化るものをるが故に、技ハ到むで乃ちま 
爭一るは.ホの常分にして、固より必死の義あるをしと辯解皆り。 
お™.時烈の見點より之を觀る時は、宣擧‘のな讓島に於ける擧 
動は、 破廉耻をりと思惟姑られたるは論を し。 故に肅宗十一 
一年十月 八... 归、彼が 朴世采に答ふるの書中已じ其意を洩らし、 
S 「認 S 、 誌 . S 前 SISSSSS 漂又それより少し 

巧 ご 一巧ちかな等を 一重 
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巧ゴ i ® 巧みサ爭巧 i ハ 

後に朴お采に與へし書肺；訪轉 51 趴？に於 V 、 其死を畏れ 

をを 貪り、 廉耻の性をきことを巧言がり。賦 S 「黨語、競 I 」金 

.縣の語錄にょれば、絲許が.^?譯描^計宣擧の狂華島じ人るや、ま 

絳 I 將金慶徵 、怠りて 敵じ備.へ等るを55ス特に書を送り V 之を 

國 j 責め夕自ら請於で城門を分守姑るものをるが故に、を然亂 

I を避くるの±と同じからザと時烈はい货 、而 して妻に勸め 
政} 

I で促して自烘がしめる がら、 自身は遂に巧皆 ざり し不義.著 

爭 I とミり相諸 S 

お I む上采尹雙方の見解の羞違を比較したるが、是.を當時の 
I 諸記錄 、舟搔 自らの普白に徵し V 推考ず るに、 枝葉の水掛諭 
はさし かき、 其大體に於 V 、 昔}擧時江華脫走の怯に出でたり 
と認定ずるも毫も不可をき也。 



(三一)極の時烈に請むしは、母の墓文にを-^ず， 

I 極が母の墓文を時烈に請 >6たりとは、是化大をる誤傅た 
ること辯ずるまでもをし岩しか、る墓文るりしるらば、畔 
緯 .1 烈一代の遺稿を集めて大成したる二な十五卷？が«がの来 
國子大全中に於 て、豈 之を收めざるの理をあ- s ^わや若し萬一 
i 之を脫皆りとずる も、 當時の記錄 や、 一言之に瓜ぶものをき 
I 能はざる可し。然るに此事の證據 は、 毫ち所見をき也" 

爭 一 さ V 搔が父の墓文を時烈に請む しは、 撒れもをき事實也 a 
お j 崔愼の語錄卷下にも、廊が畔烈の許に來 りて、 其父の墓銘を 
^請むしか ば、 時烈は記して之を輿へたりと見 ゆ。 歲贯逃 誘 
I 若尹搔と同じく時烈の門下生たりし崔愼 が、 自其見聞を 
記せる をれば， 亦疑を容る巧からざるのみる るらず、 「懷尼な 

巧 I 二巧 まホサ爭好 一量 


Digitized by Google 


Onamal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



忠•爭 政國お 


Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


巧) 二 巧ち かサ巧 M I 五八 

復 J やに敕めたる扱の蕾中にも、「先人銘文」の語巧々に見え文 
朴世采の時烈に答ふる書利峭趴.け I 銭 t がミにも、「魯丈褐夕の語 
爲ゆ。廷 I 諸 g II S . が斯の如くに列擧しホらば、殆際暇も 
るかる巧し。 

3 上の純巧に ょりて、 靖國の朋塞に採錄したる、老少か黨 
起原に關ずる傳說はがと 母と をお同が るを知るべき也。 

第四 章。 何故に尹な は、 其父の墓文の 事ょり、 

ぶ時烈に背くに至りし 乎。 

余は 前に、 搔が父の墓文を時烈じ請む 夕 成るにな'ぴて 、自 
己の意に適は ザ、 遂に時烈じ背くの端を開ける ことを 白く 
り。 是化おが時効に 款 ずるの口實 とを し、所，るるが 故に、 更 



忠爭 が 图链 
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に其委曲を開陳がざる巧から ず。 依て 余は、 

一二)時烈の草社し宣擧の墓义とはいかるるものをりし か。 
\ 01) 盛の意に適はざる點は那遽じるりし か。 叉彼は之に關 
I して、 時烈にいかをる交渉を重ねたり しか。 
i (一二)時烈はいかをる考をな て 墓文を草赴し か。 

I 此 S 問題に分ち V 辯巧ず 巧し。 

二)時烈の草がし宣擧の墓文とはいかをるものをりし 乎。 
^ 宣擧の墓文は、國朝人物考卷兰十五絲け*にも之を錄 し、又 
I 采モ大を卷百屯十九^?!た計姊まにも之を收 めたり。 尤是は 
1最初顯宗十四年に草诚し原禱にぁ-^^ずして多少の改寮を 
I 經たるものなれ ども、 其大體に於ては大差る き也。 文は無慮 
二千六百屯十六字ょり 成り、 筆を宣擧の巧に起し V 、家系ょ 

なご一巧まか丹ホ設 一五九 



劳互 巧ち ホかず 巧 H ハ 0 

りを歷じな巧筆者自身の宣擧をがれる 事ょり、 朴世采の狀 
I 文最當を得たるを說 き、 遂に其語を 引用して 宣擧の性行を 
j 贊 し、 之に 倘 ずるに家族の記事を 巧てして、 銘になべ り。. 

絳 i . 么をを體ょり觀察 ずるに、 毫も宣擧を識るのぶ字を見ず 
國 j かの江華の腑走を叙ずる處の 如きは、 極めて筆を 省き、 嘗て 
I筆者自身の所謂圧 都俘聲 のが 言 隻語を 顯はさず否、 其自^ 
宣擧を知化る事を說く處 じ 於V は、 「公を知る詳 にして、 公に 
爭服 せる 深き者、 余に 如くを かるべき 也、」と 白へ る 程を りとず。 
お j 唯其德を叙ずる處に まりては、 老病をなて措辭ずる №3を 
I 知らず とし、 燕に朴世采の書せ し状 文を假り來 りて、 始めて 
- 百方稱賛の辭を呈 せり。 而 して 其銘の結末に も、 「今お 何人、3 
褒な彰 、允 矣玄 お 、 g 轉酣極其摹狀 、我述不作、 竭此銘 章」、 の巧をな 
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志；爭 致：困韓 


V 筆を擺したり是をな V 之を觀れ ば、 たと戊宣擧を識 るの 
語るしとず るも、 宴.擧を稱撰す るは、 亦筆者の誠意に覆らず 
と 判を がらる^は、 豈謡妾の見解 をら むや。 

(二) 跋の意に適は ざる 點は那邊にあり しか。 又彼は之に關 
して、 時烈にいかをる交渉ををしたりし 乎。 

時烈の草皆し墓文の初稿は、搔にいかをる感を與へたり 
し 乎。 言ふまでもを く、 搔 をして、 時烈は宣擧に薄しと思惟が 
しめたる 也。 而し V 扱が此文を得たる 時、 時烈じ答へたる書 
の 句、 後世に傳存せる が故に、 是れ當時に於ける搔が-む中の 
秘鑛を開披し得べき、何ょりの巧が料 也。 而し此書の胃頭 
に於ス極は果して、時烈が世采の語を引ける行文を非難し、 
時烈は宣擧平生の事を知憩しる がら、 今朴世采 の 言此の如 

某三提 まかサ爭韵 一六一, 
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巧 s 招 ちかか爭酪 ミニ 

しと 言ク V 、 己 化知らざる如くを るは、 人情に遠きにあらず 
I やと 公言が り。 是化素ょり捶が此文に對してすずるる第) 
點 也。 

链 余は更に化書簡を精査して、搔が父の墓文を時烈に請む 
H し所巧及其を成りて、最初の期望に反せし所3を考 へ、 之を 
j 左の諸點に歸 ず。 

政 I y 時烈は大儒じしス搔の師たりしのみをらず宣擧ホ之 
爭 I と講質の謡を有せしこと四十年、宣擧平生の事は、時烈 
お I Q 知る所をるが故に、極はち人朴化采の草せし狀文を 
_ 3スをれりと过ず更に時烈の有力るる筆を假りて、ハ乂 

ノ 

W の事蹟を不朽に傅へむとし、强に其墓文を請むしもの 
をる事。 
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志爭 な國错 


け、 をの結果と しで、 搔は敢て巧方赞操の辭を要求ず るに 
I あらざる も、 時烈が深く宣擧を 知り、 其舊ち知己と して 
I . 緣大の華を 挿む、 なて宣擧の人物を大 るら しめむとせ 
し 意を りし事。 

I 3支成るにあがてをを見るじ、時烈が自ら筆を下し、巧 
j は.な槪言に避きずもし宣擧平呂の論議時烈と合はざ 
りしをらは、某事々々は巧合はずと明言がば、幽明の情 
I 義に於て巧ぐる所をきに、巧碟然と書き流せるは宣擧 
I を疎外したるものるりとスおの豫期に添はざるもの 
たる事。 

I 4、凡そ他入の言を引用ずることは ' {a 窒く死をを知らず 
して、他の人の說の信ずべ聋時、么じ據りてて赞を爲 

兒一二《 まゆか爭 ar 一六一二 
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巧三な 芝ホな爭論 一六巧 

ず場を ( b 受は棲人敢ザ自ら擅じ吐ずして、先輩の言を 

I 籍りて重きを爲ず場をたるべきに今時烈 は、 死者を知 

ら"さるに あらず、 而も淺輩たる化采の語を籍れ るは、 是 

j れ引用當を轉ずして、义宣擧を疎外がるものをりとス 

_ 扱の豫期に反妊る 事。 

\ ) 

み世采の狀文をなて足れりとずるをら巧更に時烈じ义 
を請ふの必要る きに、 今時烈は反 V 世采の狀文じょり 
i て言を立つ。是れ豫て其、希望せし所にあらざる事。 

な上正確をるが料の雜究にょりて、極の意に適はざる點 
I は那邊にるりしかの疑問を氷解し得たるを なて、 是と連絡 
-せる次の問題、卽ち極は時烈といかなる交涉ををしたりし 
かに夥り V 1言ずべし。 
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あに引用が る 書簡扛 共に， 雜は义直じ墓文の改訂を 時烈 
I に請へり。是を顯宗十五年の事とをず。而して其改訂は、成る 
ベく多からわことを希望过り。然るに時烈は、五巧十八0脚 
の圃答に於て、墓文の辯解を をし、 我見識實に及ばざる所あ 
るが故に敢 V 容易じ說を立てぞりしるりと云货、又中ん朴 
I 世采令尊仰ずること喬嶽の如くるるをなて、其語を假り^ 
說ををホは赤宜からずやと挪輸し、扱の要求に應がわとせ 
ざりしかば、搔は直ちに第二回の蕾を送り、尋で又第 S 回の 
書を星したり。而 して 此兩回の書は、第一画の書 意を な 覆赴 
I し達でにして、斬提議あるを見ずと雖、墓文の原稿に つき、 所 
^々に畿標を附して遐したるは、最其焦慮の糜迹を觀るに足 
る巧し。是に於て時烈は、ロハ其脚鑛の處を改めたりしが、其他 

巧 S お をホ巧爭松 こハに 
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苗三巧 老少サ爭汾 一玄< 

は巧然とし y 筆を加へざ.りき基托年似十月二十六目也が 
上は皆顯宗十五甲寅年中のぉ來事に して、 余はおに之を總 
稱し V 、初度の交涉と云ふ。 

I 巧度のを涉は、何年の後に開かれし乎。肅宗十年五月十六 
I 日脚の雜が時烈に菩ふる書を點檢ずれげ。巧展の年、卽ち肅 
宗二年に開かれたるを知る巧き也。而して辟魏は、前の甲寅 
の年十二月をなて南人の爲に陷れられて京外に放たれ、翌 
j 肅宗元年正月に德源府に費せ-れ、同お巧長譽縣に移され 
j たり。故に化度の夕涉は、時烈が配所にをりし時をるは言ふ 
I までもな し。 而して化巧涉にがス搔は及時烈に書を送る こ 
一と一一一圃じなベり 。？ U 卽邮邮邮觀韩卸 ii « が^け一其第一回の書に 

が V は宣擧の靡に絕たブと評诚らる\事じつき V 辯解を 
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試み、遂に改文を望わの意を述べ、第二書、な第二一書は、各數巧 
-の歷文にして別に 緊 嬰の語ををへ ず。 ロハ時烈の書に割ずる 
- 艦答辯解に過ぎざり き。 葡し V 化度の交渉に於. では、 朴世采 
は一方をらざるが力を搔に輿へ、書を時烈及搔に往復せる 
のみるらず叉墓义の數箇所に附鑛し V 、 時烈に注意を與へ 
たり。而し V 時烈のなに答ふる書ち褐义は姑く和叔雌錦の 
™ 議ずる巧じがり、己に訂して築に報ぜぶと 曰む、 I 譯謂讀 一 
I 义化采が時烈じ答ふる書中、褐义修改を蒙わる所ありしを 
j 謝せるの言煮るに徵处 ば、 訓却城純^其改黨みる所るり 
しや明か也。然りと雖是れ皆字句のまのみにして、其大體の 
I 構造を變にたりしにはをらざる也。而し V 余は、 此際に於け 
る搔の書簡を據し V 、 己に時烈に背くの端緖顯然たるを見 

巧兰巧まホみ爭巧 i 
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る。 卽ち彼が世采じ嘗ふる 書中、 明に時烈を罵るの語を 含み、 
™ 搔が時烈に.對ずる惡感情は、肅宗のよ年を待たずして•若草 
I 己に此時の 書中に、 同意の語氣は表 はれたり。. 

緯 j . 第兰度の交渉の起れる肅宗四年戊午の歲 にも、 時烈は猶 
國長著縣の配巧にるりき。而し y 書をおに送りて、穩るらざる 
語な あらは、 更に之を改むべしと曰へ り。 意に於て、なは又世 
采に面談し相共に詳量し で、 墓文に附鑛 し、 年の九月をな V 
爭をを時烈に送 化り。 此時扱が時烈に與へたる書を見る に、 脚 
ぉ鑛の處 は、 專ら®ホの意に隨むたるものにして極の願ふ所 

-は、 更に全篇の改作にるりし 也。 然りと雖 、時烈 は索ょり全篇 

\ 

-の改作に意をきがが に、 此熱望の遂ぐ可からざるは明るり 
き。 果がる 哉、 其翌年大月、時烈の改黨し V 送りおたれる もの 
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は其數箇處の語巧を雖めたるに媪きざり き。 而しで時烈 は、 
I 此年の一二 月、 巨濟島に移配进られたるる机ば、此墓文は長濟 
I より送り來りしものるりと ず。 

な上の調查によりス極が時烈と交涉したる顚 ま、 及び靈 
I文改作の初志を果ず能はざりしことを了知寸 巧し。 是をな 
j V. 搔 は、 肅宗十年五月十六日附の時烈に菩ふる書に於V亩 
M 二改 むる を許ずの敎巧す誠に歸ず」と嘆じたる，も、觸然 じあ 
j ら ず。而して 彼は更に此書じ 於て、 時烈が宣擧の家事を 發き 
j ズ禪 たりとがゎと難じて、 せより師弟の 間、 實じ 此の 如きの 
I義 ろしと 憤れり。彼が肅 i 示十 年より 遂に時烈に絕 てりとい 
一へ るは、 是が爲 にして 、I を黃景源が尹得和の神遺碑に極は 
時烈が草せし墓褐じ蠢 りて、 書を船り V さと 絕クに至りし 

巧一二 毎ち をみ 爭な 一六 九 



巧一二 巧 まか巧爭巧 一さ 

ことを書が しも、 原 f 嫂飾が®決して誤謬と一去ふを得ざる也。 

^ {一二)時烈はいかるる考を3ズ墓文を草妊し乎。 
j 他人ょり觀察したる墓文觀はが上縷述诚る所にょりて、 
巧 I 思半に過ぐるものを-^む。然机ば則ち筆者自身は、いかなる 
國 I 考を3で之を書きしず。先ヴ時烈が墓文を草ずる時の狀態- 
I を觀るに、朝野會通当の懐お始末は、尤霉年譜を引きス最輿 
-啄菱るを白をを进り。卽も時烈が、最初褐文を作るの意をか 
爭 I りしこと、世采に責わるに、其狀文賛揚に過ぐるをなてせし 
を I こと皮世采が種々調停のホ、漸く時烈をして、をに廳じてを 
~を草ずるに至らし めし 事を叙がり。是れ頗肯蔡に中化る言 
一也。さて時烈 は、 何故に宣擧を賛揚ずるを好まざり乎。化問題 
を 解決せわと欲蛛 ば、 势宣擧の性行に立還らざるを得ざる 
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バ 宣擧の性巧 中、 瞎烈の拂斥过る所は何をりし 乎。 仁祖十五 
-年 正月二十二日の 江華脫走の事 乎。 此巧爲 は、 時烈をして破 
鲜 j 酿耻をりと思惟せしめしこと前に論證畦る所の如し。然り 
國-と雖、余は是を なて、 時郝が墓义を草ずるに臨みで、宣擧を贊 
I 揚ずるを巧達 ざり し原因とずるにるらざる也がとるらば、 
が j たと於脫走の事は破廉耻をりとずるも、其後じ於ける宣擧 
爭 - の擧動は、時刻をして滿足过しわるものありたれば也。之を 
志 j 墓文じ徵，し夕之を諸書に照をずるに宣擧は此後、意を科擧 
I に絕も、ムをお理の書に潜め、愼獨齋触の巧に入り V 師弟の 
一義ををみ屢徵さるれども官に就かず司憲府持平を拉てち 
さる\ になび V 、自ら 死罪の臣と稱 し、 江都の事を力疎し V 

巧三探ぶをな爭韵 玉 
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政 V 之を群し、遂に其死に至る達で就官の招に應ぜざりし 
!ことは、時烈をして前固の過失を償ふに餘をりとし V 、其交 
I 愤を保持せしめしは事實 也。 朴光一の語錄 に、 時烈の言を記 
捉^して宣擧が善く死生の際に處ずる能はざりしは、必しも深 
國！ く罪がずと日み^!妍^1性剛顶^ャ韓元震の記述じ、時烈を評し 
な I ス宣擧が江華の過を悔いたるが故に、許交がることを陳辯 
1せるのみるらず賊辭^^倍隱^^十時烈自らが其死に臨みで朴 
爭-世采に與へたる書麗が^解五にも、宣擧の嘉言菩巧あること 
志™を言へるは、何れも之を確定ずる馈をる證據化。 

„ 故に1余の立言をして避をしとずれば、畔烈をして、宣擧の 
I 墓文を草ずる.に娜願せしめし眞の原因は、江華の脫走な外 
じ求めざるを得ず。而して其原因は、墓文中にがて、一言半句 
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も說きなげざりし、他の事實たるを認知ずるに難から ず。 是 
j 卽も宣擧の尹錐に對ずる關係化。^^を誠に彼の尹鑛崇拜 
I は、 時烈が宣擧じ快からざる唯一の原因たる. こと、 朴光一の 
韓語錄に時烈の言を錄して宣擧の鑛を救護ずるを異端とし 
國ス 耕巧进ざる巧からずといへることを記し文肅宗十 S 年 
正月二十八曰附 の、 時烈が「論大義仍陳尹極事疏」にがス宣擧 
I は 朱子の所謂邪說害正の人なるをな V 、 之を攻巧ぜし所な 
爭 I を陳辯姑る は、 ょく么を說明して遺憾るしと云ふ巧き也" 

志 時烈の‘宣擧を排斥过るは斯の如し。而して匙に時烈が其 
墓文を請は於たる時に、益不快の念を惹起したる所おのも 
i Q 猶一轰ゎ。卽ち極が、其著にか\れる宣擧年譜、及其父臨終 
の時に草せし時烈に與ふるに潑ずるの書を出して、墓文を 

巧三おちをか爭稱 I 古二 
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巧一二祐まみが爭〇 1 A 巧 

ホめたること是なりとず。而して其時烈に與ふるに擬ずる 
I Q 書に於て は、 鑛を3 V 議賊と斷ずるを得ざるを明言した 
るのみるらず、年譜には鷄を推尊して曼は生知に隣ず」と稱 
薛撰过るが，故に、之を示して時烈じ墓ぶを請ふは、偶々なス其 
國 不快の念を煽動ずるの み。 而して宣擧の死は顯宗十年をれ 
ば、其時烈じ與ふるに擬ずるの書は邑に起稿の暗ょり四年 
の歲巧を經過皆るに、是建で秘して人に示さず今に至りス 
爭-其年譜と共にをを時烈にをしたる は、 是れ扱が南人與難等 
志™の早晚势を得るじ相違をきを看破し、異日の地ををずが爲 
には、時烈の怒を貫ふも敢て意と诚ざりし也といふ說の起 
I るも赤觸然じをらざるを見る。 

な上の調査にょり V 、 余は時烈が墓文を草ずる 時、 鹏中葦 
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意をおがるにあらず し V 、 强て之を巧へ、薛勃たる不快の念、 
-之を漏 さむと 欲し V 漏 さで る狀態に 煮りしものと認む。 
™ 然らば則ち宣擧を稱撰ず るの 實 、ミの 文中に顯はれ ざり し 
I は、 素ょり然るべき當 也。 

第五 葦。 何が爲に金益 動は、 諫議怨恨の中私 
とを りし 乎。 

前數章にが V 、 余は采尹兩人の隙を生がし事情に就きて 
研究ずるところる りたり。 而して此隙をしズ大 るら しめし 
のみ をらず、 時烈をして多くの年少輩を敵として爭ふの止 
一むを得ざるに至らしめしこと又起れり。今其の委曲を陳が 
わと欲が巧勢モ戍©上變孝件を解明せざる能はず而して 

巧兰紹 まかか爭韵 1 A 五‘ 
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其の事件に於け る 金溢獻の 位置は、 最究査 0價値燕る もの 
I 也。 

肅宗八 年モ巧 十月二十一目、 前に ハ使金體 、變を 上 化り。 是に 
緯ょ 化は、 許靈 、許 撰 等、 李德周を巧て謀 まとを し、福平君姪を推 
國し て位に卽か し めわと し、日 を期 し て宮廟を き、盡 く將 相 
心™を殺さむ とずと 云へる 也。 さて金縷 は、 いかにして か、る隱 
j 謀を探知せ し乎。 探價の 手段は、 實に興味 ありし 巧初め肅宗 
爭 A 年の科擧に當 り、 無名の答紙に變を當 ぐる もの あゎ、 S 計 
志^綱；^醜^^针.岐試驗官證議のお、國家の重大事件に關ずるを 
j なス堅く封じ V をを密啓皆り。肅宗乃も、金錫育じ命じて探 
- 索が しわ。 時に金媛は西人に し V 、 而も 南人の手にょり V 官 
を得た る 者を るが 故に最偵察じ便るりと し、 錫 育师强 陰に 
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之を招きて命を傳へたる に、 樓ぶを固解せしかば、若し命じ 
- 從はずば斬る可しと脅迫し、遂に其偵察の方法をおへて之 
I に從はしめたり。其ち法とは次の 如し。 許璧 、許窠 .今ホに龍山 
I じ 在るが故に、汝往 V 其隣家に住し、深く之と交る の 後、共 じ 
博奕を 試み、 其勝敗の 際、 試に謀して人の國を 巧るも此の如 
I くろる 巧しとちむ、微に其顔色を觀る巧し。彼 もし 睹わのを 
I る くん ば、則も同寢密議、共數をで其眞僞を察ずべしとミ 
ふに るり。 媛危みて 曰く、 彼に叛意るくして、反て 我ょり おを 
i 頗動ずるに類ずることをらば 如何。 錫腎 曰く、 都て 我の知る 
I 巧をれば、 決し V 憂ふる勿れと產じ之じ おくる じ銀錢をな 
1 V し、 龍山に赴き V 探らし めたり。 煙其言の 如くせ しじ、 許 重、 
許攘果して共じ應ぜ しかば、 直に之を錫 詩に報じたり。 

巧三指ちかか爭巧 ーミ 
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.錫腎是じがて文柳命堅を探索がしわ。然るに，曠もと命堅 
;一を知らざるをな て、 其親戚のを翊戴と交を結巧其動靜を窺 
はわと欲ず。旣にして錫時事をな V 化 京に 使ず るじ會がし 
かば、偵察の一件を、御營©縣金益動に託して赴けり。益動、懐 
をして、急に命堅の消息を、探らしわ。德乃も潜に翊戴に之を 
問 ふに其甲ちを製ずる位の事に止まり、ホだ的確の證を得 
I ず。 之と 词 時に'义李德周の擧動を も 偵察せしめしが、是亦ま 
I だ證を擧ぐるに至らざり き。 然るに、忽焉として風說は傳播 
I けり。日く金膽不軌を謀ると。益獻乃ち煌を 招き、 急に變を吿 
i げしむ。懐大に懼れ、證動に請む、翊戴を 執へ て共に變を告げ 
むとし、音に乘じて翊戴を執へ、之を內室に導き V 脅しズ曰 
く、 君我と共に急じ變を皆げな ば、 大禍を兎る\を得わと。翊 
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戴黯かずし \し 曰く被命堅 もと 鑛狀 をし、 吾何ダ誕をすベけ 
むやと。然りと離、事巳に迫りて猶豫ずべきにあ.^ざるをな 
ス碟 、謠獻じ 謂ス已れ先ヴ變ををげ姑く翊戴を囚へ V 、 後其 
事を霉問がしめ たり。 

變は己にをげられたり。許靈、許碟 は、 法に服皆り。膺は動臣 
とるりたれども若し翊戴を法廷に引致し V 、 的確の證をし 
との皆白に遇は V 、己れのがとをる巧しと思惟し、遂に翊戴 
の事を援引が ざりしかげ、 法廷ょ.り翊戴を召喚ずるの令狀 
は、 猶發诚る\に至らざりき。益動乃 も、 載判官金壽恒に吿 
ぐるに其事を . lij て过しに、御命义は罪人の招辞に出ヴるに 
をらザん ば、 引致ずるの法をしとのことを りき。 旣じして金 
錫巧國に歸り、 同く 戴判官と るり、 乃.も益動に謂て 曰く、 兒房 
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に赴で密臀せば則ち巧るりと。齡？！邮喊濡動曰く、吾もと不文、 
W いかにしてか啓文を草诚むと。錫寶依て自ら啓辞を草し V 
i , 之を與へたり。是に於ス翊戴は引致げられたりしが被は煌 
i Q 功臣とろれるを見て、之に傲はむとし、强て柳命堅は叛を 
i 謀ると告げたり。然りと離、命堅をおへて純間ずるに及び、證 
I 據不充分をりしを3て、翊戴は反て殺されたりき。 

な上の記事は、もと江上問答に 出で、 而して燃黎記述許お針 
犯齡设」 朝骄會 通、 難た がに 「齡 な靑野護輯.处敝 「S 赋 M 測™」啸纖等の 

I 編者の、共に引據せる所也。江上問苔の著者は、卽ら鴻儒權尙 
:夏酸^巧にし y 替時の見聞をるるが故に、記述な下の諸 
編者の、之を憑據と过るも亦宜也。然於ども、猶其眞僞を確め 
むが爲に、此時の法廷にがける白狀錄を調査ず巧し。を刻戴 
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は、 組問の結果「皆是離固と自なし、肅宗九年正巧二十九日を 
I な V 、死荆の昔 I 皆を受けたれば、金益動の兒房密啓^ t ぷ^邮帥訓 
訓邮則綿に、「命堅之事‘尤爲可疑、」と曰 >6しは、命堅にとり 
ては氣の毒の次第 也。 次に許靈の自白によるに被が李體等 
I と韓壽萬の家に會 し、 凶讓の端を發せしは事實 化。 旣じして 
又金繪の家に赴き、謀を通じたるも事實 也。 而して李德聞を 
むて讓まとし、福平君を推戴ずるの議は、實に懐の發言をり 
しが如し。又許嘆の自白によれば初め許望より隨謀を漏し 
たる靖、まだ之に應ぜざりしが、再度雲より此事を反覆せし 
時には、 已に謀議決を诚るを 見て、 其諫じ參ずるに至れり と 
i : 云へり。 而し ズ李德 周は、 眞實果し V 化 謀に與りしや 否やは、 
礼閒中死が しを なて確證を 得ず。 福平君は、別に輿り知れる 

第ー ニ 巧を ホか爭巧 一八) 
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迹をしとで拿捕诚ら化ざりし也が上の事實にょりて之を 
I 觀 机げ、 江上間答の記事は、別に擋造の迹 無し。 依て 余は、 捶に 
巧の結論を下さむ とず。曰く、 金權の上變 は、 稍敎暧の嫌をき 
にあらざるも、 許靈、許溪 等、 己に凶謀を藉 へしこと を化 ば、 金 
錫 胃、 金益 動は、 巧ろしとちふを得ず。然りと雖 、兒 房の密啓に 
j 於て、 金益動が謎齿の謙議を受 くるは、をく 理もをき じあら 
i ずと • 

\ 余は 今 化緋議を開陳ずるに 先ち 金 盛 励が、數年な 前ょり、 
I 1部の人±のな目嫉視を蒙りし巧情に就き V 、一言せ ざる 
I 可からず。是ょり先き肅宗六年、^^輯^^雜巧謂庚申の大飄敞 
i は、 西南兩黨 のみ 戰の結果南人一敗地に塗れて、六年銷化の 
西人をしス巧郎雄飛 赴しわるに至るの關錦を りき。而し V 
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其瓢驗の藏因は南 人 凹謀の露韻に 麦り。 5趴 I 極獅^觀 TIf 職 

f 即 "謂 SKI'ISSIII 苗誤 ssl^s 过 sit 群 S 

造若 I 誌 ssss む加？社5 W 諸^も 其凶諫の露顯 は、 年 
の S 巧鄭元を李元成 等が、 金錫 胃 等に ょりで 變を上りしに 
ょ. 机る 也。 是を なて、 諸賊の法に伏ずると同轉 に、 金觸寶等六 
人が、保社巧をに錄 がられたるは、 偶然にあ.^ず。尋で八ろ李 
元 成は、 鄭元老等の犯罪を追皆ずるに及がス元老等は誅に 
伏し、 金益動 等は、 其十一月を な y 、 動巧を追錄 がられたり。 今 
其理由を 葬 磐ず るに、も. と鄭元老は、天文氣象の術を な V 話 
堅の黨の密客とをり.しなれば、必ず閱謀に參がるならわと 
は、 誰し も 疑ふ所な りしが、 之と栖知れる金萬基 .I 福 


共に 

ゴら 


れ 


が、 遂に其秘密を聞く じ 及び V 、 之を金錫巧に通じたれば、 
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巧一二巧 まかか爭路 1八巧 

元老逃る\能はざるを知り、先ヴ發し V 變を上らわと欲过 
I しが、ホだ禱踐してがずるに至ざゎき。化時金益動は之を 
指臟して自首がしめ.たる事實じょり、諸賊法にがして功を 
定むるに當り破は準動•を轉たりしが、八月の追吿に、鄭元老 
誅社.^る、に及が、遂に正動を錄皆られたる所な也。鶴；^ 1.^ 
K 心篇碰 I 叢が 15'^:;; 基 i 苗 I 訖則 S 詳金錫宵及金 
.益動は己に巧繼で動功を錄妊られ、幾もをくして、錫哲は右 
議政に昇り、签動は御 M 呂の將とろ化り。苦發の成功は衆怨の 
™ 集注を意味ず。彼等の身邊には、たとむ元動の威力之を擁護 
^ずるをらわも奠對方には、南人の醫憤と、事を好める、否、寧ろ 
-後日の謀ををさむと'ずる、西人中の少輩の動搖とは•反動の 
伏線を作りつありしを忘る巧からざる也。 
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金益動の偵察方法と、其兒房の察啓とは、此伏線を剌激し 
™ スー派の攻擊を勃發せしわる©導火線とるれり。故に、たと 
I >6此讓隙るくも、庚申な來不平を抱ける者は、旣に庚申の元 
薛 I 動を排斥がむとしつ\るりしこと、實に趙匡漢の上疏中に 
國曰へるが如くにし.邮「激|、^難^郝動贊訂元動 Q 1駭は-皆 
其敵たりしには相違をきも、特に金霜動は、其な擊の矢先き 
じ立つの境遇に陷り V 破の】身は、宛然權力爭奪の好解じ 
課供皆ら机むとずるに至れる也。是をなて年少輩は、棲日の地 
おををさむが爲に、彼を追窮せわとし、彼の先輩は被が國の爲 
I に盡寸の情ょりおでし.輕擧をれば、深く尤わ可きにあらず 
一とし、茲に老輩と少輩との間に、調和ず可からざる一種の傾 
向ををじたり。大事編年肅寒祀龄化 f 娜齡雜にが時の事を殿 

. 巧一二巧 巧み巧專 A 一呈 
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し V 、衆怒遇め雛しと曰へるも、實に誕言にあ^ず。而して之 
I に關離しス来時烈がいかをる猎置に出でたりしかは、最注 
I 意ず巧き問題をりと ず。 

第六章。ぶ時烈 は、 金益動に對しでいかをる 
措置に出でし乎。其理 曲、 及それょり生咕し 
結果如何。 

金益動の位置は、日一日に危くるれり。彼を責わるの戟は 
髙 まれり。 校理錦泰 東は、 益動平生の巧爲を發き、此無狀巧鄙 
の入を して、 御營大將の重巧を帶せしわ巧からずと難 じ、 副 
i 學趙持 諭、 司諫吳道】 等、 义追動と謡獄とじな對して、劇烈の 
議論を持したりえ然りと雖、俩れも其目的を達ずる能はざ 
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りしが、議論は容易に鎭を地ず肅宗九年には、持平朴泰維、愈 
得一等、同盟し V 益動を斥け、之を目ずるに、人を脅かし人を 
誕 な、 自ら吿首とをりて巧を貪る者とをし、速に遠黨ず巧し 
と論ずるに至れり。是時に當りて、来時烈は、己に巨溝の配所 
ょり召還せられたりしが、.^綿今や此老先輩の周圍には、益 
動問題の解決を求めむとして人は集机り。 

當時.の見聞者たる權尙夏の言に ょれば、 酸糾辟烈は化 時、 
城東の騷江 にありしが、 肅宗 、承 旨を遣はして其入城を促さ 
しめた七尴持 謙翊承 旨として時烈の 許に 到り、 謠 動の叛逆 
を誘致み し 所なを懇々談りし かげ、 時烈之を聞て亦無狀と 
るせ り。 是に 於て、 少輩相傅へ V 大に暮巧長者の見る所我等 
と異らず. とし、 時烈の入城 後、 之を擁し V 爲ず あるの 希望を 

巧一二巧ちホ巧爭捕 一至 
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抱きしもの\如し。旣にして時烈は京城に入りしが、補疏加金 
壽恒、聞鼎重、金錫腎等、上變睾件の始末を具白し、金萬基の一 
族も、ホ來りて委曲を陳ずるにな巧時烈其內情を聞知し、乃 
捶 I も曰く、事果しV此の如くをれば盗獻は其罪にあらずと。是 
國ぶり大に少輩の憤慨を招きしもの、如し- 
お さて此權.尙夏記ずる所の時烈 Q 1去爲は、死帶年譜1識職穀 
Iな病後漫錄「細域韻鈍」 s が^龍诚肿 W 難畔に符合して疑ふ巧から 
华Iず。而して兀帶年譜にょ化ば•時烈は益獻の事を諫齿とをず 
志Iを非と し、 只蒲罰を施ずをを當とるしたりしが、ホだ益動を 
.援護ずるに至らず。後時勢の非ろるを見るにな拼ス乃も剖 
i を上り咎を引て益動の事を陳戀过り。今其潮文を索わるに、 
大事編年肅宗紀の一二に採錄がる「来時烈劉引咎因た致巧」と 
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云へるもの卽も是 じしで、 猶益動を救ふを敢 V せ著ること 
J を 述べ、 をを敕むて餘力を遺さずと云ふの說 を、 誕罔をりと 
P てへ り。 然るにみ裴 が、 益動の遠谨を請ふじ 及びて、 時烈は遂 
に益動を救はむと決，むがしこと事實 也。 其證 は、 金棘が此際 
I 嗦烈を 京 城於義洞©橋居に訪むし時の談話 筆記に、 時烈が 
I 頃日 臺諫の所爲料る巧からずと をし、 初は益動の免職を請 
I む、 後其門瓢を 請む、 今叉遠黨を請へ ば、 化後擬 ずるに 死罪を 
™ なて する や も 知る可から ざるが故に、 時烈は最早默寸巧か 
らずと 日へるを錄 がるに 徵 して 明 也。 I ゴが棘™綿替計ぉ 故に 
I 滴後溃錄に、采久、が筵 中、 救解光南」1»邮と患るは、をく謡言に 
I るらざる 也。 

時烈は己に益動を救へり。然れば則 も、 時烈が之を救ふ理 

巧互な まみか爭强 . 一八丸 



志 爭な國 碑 


5二お老をか爭誦 -九〇 

もは、 讓動に重罰を加ふ可からずしとて然りし 乎。 素ょり然 
I り。金碟の「語錄」に筆記せし巧の 如く、 もし少輩が爲ずま、に 
放任社 ば、 一疏は一疏ょりも 激烈に、 营じ益動を 黨 ずるに化 
-まらず して、 遂には之を殺ずに至らむも知る巧からず、^織；； 
I 是れ坐視ずるに忍踩ずと云ふにるる也。然りと雖睦烈は何 
I が故に盛獻に對し y 、 所謂坐視ずるにあがざり し乎。 之を推 
究 ずるときは、 共に等しく西人た るの外に、 猶强き理 曲を り 
て存せしを知る巧き码 

I 時烈が濡獻に同情を有が るは、！ 日に あらず。 彼が麗江に 
-滯あおる時、肅宗八年十二月二十九日附を姑ス益動に與へ 
-たる一通の 書、幸に、 李選の採錄ずる所となりたる は、 頗なて 
珍とホる におる。 g 側雖^狀日く、 
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能如 太空浮 雲、否、 な无妄之小ち忘持危之 大義、 非所望 也、 惟 
I 冀溢勵あ 節、 巧使聖上獨憂社稷 也、 至禱 々々、不宣、 壬 戌、 除 
I 夕前日、 江寓 、不敢名、 

I 此意は卽 も、 口舌の謗を受くる如き小事をなス大義に臨 
みてむを動かず勿れと策勵を與へたる巧余は此書簡に據 
り V 時烈が始 ょり 益動に同情を寄せし衷如を涧 察ず。さて 
此同情の 超る 所な、卽ら時烈が證獻を救ふの强き 理由は、 此 
I 兩人の關係を調査ず机 ば、 益ょく之を了知ず 巧し。 他なら义 
I 濡動は樂の子にして卽ち畏を^の 孫たり。 而して 長生は、 實 
I に是れ時烈の師に をらず や。 是をなス時烈 もかの、 引咎因公 
- 致仕」の 剖. に 於て、 濡獻と兄茹の義あるを聲 明し、 金綠等に答 
ふる語中に も、 亦師門の子弟は救はざるを得ず苟も死に至 

巧一二おおか巧を巧 一化一 
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な一二巧ち少巧爭巧 一九二 

らば去就をなて之を爭ム巧しと苦白せ るは、棘 II 誤-謂纖餘が 
I 難其實情を化露して遺憾なしと謂ふべ し。 巧上の事實によ 
I りて、 余は時烈が益熱を救むし理由を左の一一と ず。 

( 一 ) 證動の過失は、之を問ふに重科を拟 V ずべき性質®も 
のに轰らずとの意見、 

I (一一)時烈 は、 益動が其飾の探たり しが故に、 之を擁謹 ずるの 
. 關 係、 

是也。而して. 余は、 上に縷述し來れる益獻の事件が、いかに重 
I 大をる結果を來し、かの結論を、是じ得わと欲する 谊。 

I 前にも陳，ベたるが 如く、 時烈が肅宗九年 正月、 纏江より入 
h おの後、益動の罪をなて深く貴むべきにるらずと斷がしよ 
り、 少輩をしス賴りてな V 事を成さむとずるの望を失はし 



めたる結果として、政敵の範圍は頓に廣がり、其朝野にがけ 
W る勢力はホ第に篇食社ら化で夫勢は、いょ^兩分せらる 
- 、の實情を糜成がり。權尙夏は、例の江上問答じ、其見聞を錄 
緯 I して目く、少輩遂に大に憤、り VS 爲らく、長者譜亦偏私をり 
固 I V 其 一 初見を變ザと。趙持謙、韓泰東の一派、是ょり始めて角立 
I ずと。むて當時の實况を徵ずるに足らむ。而しで此角おは、時 
を烈が益獻を棄 V ぞる跟りは、調和过らる巧くもあらず。否、た 
爭とむ時烈をして、益獻を棄壬戌の上變事件を不正るり 
志と改言ぶしむとも、恐らくは調和を見る能はざりしるらむ。 
I 何とるらば少輩の 或 也は、一朝一夕の事にあらざりしこと、 
j 前に述べ 來りし證明にょりて之を誌知ず巧ければ也。况や 
時 烈が蘿 動を棄 て^ 其所說 を變改 する ことは、をく 不可能 

巧一二巧まホ巧爭巧 】 を 一一 
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巧三 IS 宅かか爭な i 疫 

の事たるに於てを や。 是をなスルノ輩の分立を防遺ずること 
I は、到底望るきの時勢と斷货ざるを轉ざる 也。 

\ 實に時烈は奠己れを信ずるの深き夕當時の宰相が、少輩 
辞™じ對して斷然たる處置に巧ヴる龍はざるをず.^、非難がし 
國 j 超じして、益•動の巧爲を目して諫吿をりとずるは、是れ少輩 
政が、許堅一派の逆徒を俺護ずる者るりと排斥がり其證 は、 門 
人崔愼が、其語錄中 じ、 當時の時烈の言を筆記して、明に此意 
軍を表白进るが故 じ、 茹疑ふ巧くもあらざる 也。 |、獅 I '的品お、 

を-邮誤随相な'か、巧、か拭.去*、々义がな迎告之律、被之がをな 勘-巧 お聲逆么お、化助々巧隆 
ま-致迹巧を華化、謂さ柯哉 JO でを巧を寮恒のおじして巧お口巧化更の規化’〇巧モ乂を 

品 f 違が難さればを.輩と少輩との すがは、 雙方共じ其根蒂固 
《くし V 、 いょ-^調停し難きものと決定畦り。 

否、かくの如き形勢に進む書で には、 時烈は查く調停の意 
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お爭 な固薛 


るき にをらざりき。 初趙持謙一派の角化ず る 夕朴世采の人 
-望朝辞を壓し、少輩の信重する所とをりしか ば、 時烈は之に 
-勸むる に、 時議を調停して共に國事を圖るをなでぜ しこと、 
j 肅宗.九年正月1 1 十五 日脚の、 時烈が化采に答ふる善に ょり 

て 巧 也。式「群、證 s ' 請諸曾岂結遵 S 詰」 而して世采 

も，初は調停に幹旋ずる所あ^しが文一方に於て、お挺に巧 
j 戴ずるを欲吐 ザ。 言論曖昧の內 に、 遂に時烈じ異を立つるに 
-至りしかば、論議權裂し V 、 亦收艳ず可からざるに至れり。 
j あの要旨を要言ずれば、時烈が敵多き综動を救於たる結 
果とし V 、一部の人±は又之に背孰し、其和解望む巧からざ 
-るじ至りで1茲にいょ---老少角立の形勢を成立せしめた 
りと 云 ふに もり。 而し V 余は•化際じ於ける尹搔の朽動にク 

巧一二巧老かか争巧 】室 
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» 互 « ま少分爭进 I 里ハ 

きて卖に尋縛ずる所患.-0むと ず。 

築 -V 章。 尹搔をし V，いょ < 采時烈に絕た 
し般し隱密の 動機は、 いかるる 處に潜が せ 
し乎。 

國 S 
政 
爭 
志 

他を. ず。 添が時烈に祕は V 、 大狮の其身になばむ とずる 


余は第四葦にがV、 尹 感が其父の 墓 文の 事ょり、 来時烈に 
背くに至りしことを論辯 皆り。 是れ素ょり實事 じして、 疑を 
容る巧き にあらず。 然りと雖、世事は繁擾にしV人、むは穫雜 
巧嚴密るる葬繫は卓に 墓 文の.故を边で、帥弟の角立を 見る 
に滿をずる能はざら しむ。 余は搔の胸中に潜みし動機が、更 
に一種のものをりしことを知る。 
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を恐る、のな は、 いょ*--^之じ背くの動機ををしたること 
j 是化 。今 これを便宜上、次©五箇條に則もて儲巧に陳辯せわ 
と欲ず。 

I ( 一 ) 何故に搔 は、 時烈じ從 は 夕大禍の其身になばむことも 
i 恐化た るか。 

I (二)感が此恐怖を抱きたる起原は、何の時に始ま於る か。 

-(一二)此恐怖を爆動ぶし友人ありや。 

I (四)朴世采は‘いかるる機會にょり V 、扱の恐怖私を傳染せ 
しを 

(ま時烈は其巧情を知らざりしや。若し之を知りしをらげ' 

I いかるる救濟の法を講ぜし か。 

是 也。 

巧 ミ 巧巧みみ爭巧 一化セ 
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巧互捉 巧を好爭な .1 化八 

( 一 ) 何故に搔 は、 時烈じ袍は夕、大禍の其身じ及ばむ ことを 
\ 恐れた るか。， 

I 肅宗六年庚申の大飘殿は南人一隊が不軌を謀りて誅‘殺 
みら 化、 西人をして復起がしめたる こと •前言ふがの 如し。 然 
j るに南 人はな爲らく稱 龍を 堅^巧等罪菱り a } 雄、之を逆賊 
-とをふはすす也。盖し 逆は、 君上を諫害ずるの謂にし V、、梢、 堅 
j 等は、謎親の非望を抱きしじ過ぎず。反て變を上りて卿宰を 
I 濫殺がしめし金錫育 こそ、 ±がに禍がるものと云ふべけれ 
义許賴 、界 錐の輩も、皆必しも殺すべき罪るきが 故に、 此輩の 
寃を伸雪して後にこ ミ、 始めて公論に歸ずべ けれと。 尹搔么 
一を聞 V 赤陰に意を傾けしもの \ 如し。觀作け巧 

旣にして時烈は、長濟の蘭所ょり召還が^れたり。彼の主 


Digitized bv Google 


Onainal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



4*^"成辜みゎ>*ミを、一で‘ぶか々降 
み《を冥み^巧、み W 中お 

ドが某を巧かか 
か V 一 rc ^ t ? ぶ V 駐がみみ公知を 
がか'4もを，：々《^和が巧辟ぶ；！ 
がや苗苗をぶ3—ぶ X 巧が4 

一^か""矣*声みをを舍夕を福がみ 

JiD 請-式,るがづも淨彝，を慧をみ 

み も'韻がぶ絲鷄斬5 

，、、^’ち>营奪.抵養ホ成み~9^^^み 
"‘て，,が.令>ホ铺濟が?5^か^ 
庐ぶ#かも孕-曲*] r * 【，ホ濟も々 
かゎ"ホ,巧み.化わもみづお巧を 

. I か抑み样が蚊供お海も郑^ 

S ホ'* ちそ にがおみ經也を％^ 

ぶみ鶴 5 •城 

* み >wt r 藻 fS か 
ぶ^ザ為ず妍 t _ が於が*" 
r ;;. V 、•た知も.么如麻も 


‘> 知 .，..ホ タ \ y'4iA*5'V 一か 

ご々'■なか诗 ';> r , た-ヴぶがみ 
ャ み，."*- 片も V が 


ツがぐ^£从がが以な W を々かな f 


Digitized bv Google 


Onainal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




Lj 4 お适 t :袖’苦装ちちを或 
.,1 巧*尸 W ろ巧み。,_にお哥湾 
あ驾 S たを。塵つ . K 巧萬 
吞を；^ち rr ご。お， ミ-， お 
化 " iC がお鬟霉另おを巧,司 
f 顆兰鼓僵寅芒3昔),ち^普 
わ黄ち，择吉戎阁辟く氏 
ホ气おをお " f ")! 诗色をミ 

な 





- w . 穿巧.巧 

巧か H ム、 
でち化'】を ， F 
わが'、扰'，、嚴 お 
み一,が〇 ' わ3をち. 
み宮〇幫呈蒂 
、か， 面ごみ皆-ホ 
ち化.ご K 荀巧 
み齡〇直が巧 
位を；：'散ホ掉 
ちだ 0 をわち 


そが 


;-烈は、巨 LW -. 


，ぶ」. 


L . .. ^品巧す 

巧."ぶがら r 


Digitized by Cioo が e 


Oriainal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




かザぞ Wt 沪なか一杯さか々民る巧 
タタ巧巧か巧Iが W か巧たイド^え 
ド^かかが r み巧巧かかをみ 
れ-%^^^々みみをがみA な批をミが 
がみ''けみ"解一 J ■がを积^ス f 之を 
ががぺ A み^—ホちををぺけ夕 
ぶをみをみぞ弓みなみみか A* 巧が， 

がみかかをが々 S がう5 
みぶみ分禾巧を〜^5^"を\^む 
み巧か' Jrt か分成一"なぶ ^ 

ろ、>を*ミ*がさををかるを 《 
みぶぶみぶか々さいを 

夕^巧ご《)^^5%ぉ ;^みザ^«» ぇな々^ 

•'か知み辟をなけ W み一か ち ミ 
ミホ"がを"がドかぶげみ\、巧 
ぶがかをか如がミ々巧を 
一かせ*1^如巧か 
ぶかがぶかなぶ W さか 
三？巧ぶみ r 化ん N *^ がを 


をみ ''• HiA ち4^みか 
みがか度々だザをがみ 



Digitized by Cioo が e 


Oriainal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



Digitized by GOC)glc 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



張は•敵も味方も、共に黯かむと欲■•せし所也。而して彼は、巨然 
_、たる®人にして、尹鑛は彼にとりスの當の離たるのみをら 
I ず南人の非望は、明に證明がられたるの辟也.彼豈南人の巧 
韓論じ賛して、淺じ西人の有巧者を斥け、ぶ V 己に誅殺がられ 
國 たる罪人を辯護畦むや。梢、堅の死は宜をり、積、雛の死もホ宜 
をりとずるは、盖し當然のみ。尹極は是じ於 V な爲らく、異日 
な j 商人の平をらざる者、必蜂起ずるの時煮らむ。大風起りてち 
爭木先づ巧る。時烈の禍じ罹るや期し气知る可し。今にして其 
志.準備ををずにるらずば、禍延て我身に及ばむも測る巧から 
ずと。是れいょ--^彼をしスが烈じ絕つの決，むを固めしむ 
I る動機たり しこと、 當時の見聞者權尙夏の記述、幷に尹鳳九 
の語錄等に徵し V 巧 化。 

余 一二 巧ち かな 爭挽 一菜 
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巧ミ没巧金か爭か 11 S 

尹搔の胸理じ.は、己に此恐怖を著へ て、 異日の禍根をお發 
j に防がむとしつ、菱りし簡に、金益動は壬戌の上變事件じ 
-於て、益々一部人±のな恨を招き、而も時烈は、之を救援した 
I りしかば、搔は其利雪ょりげ算して、當時の動戚を排斥ずる 
j の論を執りしが、是れ權勢じ阿附せざるの淸論たるじ似る 
I が故に、品詔諸林詰 fsgi 記打年小ノ輩は、捶と謀りて 
j ミに附く者甚多く南じ少論黨の】圈を形成ずるに至化り。 

I 0 1) 捶が此恐怖を抱きたる起原は、何似時に始まれる乎。 

I 上にちふ所の如くをりと甘 ば、 扱が南人の復起に對社る 
^惑怖は、捷をの大馴跋な後に始めて起り しや、 或は其な 前ょ 
一扣彼の胸中じな來したりし や。 之を推をせば、彼と時烈 との 
關係を一曆明白をらしむ るを 辱 巧し。 
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庚申の飄跋を潮るを二十年、顯宗大王の卽位は、黨爭に巧 
I 氣を與ふるの第一轉機たりき。仰とをら ば、 孝某 I がは南人 
失意の暗代たりしががに顯宗の代に人りて急に大攀を挽 
辞回せむとずるの企は南人にとりて死活の問題たりしを总 
國 I て也而して其措目の標的とろりしは、嘗て仁祖のお擢を蒙 
政 I り、孝宗の殊遇を受けたる時烈其人をれば、時烈の南人じ粗 
^はる、や乂しと謂ふ巧し。此企謀は、顯宗 I 化十五年®間に 
爭|は、遂に成巧を見るに至らざりきと雖、|《|峨«^51£'じ^想^咖'| 
志 I 城紅一^^^^南人の運動は怠ることるく括じ顯宗の晚年 
I になが y は益々劇甚とをれり。尹搔の父宣擧 は、 顯宗の十年 
i 哉十をなて死したりしが、時烈の攻擊に關らザ、遂に其死じ 
至るまで、南人たる尹雜の說を棄てぞりしを見れば、難の勢 

巧ゴー巧 まみか爭巧 二01 
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力も亦おるりと謂ふ巧し。而し V 搔は極力其父を辯護しス 
I 遂に其辄に背離したりしが、深く當時の事情を究われば、是 
1化己じ時極の勢咸、復嘻昔の如くるらざりしを證明せるも 
雜 I の.\如し。而して扱が南人の概復を前知しス時烈じ徙ふの 
幽-危險を感じたるは、其端緖を此頃じ閒けるものと見 V 不可 
韓 I ろき也が最雖實をる證據 は、 余は之を李縛諸«苗設の語 
I 錄中じ檢出咕り。李終は權尙夏の巧人にし V 、肅宗六年に生 
爭れたる人を於ば、筆著自身は、此時代の見聞者にあらずと雖、 
あ彼が其師の言を筆記したる事は、虛欺をる可きに非ず。而し 
I て師權尙夏が、ミの實験を弟子に語るに於 V 、 構擅のことを 
-かゎしは、前後の事情に徵して余の信ずる所 也。 而して其言 
じょれば、甲寅純 f 轉な前數歲、搔は南人の隱謀が早晚大禍を 
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志爭 か國裤 


時烈になぼし、延て之を門人子弟に攻傑ず可ければ、早く背 

-或ずるに若かざるをを權尙夏に洩らし、や疑ふ可から ず。 

I 絲妍^^^^城稍針是故じ綾が禍を怖る\の念は、一朝ータの發 

W 動にあらずし V 、其起原や遠しと謂ふ巧し。而も此恐怖は、肅 

I 宗の巧に人りV 、 果しV事實として現 はれ、 時烈はお誦の禍 

じ罹りしのみをらず、淸南！派ょり殺されむとずるに至り 

しかげ、採は陰に其先見の違はざりしに寒-むがしをる巧し。 

而して 今回、 南人敗れで辟烈の入京を見るに至りしかど も、 

j 日 をらずして一大反動の起る可き は、 經験袭る極の眼底に 

-は、 簇焉とし V 火を睹るょり明をるが 故に、 此 中’ 心の恐怖は、 

I 彼が斷然時烈と絕つの動機ををし\所な 也。^ 贾掛計 
リ 

巧一二お 老少か爭説 一一01二 
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搔をみ 


ま吉巧 ホかか爭巧 二0四 

.(一二〕此恐怖を福動せし友入 ありや。 

ぶ 上の論證じょれば、尹搔 は、 頗意を蘭人に傾けしものに 
似たり。然れば 則ち、 彼は南人の出を りしや。 是亦究め置かざ 
るを轉ず植の血統を考査ずるじみの 如し。 難郝？！ ^1! 叫 § 

㈱ げ巧まの 
胁巧み示す 
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煌字は德峰，號八松、窩麗鈴平伯尹遽の後、仁祖五年の淸兵 
j Q 人寇に、自ら臨津の要害を守らわと請む、同十四年の再競 
j じは、王に從て南漢に據る。其子皆亦鐵中の靜々たる者。殊に 
链外戚に當れる成渾、来時烈は、共.じ朝鮮儒統の正系を傅へ、曠 
固々たる獨學の擧 I は、區々の科擧を3て、其每を累がず、而も逸 
政薦0特待にょりて、重用社られたる人々也妃の如くにして、 
™ 尹極の家は、堂々たる西人の名家たりし也。然るに極は、日常 
爭 I 其相親しむ所、反て西人にあ b ずして南人たるの寄觀を呈 
お I がり。其理由を尊说れば被の身邊 G 境遇、與りて力ありしを 
知る。而して其身邊の境遇を知らわと欲がば、勢親戚の關な 
i を說かさるべからず。ミの親族の願儒は左表の 如し。 I 籠削 I 

パ 

第ご一巧 あ少か爭巧 二〇ち 


Digitized by Cioo が e 


Oriainal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


巧一二巧 ま少な爭拉 110六 

尹宣擧-奠远 i 一 

- ’ - 

權總 —1 憶{兄)惟勇)長女 次女 

J お時烈-女 

韓 

\ 尹 ^ i -義濟 

國^ 

李潮- 

政！ 

をの表に示したるが如く、搔の妻は權總の長かにしで、權 
爭 I 總は卽ち南人たるが故に、搔の甥たる傑、惟は南人たりしの 
志 I みるらズ芳强設 I 送抑 S 社苗 2 S 扱の妻の妹は、實じ時 
烈の敵たる尹錐の子じ嫁したる也。加之扱の弟推は、絹の股 
一腮たる李擲の女を娶り、而して其女の弟たる S 達は、披兄弟 
に親密るりき。 




志、■爭 が國絳 


觀の如くじし V 、極は九歲にして巧を失か、家計甚帮をら 
- ざ ゎしかば、權總のかを娶りてよりは、多くは外戚の家にお 
-れり，是をなて、其曰常見截ずる所は、西人の云爲じあらザし 
I て、反 V 南人の云爲たりし也。而も情、惟、兄弟は、其家に着りて、 
-日夜搔と交り少からざる影響を搔に與へたるは、記臆ず巧 
I き事實也。みに癒の弟推が、李潮の女を娶るにつきて、茲に一 
I の逸話菱り。之より先き、鑛は織を信ずること甚深かりしが、 
I 實は擲の素巧につきて、世間な々非議の巧がし所をり。一目 
™ 尹文擧、書を時烈に送りで曰く、李擲婚を我次子に求む、兄の 
-意なて如何と。時烈素より擲を悅ばざりしかば、或者は之を 
-顏曾に比し、或者は之を路禱じ化ずと回答し、暗に其不可を 
諷したり。是を凶て文擧は其緣談を中止したりしが宣擧は 

巧一二 巧 まかかを 货 二空 
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巧ご一巧 ち少を爭巧 一一〇八 

鑛を信ぜること、て、遂に潮のホを其次子推に娶りたり植 
I 急をる時烈は之を見て、直に宣擧を面斥し、潮ょり贈る所の 
I 物、之を父の靈じ黯る勿れと放言し、彼をして大に怒らしめ 
禅 I たりき是れ口 C 結婚の際の逸話なれ ども、 李糊父子が、時烈に 
國 I 敵意を含みたぶは、盖し一朝】夕の事にをら要るを知る巧 
がし。特に一二達は、常に錦の諫主とをり、肅宗の和年、時烈の駭請 
I に患むし時、之に擬ずるに誅殺をなてせしことは、時烈が朴 
爭-お采じ與ふるの書中じ巧言せり。鱗が；恥針^而しで今や 
お-化一二達は、推の義弟とし V 、極兄弟と親密をりしか巧一二達の 
h 目が夫に搔にがが響を輿へたること も、 亦忘却ず巧からざる 
i 事實也。 

な上の事實じぶ りて、 權情兄弟、及李 S 達は、 搔の南人復起 
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に對，ずる恐怖を願動したる人た^しことを證明しス餘あ 
"りと 信.ず。 

I 画}朴世采 は、 いかなる機會によりて、捶の恐飾、むを傳染し 
お- たりし乎。 

四- か世采 が、 搔を帮助し V 、殆其巧愛を々したる事の一斑は、 

W 第四章に於て之を陳述 社り。 今や攝は大禍の 恐怖より、 いよ 
政™ ^時烈に絶つのふを決诚るに當 り、更 に此お力をる後援 
爭 ™ 者を ば、 をく旨家籠藥中のものとなし、なて其立脚の地をを 
お 固るらし破むとずるの內ふが、が機會にぶりで滿足せられ 
I たるを見る。 

\ 初め S 胤 時烈の驢江より人京ず るや、 世采を邀へで共に 
京に入らし わ。 崔奎瑞 は、 其著病後懼錄挺城脈に采か二人の 

巧 一二な を少か爭汾 二〇化 
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巧吉巧ちホ巧争訟 二】〇 

入京は人をし V 風采を想窒进しもたることを叙がり。然る 
-じ叉、幾をずして殼憔遽じをじ、各京をまりしことを一五へる 
I は、いか.をる巧情にょれるかと推究ずるじ、當時の見聞者た 
る權尙夏の記錄にょりス . 奇異をる會合の結果としス 
I 形勢の變夥を生ぜしことを靜にずるを轉べし。；. 

I '、 あ采な、時烈じ從むて人京ずるに當'り、劳極をも.おくの-議 
™ を脚へ、時烈の承認を轉たりしかば、玉に白してぶを招けり.。 
I 極は此時鄕里に最りしが招に應じで果川毒で來ゥ、観絹 
j 計禅友人禪眞佐の家に止まり V 復進まず。賊^いが'化謙傾世 
W 采待 V ども搔の到らざるに焦慮して、自往\し擺に面會ホ 
T ること\をれり。その果化滯留は、 j 二曰間をりしが、極は之と 
居を.同じく；して辕に胸慮の秘蕴を吐露し始短たり。請る所 
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は舉しで 何事 ダ。 先ヴ第一問は發ぶ-^ 机たり。 追錄の動を削 
J り V 寒 始め V 事を做ず 巧し。 兄とをよくずるや 否。 追錄 は、 言 
-ふまで もをく 金益動等を指せる 也。 世采は之に嘗ふるに、其 
禅-爲し能ざるをなて诚り。みに第二問は發がられたり。外戚の 
劇™黨を 巧けス後事を做ず 巧し。 兄之を能くずるや 否。 外戚は 金 
-錫な金萬茲 、聞 鼎重を指皆る 也。 化采は之に嘗ふること前の 
政-如し。次に 义第 一二 問は發せら 於たり。 今の時態は、已的に異る 
里る おを巧 4己於に順ふ.者のみを扶 く。 此風を除きで後に拳 
いむを 做ず 巧し。兄 之を能^ずる や 否。時態とは、卽ち時烈 を 指 过 
I る 也。 化采之に答ふることホ前の如し這に於ス極は最後の 
一秘缩を 開けり。 是 によりで、 彼はな上 S 者をなス進路の姊蕾 
' 物と し、而も嘗 V 權憐及李一二達等より聞く.所を披歷し •で、 辟 

巧 己妈ぶ少か苹蘇 一二- 
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巧一二お 巧かか爭論 二 jlj 

烈と事を共にずるの危駿を縷述し茲じ滿腔の恐怖也を化 
- 采に傳へたり。 

j か世采么を顏ス果して驚き且感へり。屠にがて、二一日侈淹 
™ 留後京に入るや、顏を復嘻昔じ拟ず。獨り目ら參內し y 上に 
I 謁し、脖烈の提議部^じじな對を試みたれば、時烈は幾も 
I なくし V 華瞬に退き、世采も亦坡州に歸れり。 

\ (虽時烈は其巧情を知ら苦りし や。 若しとを知りしる、 りぶ、 
\ いかるる救濟のをを講ぜし 乎。 

I .時烈は、世采が果川ょり歸京後の擧動じょり て、 極の胸 や 
^を觀破过 しことは、靑ふ 迄 もをきこと を がら、 此 時に至るま 
TV も、 毫も是に.思む及ばざり しや 杏令は、次の問題也。而 して 
此問題を解決ずるが料とし V 、余は觸賢傳ム錄卷お5け釘ホ 
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£ けにに拾錄したる、時烈の他采に與ふる書卿 Mu を採る •化. 書 
にぶれば、時烈は是ょり一!一年お前 、 E 涛ょり歸るとき、尹鎌の 
I 誅がらる\を聞き V 大哪の起らむことを澗察し、雪寃の金 
お i の起るを豫知し V 、 其企の張本人は尹搔るらむと重で も、 夙 
踐 ‘j に觀破したゎし化。邮城跡献而し V 朝鮮の±がは 、 H 年を出で 
!ずし V た獻言に近ヴきつ\あるをす幸を見るに至化るは 
政™一ま身 V 時烈の先見に驚き。 I はな V 時烈の爲に馈まずん 
が！ばあらざる *5^ 

お I 時烈 にし V 日に此巧をりと过は、 彼は之が救濟に關 しで、 
^寫を 注がぞりし ことを かる 巧し。 實じ 彼は、 救濟の法を 講じ 
I たりし こと、 己に第六章の結末に I 言せ しが 如くに して、 而 
も其方 法は、 か牠采 をし V 調停の勞を執らしわるを なす、 最 

巧一二おおみが爭纷 一二一二 
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第ー ニ巧 老少な爭韵 二一巧 

便をり.とせり。其故はぜ采此時、新に身を儒がに起し、肅宗に 
一知ら 机て、 人望あるのみるら ザ、 當時の少輩は皆之に僖賴 し、 
-之に兼.躬るに富縣.をな V 妊るが故をりしこと、死禮年譜、及 
韓 I 時烈 Q 世采に答ふ.る書-^^加昨1巧にょりズ么を如る’巧き 
國 I 化。 而し V 世采は、煎め之に從むしが、終には自身も時烈に異 

;を立クる Q I 人とをり V 、調停は塗をきに至りし也。 

挪 一： 

を； 第八章。何故に来時烈宝京の間もをく巧 

^ 里に退還が し乎。 

忠；| 

I 時烈は肅宗九年正巧をおス召に應じ y . 繼江ょり入京し、 
i 而し V 其十一月には、己にま V 鳥陽醜預^则かに在りしこと 
は、 其高陽の稍所.香澗じ於け る 向月六曰の彼の 號請が、 蒂澗 
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間答^^綱 « に載机るをなで、疑ふ刊くもあらず。彼の人京ず 
- るや、朝野の視線は皆之に集り被の期过る所も少小るらざ 
I みし化。然る. に、 權々十箇月にして、俄然高陽 じ 退き、遂に金剛 
絳ょり華暢に歸還ずるに至りし巧情は、是れ容易をらざる.事 
國 I 態を隋示社るものとミふ巧し。 

J 實に化際の時烈 は、 最早昔年の時烈にあらざりき破が人 
あ I 京後の一擧一 動は、 盡く一部の反對をお.て迎へられたりし 
ず™ 也。 先ヴ 彼が、 金蠢動の教解を なて、 少輩の一大反抗を 招き、 尹 
ぉ 極等巧其派の一人る りき。 而して今夕尹搔の大禍の恐怖む 
I を傳，へたる朴化采 は、 時烈の提議に反對ずること旌に匙れ 

i 0 

- り 

盖し時烈 は、 孝京推崇者にし V 、 孝宗は時烈の恩人也 U 王巧 

寅三巧おかか爭巧 111五 
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#1二巧 巧かか带な ニニハ 

世の間に於ける彼の得意と、其蘿ま後に於ける被が景慕の 
P 冒とは、總で么を證がざるは之き也。今ず彼は、年己じよ十 A 
にな巧昔時を追慕ずるのをは、其齢と共に高ま於り。而し V 
頃 H 政治の中んは、再び彼の身邊じ回轉しホりしかば、娃に 
-彼は、二月二十一日舖輪をなて、孝泉を世室となすの動議を 
I 起せり。 5 S だが品化は此疏に 
I 於ス、孝宗の德を頌し V 間然ずる所るしと云む女大義を明 
I にし人ふを正しく吐る巧を擧げ て、 I 難^邮删も礼子の 
I 春秋に下らずとるし、一代の耳目を斬にし、仁義をし V 常に 
巧はれ、天理をし V 常に明かに、人むをして常に正しからし 
^めむが爲に、早く么を追尊して化窒の列じ加へ、なで巧世不 
遷の宗とるさわことを建言姑り。肅宗ホ化議を3 V 我意を 
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志ず な齒巧 


得たりとをし童臣をし V 定巧せしめたり至臣は會議を開 
-けり。而し V 大臣閔鼎重、金壽恒を始とし、皆賛成の意を表し 
I たゎしが、獨朴世采- は、 左の理因にぶりズ異議の申立を試み 
i たり。 

_ ( 一 ) 化室とずることは、帝王の咸德を永化に垂る、所3に 
しス臣モー時の私し得巧きに をらず。 

\ 三)孝宗の巧烈之を永世に傳へて然るべきは、異議をがわ 
I の點に泰ら ず。 

\ {夏 然れ ども 世室と をず事は、 事態重大にして、或は他に異 
I 見をきを保过ザ。 

i (四)依て化際化文館に 命じ、 歷巧己巧の典禮 と、 先儒據るべ 
きの論と を 調瓷边 しめ、 更に大臣に諮詢しス王親ら替 

おご 一巧 まか巧爭巧 二； 
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志爭 な國絳 


巧 ゴー 巧 お々を爭稱 一二み 

裁を與へ b れむことを望む。 

™ 是によ机ば、世采も敢て絕對的の反對を唱へしにあ.^ず。 
I 然りと雖、重臣等の己に贊成がるにも係らず、獨此言をるみ 
るは、むや別に思ふ巧るりしず知るべき巧純；^^^鱗顧が作邸化 
I 5證諸師^ SSi 叩5せ肅宗は遂に時烈 Q 動議を然 
-りとし、直じ禮官に命じて擧巧甘しめたれば、世采の異議は 
まだ效力をちせざりき。 

j 其蜜 S 月には、金德遠烟 JS Q 仁祖を世室とをホの動議あ 
りで採用进られ、其翌 四月には、 太祖に徽號を追 上ずるの 議、 
j 巧が時烈によりて携出がられたり盖し太祖な後大號.を進 
- めたる世祖友宣祖 の 徽號 が、 反て太祖よりも字數 多きは、 太 
祖の鄉業§一統の大巧じ對して權衞を轉たりとミふ巧から 
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芯爭 政國緯 


义己に進めたるは改むる こと 能はざるが 故に、 更に太祖に 
I 徽號を追 上ず べしと. 云ふに ありき。 肅宗乃ち大臣儒官を刀口 
して 諮詢した りしが、 彼等は、唐采の故事にょり、尊崇の道は 
ロハ 徽號の字數の多寡じあらずと評決诚り。是じ於て時烈は、 
巧が自說をま 張し、 巧没朝鮮の古例が、徽號の多少にょりて 
差等ある ことを 論じ、加之朝鮮 S 百年の治が、太祗の高麗を 
破りた る、 所謂咸化圓 軍の大業に基けるに太祖の尊號な識 
I 號 に、 眷で此意を表明が.る文字をきは不都合るるが故に須 
I く明 義正倫 等の字を加上ず べしと 陳辯地り。 

\ 肅宗は諸臣を 巧して、 再度の諮詢をるけり。此度の會議に 
I 於て は、 時烈の追論にか\れる画軍の論點 は、 著しく效を奏 
し、 金壽恒 、閔鼎 重 等、 皆異議なきに至化り V 心 S ?鐵诚い加肅宗 

巧一一一巧 まかか爭拍 ニー九 
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>吉« ホかかをな ニニ〇 

乃ち化議を容れ、本年秋を3て擧行せしわるの敎 を發ぜ り。 
一一而して世采は左のま 旨にょりてとに反鄭がり。 
j ( 二太祖巧世の 時、 尊號四字を 上り、驚 後、 議號函字を 上れり。 
j 時烈 は、 此兩者を别顿 とし、 四字をなて不足と るが ども、 
素かくの如く區がずるを要挣ず。をして八字と るるが 
故に、 追上がザと も 巧を り。 

(二)帝王の講な當 に 開國襯業修德守成® 實をおて、ぶを上 
る 巧し。成 化. 圆軍は、 太祖の 大巧に相違を きも、是机卽 位 
な前の事の み。 刖に么 を 頭ず るはょけ化ども、奪號じ加 
ふるは不巧 をりと 云ふ論者 秦らば、いかじす すき。 

〇一 1) 巧て更に大度を 召し、愼電 の廟議 ををさしむ可し。 
是に闕して、時烈は屢世采と tt 復を 重ねたれ ども、 废 藻に 


Digitized bv Google 


Onainal from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



其說を改めず。而も他人又之に加はりてが采に赞同が り。 殊 
-に朴泰維郁の如きは向年六月追誰を不可とずるの統を上 
!れり龙此疏 は、 親友が舊の勸にょりて撤圃咕りと雖 、疏 意は 
进己に傅はりて知ら苦る者る く、 時烈の門弟は、ぶを見て憤慨 
阁 ™ がり。 而して朴0友人が、此雛の携おを止めしめたり しは、 不 
-穩の時勢に紛媛をホずの恐をりしが爲 じし V 、卽ち是れ後 
I 進の 徒、 時烈め言議に服せず相黨化して、刖じ旗權を樹立ず 
で j るの述 、顯著 たりし證 也。 尙化 事は、 當時金錫宮^厳の啓辭に 
お I 近來 朝蕃靖からず、 門戸を み削し、 各お黨を立ク るの渐あり 
j と 曰へ るを 見るも、亦證明也。 

I 趙持 謙、 韓泰東 等は、 己に 妻湿獻じ' 反對し V 、時烈に角立せ 
る者な。今や朴燕維等は、追誰の問題にょりて朴世采に賛同 

巧 立巧 巧 かか巧 前 ニニ】 
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巧兰巧おかかず說 ニニニ 

进り。而 して】 方の犬立物たる尹極は、此際 いかるる 態度を 
I 執りし かを尋始 るに、 是孙素より 化采と，同論たり しこと、 言 
I ふまで もをし。ミは當九年十二月 六 a 脚’ を； 翌十年 二月 十二 
-日脚に 係れる、 彼が時烈に答へ たる 二通©書に於 V 、 共に徽 
I 號の事をな V 、 國家邑巧の典禮に屬 し、 人々の敢 V 妾に論ず 
可き 所に あらずとを せる は、 何よりの證左 化。 

一. か\ る反對 ありしにも係らず、 徽號を追上ずる事は實巧 
I 过られたり。 朝野會通 I ' 龍 飾誠に、 是年太祖の徽號 、正義 光福の 
四 字を上る とる.るは、 卽ち是 也。 然 りと 離、 如上の事實 により 
j V 、 時勢は H に時烈に非をる ことを 證明 妊られたり。 是れ時 
-烈 が、 をを十簡月をおでざる じ、 疏を上りてを城を まりし 所 
は也。 
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を爭 敗幽裤 


然 りと 雖、巧烈のを城を去ると同時に、反 對黨は 勢を 得た 
I るにあらず。趙持謙、韓泰東，申燕は、職を罷められ、吳道一は蘭 
j 珍縣令じ移され、朴泰維は高山察訪に補皆られ、が其 
j 鍊々たる菊は皆京城を財されて、金壽恒旣鼎重、金錫腎は、な 
然其倚子を占めたりし也。而して朴世采は癌筵に於て諫官 
を連遞ずるの不可を陳 し、 是ホ坡州に還りし かば、 老論少論 
の分派は、益和解の道なきにま於り。 

をに縷礫せる事實 にょりて、 肅宗九年の京城政界の巧部 
は、 紛亂の空氣をお V 充滿がら 化、 而して一部の少 輩は、 時烈 
の言議じ服せずして角立し、尹 極、 か化采文軸を連ねて時烈 
I じ離反し、小ノ論派の势 は、 潮の岸に寄ずるが如くにしV夫勢 
明に 11 かせられたりし かば、 時烈は其十簡パの京城滯化に 

筑兰巧 ホをか巧稱 1三兰 
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於で、具に事のをすべからざるを看破ぶし巧むを知悉ずる 
"足らむ。尹.搔が辛酉撥書、卽ち肅宗 A 年夏に草がし時烈な擊 

^の犬文字が巧公然發表がられた るは、 階も是れ畔烈退城 

\ 

絳-の愛年卽ち肅宗十年をるを思む、义搬自らが、友人羅良佐に 
國 云へるが 如く 、I 私を 彼が斷然時烈と師弟の義を絕てるも’是 
亦肅宗十年をるを對照ずれば、老少み黨の根礎の、をく此際 
政，に輩固を致し、や言を待たざる也。 

ぷ| .. .‘ 

の 

\ 

韓國政爭お終 
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